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序　　　文

แଂ஍͕֬ೝ͞Ε͍ͯ·͢ɻ͜ΕΒຒଂࡒ಺ʹ͸ɺ��͔ॴͷຒଂ文Խࢢ࿨ޫࡏݱ　
文ԽࡒΛ͸͡Ίͱ͢Δ文Խࡒ͸ɺզ͕ࠃͷ௕͍ྺ࢙ͷதͰੜ·Εɺࠓ೔·ͰकΓ఻
͑ΒΕ͖ͯͨوॏͳ࢈ࡒͰ͋Γɺͪͨࢲʹ͸͜ΕΛอੈޙ͠ޢʹ఻໋͍͕͑ͯ͘࢖
͋Δͱ考͍͑ͯ·͢ɻ
ɹ࡛ݝۄ࿨ޫࢢ৽૔̏ஸ໨ ���� ൪̍֎ʹॴ͢ࡏΔޕԦࢁҨ੻͸ɺʮ৽ཏ͔ΒདྷͨԦ
Ε͍ͯΔҨ੻Ͱ͢ɻ͜Ε·Ͱͷ͞࢒ΜͰ͍ͨɻʯͱ͍͏఻આ͕ॅ͕ࢠ ��ճʹΘͨΔ
ൃ۷ௐࠪͰओʹ໻ੜ࣌୅ͷҨߏ・Ҩ෺͕ଟྔʹൃ͞ݟΕɺࢢຽ΍͔ऀڀݚΒوॏͳ
Ͱ͸ࢢ஌ΒΕ͓ͯΓ·͢ɻͦΕʹΑΓɺ౰͘޿མҨ੻Ͱ͋Δ͜ͱ͕ू߼؀ ����ʢฏ
੒ ��ʣ೥݄̐ʹɺҨ੻ͷୈ ��࣍ௐࠪ஍఺ʢ৽૔̏ஸ໨ ����� ̍ʣΛެ༗஍Խ͠ɺ
࿨ޫࢦࢢఆ文Խࡒʢ࢙੻ʣʹࢦఆ͢Δ͜ͱͰҨ੻ͷอଘΛਐΊ͖ͯ·ͨ͠ɻ·ͨɺ
����ʢฏ੒ ��ʣ೥݄̎ʹ͸ޕԦࢁҨ੻͔Βग़౔ͨ͠໻ੜ࣌୅ͷҨ෺ ��� ఺͕ʮޕ
ԦࢁҨ੻ग़౔඼ʯͱ࡛ͯ͠ࢦݝۄఆ文Խࡒʢ考ࢿݹྉʣʹࢦఆ͞ΕɺҨ੻・Ҩ෺ͱ
΋ʹ஫໨͞Ε͍ͯΔҨ੻Ͱ͢ɻ
ɹ࿨ޫڭࢢҭҕһձͰ͸ɺޕԦࢁҨ੻ͷॏཁੑΛؑΈɺ͜Ε·ͰʹߦΘΕͨൃ۷ௐ
ࠪ΍֬ೝௐࠪͷ੒ՌΛू੒͠૯߹తʹ෼ੳ͢Δ͜ͱͰɺվΊͯޕԦࢁҨ੻ͷ࣮ଶͱ
ॻʱΛࠂҨ੻૯ׅใࢁԦޕͰ͋Δ͜ͱΛ໌֬ʹ͢ΔͨΊɺ͜ͷ౓ʰ࢈ॏͳ文ԽҨو
ٴڀݚམू߼Ҩ੻ΛؚΊ໻ੜ࣌୅ͷ؀ࢁԦޕΔӡͼͱͳΓ·ͨ͠ɻຊॻ͕ɺ͢ߦץ
ͼ஍Ҭ文Խަྲྀͷڀݚͱຒଂ文ԽࡒͷอޢΛਤΔͨΊͷࢿྉͱͯ͠׆用͞ΕΔ͜ͱ
Λ੾ʹ͓ͯͬئΓ·͢ɻ
ɹޙ࠷ʹͳΓ·͕͢ɺຊॻͷߦץʹ౰ͨΓɺ文Խி文Խࡒୈೋ՝ฒͼʹ࡛ڭݝۄҭ
ఆҕһձҕһ֤ҐɺࡦॻࠂҨ੻૯ׅใࢁԦޕ՝Λ͸͡Ίɺݯࢿԉ෦文Խࢧொଜࢢہ
ͦͯ͠౔஍ॴ༗ऀͷํʑͱ਺ଟ͘ͷؔऀ܎ͷօ͞·͔Βͷ͝ࢦಋͱ͝ྗڠΛࣀΓɺ
৺ΑΓް͓͘ྱਃ্͛͠·͢ɻ

ɹɹྩ࿨ݩ�೥�݄̒ɹ
�������������������������������������������������������
ɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹ࿨ޫڭࢢҭҕһձ
ɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹڭҭ௕ɹށ෦ɹዳҰ
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例　　　言

̍㸬ຊॻ͸࡛ݝۄ࿨ޫࢢ৽૔̏ஸ໨ ���� ൪̍֎ʹॴ͢ࡏΔޕԦࢁҨ੻ʹ͍ͭͯͷ૯ׅใࠂ
ॻͰ͋Δɻ

̎ɽຊॻͷ࡞੒͸ɺ࡛ݝۄ࿨ޫڭࢢҭҕһձࣄ຿ہੜֶ֔श՝Λࣄ຿ہͱ͠ɺޕԦࢁҨ੻૯
ׅใࠂॻࡦఆҕһձઃஔཁޕͮ͘جʹߝԦࢁҨ੻૯ׅใࠂॻࡦఆҕһձʹΑΔࢦಋͷ΋
ͱɺ����ʢฏ੒ ��ʣ೥౓͔Β ����ʢฏ੒ ��ʢྩ࿨ݩʣʣ೥౓ʹ͔͚࣮ͯͨ͠ࢪɻ

̏ɽຊॻࡦఆۀࣄ͸ɺ����ʢฏ੒ ��ʢྩ࿨ݩʣʣ೥౓文Խிิݿࠃॿۚର৅ۀࣄͱ࣮ͯ͠
Εͨ΋ͷͰ͋Δɻ͞ࢪ

̐ɽൃ۷ௐࠪ͸ɺ୐஍଄੒ࣄ޻ɺಓ࿏վྑࣄ޻ɺ೶஍վྑࣄ޻ʹ൐͏ه࿥อଘͷͨΊͷൃ۷
ௐࠪٴͼอଘ໨తͷͨΊͷൣғ಺༰֬ೝௐࠪͰ͋Δɻ୐஍଄੒ࣄ޻ɺಓ࿏վྑࣄ޻ʹ൐͏
࿥อଘͷͨΊͷه൐͏ʹࣄ޻Ҽऀͷෛ୲ʹΑΓɺ೶஍վྑݪ࿥อଘͷͨΊͷൃ۷ௐࠪ͸ه
ൃ۷ௐࠪʹ͍ͭͯ͸ิݿࠃॿۚɺݝඅิॿۚͷަ෇Λड͚ɺ·ͨอଘ໨తͷͨΊͷൣғ಺
༰֬ೝௐࠪ͸ࢢඅʹΑΓ࣮ͨ͠ࢪɻୈ̍࣍Λ࿨ޫޕࢢԦࢁҨ੻ௐࠪձ͕ɺୈ̎࣍ʙୈ̒ ・࣍
ୈ̔࣍・ୈ࣍̕ɺୈ ��࣍・ୈ �� ࣍ɺୈ �� ͼୈٴ࣍ ��࣍ௐࠪΛ࿨ޫڭࢢҭҕһձ͕ɺ
ୈ̓࣍・ୈ ��࣍・ୈ ��࣍ௐࠪΛ࿨ޫࢢҨ੻ௐࠪձ͕࣮ͨ͠ࢪɻ

̑㸬ൃ۷ௐࠪٴͼຊॻͷ࡞੒ʹ͋ͨͬͯ͸ɺ文Խி文Խࡒୈೋ՝ɺ࡛ڭݝۄҭࢢہொଜࢧԉ
෦文Խݯࢿ՝ͷࢦಋ・ॿݴΛड͚ͨɻ

̒ɽ֤ௐࠪ۠ͷ೥࣍ɺௐࠪؒظɺ஍൪ɺௐࠪ໘ੵɺओͳҨߏ・Ҩ෺͸ୈᶗষͷͱ͓ΓͰ͋Δɻ
̓ɽใࠂॻͷࣥච͸ɺୈᶗষΛۿ໺༑໵ɺୈᶘষୈ̍અΛޱߐ΍Α͍ɺୈ̎અΛޱࡔ༝Ճཬɺ
ୈᶙষୈ̍અٴͼୈ̒અΛ҆Ҫਯɺୈ̎અΛླ໦හ߂ɺୈ̏અɺୈ̑અɺୈ̓અɺୈᶚষ
ɺୈ̎અΛখࢠͼୈᶜষΛླ໦Ұ࿠ɺୈᶙষୈ̐અΛલాलଇɺୈᶛষୈ̍અΛԕ౻ӳٴ
૔३Ұɺୈ̏અΛ֟পװ෉ɺୈ̐અΛੴ઒೔ग़ͨͬߦ͕ࢤɻ

̔ɽޕԦࢁҨ੻શମଌྔਤͷ࡞੒͸ɺࣜגձࣾ౦ڀݚۀߤژॴʹҕୗͨ͠ɻ
̕ɽग़౔Ҩ෺͸ɺ࿨ޫڭࢢҭҕһձ͕อ؅・؅ཧ͍ͯ͠Δɻ
��ɽҨߏ・Ҩ෺ʹ͍ͭͯ͸ݕ࠶౼Λͨͨ͠Ίɺ͞ߦץʹطΕͨใࠂॻ౳ͱղऍ͕ҟͳΔ෦
෼͕͋Δ͕ɺຊॻΛ༏ઌ͢Δɻ

��ɽൃ۷ௐࠪٴͼຊॻͷ࡞੒ʹ͋ͨΓɺԼهͷॾࢯɺॾ͔ؔػΒࣔ͝ڭ ŋ͝ԉॿΛͨͬࣀɻ
শུ・ॱෆಉʣɻܟҙΛද͠·͢ʢँͯ͠ه

ɹ࿨ޫࢢ文Խࡒอޢҕһձɹެӹஂࡒ๏ਓ࡛ݝۄຒଂ文Խࡒௐࠪஂۀࣄɹެӹஂࡒ๏ਓ౦ژ
౎εϙʔπ文Խஂۀࣄ౦ژ౎ຒଂ文Խࡒηϯλʔɹேբཱࢢത෺ؗɹேբࢢຒଂ文Խࡒ
ηϯλʔɹ൘ڭ۠ڮҭҕһձɹ੢౦ڭࢢژҭҕһձɹ文ڭ۠ژҭҕһձɹʢגʣ෢ଂ文Խ
ॴڀݚࡒ

ɹݪߐɹॱɹେٱอ૱ɹେ୩ɹపɹඌܗଇහɹՃ౻ल೭ɹ઒ാ൏ਓɹ૔ᖒຑ༝ࢠɹࠇඌ࿨ٱɹ
ɹۙ౻ɹහɹ߁౻ࠤೋɹࢩ೾　࣏ɹ஌ٱ༟ত　রྛහ࿠ɹಙཹজلɹதԬو༟ɹ೟⃋ాՂ⏨

ɹࠜຊɹ༃ɹ໺୔ɹۉɹ໺தɹਔɹ౻Ҫ࢘޾ɹদຊɹ׬ɹަ୍ٶೋɹాࢁঘ༑　
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凡　　　例

̍ɽຊॻਤ൛ͷॖई͸ɺݪଇͱͯ͠ҎԼͷΑ͏ʹ͠ɺదٓεέʔϧΛ෇ͨ͠ɻ
ɹҨߏɹॅډ੻̍ʗ ���ɹߔ੻̍ʗ ���ɹํܗपุߔɹ̍ʗ ���・̍ʗ ���
ɹҨ෺ɹ౔ث・౔੡඼̍ʗ̏ɹू੒ਤҨ෺ �ʗ �ɹ
̎㸬ਤ൛தͷম౔・੺৭ృ࠼ʹεΫϦʔϯτʔϯ 	 υοτ 
 Λ用͍ͨɻ
̏ɽҨ෺࡯؍ͷ਺஋͸ᶲͰɺ	ɹ
 ͸෮ݩ஋Λࣔ͢ɻ
̐ɽҨ෺࡯؍දͷ଻౔͸࣍ͷදهͰ͍ࣔͯ͠Δɻ
ɹ̖ɿཻ࠭ɺ̗ɿ੺৭ཻɺ̘ɿന৭ཻɺ̙ɿখੴɺ̚ɿۚӢ฼ɺ̛ɿӢ฼ɺ̜ɿੴӳɺ
ɹ̝ɿ௕ੴɺ̞ɿًੴ・֯રੴɺ̟ɿന৭਑ঢ়෺࣭ɺ̠ɿણҡ
̑ɽҨ෺࡯؍දʹͨ͠ࡌه৭ௐͷදݱ͸ɺh ৽గඪ४౔৭஽ʱ	���� ೥൛・೶ྛਫ࢈ল؂म 

ʹैͬͨɻ

̒㸬ૠਤதͷํҐ͸࣓๺Λࣔ͠ɺਫࢳϨϕϧ͸ւൈඪߴΛࣔ͢ɻ
̓ɽҨߏͷओ࣠ํ޲ɹ̣ʵʓ˃ɻ ̚・̬͸ɺ࣓๺͔Βͷ֯౓Λࣔ͢ɻ
̔ɽҨߏਤ൛தͷҰ఺࠯ઢ͸᎟ཚΛࣔ͠ɺ఺ઢ͸ਪఆΛࣔ͢ɻ
̕㸬Ҩߏ൪߸͸ɺຊॻͷ࡞੒ʹ͋ͨΓҰ෦ΛվΊͯදͨ͠هɻͦͷͨΊɺץطͷใࠂॻͱ͸
ҟͳΔ΋ͷ͕͋Δɻ
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ୈᶗষ

ୈ̍અ

ୈ̎અ

ୈ̍અ

ୈ̏અ

૯ׅใࠂॻ࡞੒ͷ໨తͱܦҢ

૯ׅใࠂॻ࡞੒ͷ໨త

૯ׅใࠂॻ࡞੒ͷํ਑

૯ׅใࠂॻ࡞੒ͷܦҢͱ૊৫

Ҩ੻ͷ஍ཧతڥ؀ͱྺ࢙తڥ؀

ཱ஍ͱ஍ཧతڥ؀

ḟࠉࠉࠉ┠

ֆޱ
ং文
ຌྫ・ݴྫ
໨ ʢ࣍ຊ文・ૠਤ・ޱֆΧϥʔ・ૠද・ਤ൛ʣ

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・̍

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・̍

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・�̏

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・�̏

ୈ̎અ पลͷҨ੻ͱྺ࢙తڥ؀ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・���

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・�̑

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・�̑

ୈ̏અ ୈ̏࣍ʙୈ̓࣍ௐࠪ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・���
ୈ̐અ ୈ̔࣍ʙୈ��࣍ௐࠪ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・���

ୈ̍અ ຊௐࠪҎલ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・���

ୈᶙষ աܦҨ੻ͷௐࠪࢁԦޕ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・���

ୈ̎અ ୈ̍ ・࣍ୈ̎࣍ௐࠪ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・���

ୈ̑અ อଘ໨తʢୈ��࣍ʣௐࠪͱௐࠪશମͷ֓ཁ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・���
ୈ̒અ ֬ೝௐࠪใࠂ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・���
ୈ̓અ ୈ̎࣍ௐࠪग़౔Ҩ෺ิҨ�・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・���

ୈᶘষ

ୈᶚষ

ୈ̍અ
ୈ̎અ
ୈ̏અ

ୈᶛষ

ୈ̐અ

ͱҨ෺ߏग़͞ΕͨҨݕ

໻ੜ࣌୅ूམͱग़౔Ҩ෺ͷ෼ੳɾݕ౼

ϨϓϦΧ๏ʹΑΔޕԦࢁҨ੻ͷ࠿ഓࠄ෺ௐࠪ
౦೔ຊͷू߼؀མ͔ΒΈͨޕԦࢁҨ੻
ͷฤ೥తҐஔ͚ͮثҨ੻ग़౔໻ੜ౔ࢁԦޕ
޲Ҩ੻ͱ໻ੜ࣌୅ͷಈࢁԦޕ

ୈ̍અ

ୈ̎અ

ୈ̏અ

໻ੜ࣌୅ॅډ੻ͱҨ෺

໻ੜ࣌୅߼؀ͱҨ෺

໻ੜ࣌୅ํܗपุߔͱҨ෺

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・���

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・���

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・����

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・����

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・����

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・����

��・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・����
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・����

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・����
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ୈ� �� ਤ� ෢ଂ໺୆஍ͱपล஍۠ܗ෼ਤ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・��
ୈ� �� ਤ� ඪਤ࠲Ҩ੻ࢁԦޕ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・��
ୈ� �� ਤ� ਤܗҨ੻஍ࢁԦޕ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・��
ୈ� �� ਤ� ��・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ҩ੻ൃ۷ௐࠪҐஔਤࢁԦޕ
ୈ� �� ਤ� ࿨ޫࢢҨ੻෼෍ਤ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・���
ୈ� �� ਤ� Ҩ੻पล໻ੜ࣌୅Ҩ੻෼෍ਤࢁԦޕ ・・・・・・・・・・・・・・���
ୈ� �� ਤ� ද໘࠾औ࣮࠶ଌҨ෺ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・���
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第Ⅰ章　総括報告書作成の目的と経緯

第１節　総括報告書作成の目的

　ᇸ⋢県࿴ගᕷ新倉３丁目 2831 ␒１እにᡤᅾする午王山遺跡は、ᪧ石器時代、⦖ᩥ時代、

弥生時代、古墳時代、ዉⰋ・平安時代、中ୡのྛ時代の遺構・遺≀がᏑᅾする」合遺跡であ

る。午王山遺跡は 1960 年代の谷஭ ᙭によるㄽ⪃（資料⤂௓）によࡾㄆ㆑・ὀ目ࡉれること

となった。1979（᫛࿴ 54）年から 2011（平成 23）年まで、㐣ཤ 15 ᅇにわたるⓎ᥀ㄪᰝに

よࡾ遺跡のෆᐜがᢕᥱࡉれ、≉に弥生時代の遺構、遺≀がከᩘ出土しておࡾ、午王山඲యが

一つの環濠集落としてᒎ㛤ࡉれていたことが明らかになっている（第㸷図）。

　午王山遺跡の≉ᚩは、୺に௨下㸴点をᣲࡆることができる。

　ձ Ⲩ川（ᪧධ間川）ప地に⮫ࡴ⊂❧ୣに❧地する、୺に弥生時代後期の集落遺跡であࡾ、 

中ኸ平ᆠ部のᒃ住域と東縁辺部の墓域からなる集落の඲ᐜがᢕᥱできる。

　ղ 弥生時代中期後半から後期後半までの集落で、後期中ⴥ前後に఩⨨࡙ࡅられる環濠を

ᣢつことから、集落のኚ㑄と環濠との㛵ಀがつかめる。

　ճ 集落をᅖࡴように３᮲の溝がタࡅられておࡾ、㛵東地方では類౛のᑡないከ㔜環濠を

ᣢつ集落であるྍ⬟ᛶが㧗い。

　մ 弥生時代後期の土器には、南㛵東系の久ヶ原式、中部㧗地系の岩鼻式、東海東部系の

菊川式の３系⤫がࡳられ、遠㝸地との஺流ࡸ 来が☜ㄆできる。

　յ ❿✰住ᒃ跡（௨下、住ᒃ跡とする）の平㠃形ែ、ᰕ✰、⅔の≉ᚩ、㖡㚫形土〇ရࡸ㖡

㔲の出土など、遺構ࡸ土器௨እの遺≀からも遠㝸地との஺流がつかめる。

　ն ௨上のことから、弥生時代後期の㛵東地方を代表する集落遺跡のࡦとつであるととも

に、Ⲩ川流域を中ᚰとして㛵東地方の弥生社会をゎ明する㘽となࡾᚓる遺跡である。ま

た、弥生時代後期におࡅるᗈ域にわたる஺流と、地域間㛵ಀの෌編㐣⛬がᢕᥱできる。

　このような遺跡の㔜せᛶを㚷ࡳ、ᙜᕷでは 2013（平成 25）年４᭶に、遺跡の第 15 次ㄪᰝ

地区（新倉３丁目 2831� １）306 ੍を公᭷地化し、࿴ගᕷᣦᐃᩥ化㈈（ྐ跡）にᣦᐃするこ

とで遺跡のಖᏑを進めた。また、2018（平成 30）年２᭶には午王山遺跡から出土した弥生

時代の遺≀ 121 点が、ࠕ午王山遺跡出土ရ とࠖしてᇸ⋢県ᣦᐃᩥ化㈈（⪃古資料）にᣦᐃࡉれ、

遺跡・遺≀ともにᕷẸにも㔜せᛶが周▱ࡉれてきた。加࠼て出土遺≀がᇸ⋢県ᣦᐃをཷࡅた

ことで、午王山遺跡はᇸ⋢県ෆእの弥生時代◊✲者から改めてὀ目ࡉれることとなった。

　午王山遺跡は、᪤に 15 ᅇのⓎ᥀ㄪᰝが行われておࡾ（第１表）、ㄪᰝ地点ごとにሗ࿌᭩が

完成し、ㄪᰝ成果が公㛤ࡉれ遺跡の≉ᚩが明らかとなっているが、ྛሗ࿌᭩はྛㄪᰝ地点を

ሗ࿌するものであࡾ遺跡඲యの౯್ࡸ意⩏を⥲ᣓするものではなかった。一方で、遺跡ෆの

一部に㛤Ⓨがධるなど、このままではᑗ来に午王山遺跡をṧすことが㞴しいことから、᪩ᛴ

なಖᏑయไがᮃまれている。これらを⥲合ⓗにุ᩿した⤖果、これまでのㄪᰝ成果を⥲ᣓし、

弥生時代集落として武蔵野台地・大宮台地におࡅる≉ᚩࡸ㔜せᛶをゎ明することによࡾ午王

山遺跡のᏛ⾡ⓗな౯್を明らかにし、今後のಖᏑとά用のᇶ本᝟ሗとするため、⥲ᣓሗ࿌᭩

をస成した。
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第１表　午王山遺跡ㄪᰝ一ぴ表
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第２節　総括報告書作成の方針

　本⥲ᣓሗ࿌᭩のస成に㝿しては、௨下のような方㔪を❧ててసᴗにᙜたった。

　ձ　1979（᫛࿴ 54）年ᗘから 2011（平成 23）年ᗘまで 15 次にわたるⓎ᥀ㄪᰝの成果を

⤫一ⓗにᩚ⌮᳨ウして、午王山遺跡の඲యീをලయⓗかつⓗ☜にᢕᥱできるようにす

る。

  ղ　それにᇶ࡙いて、午王山遺跡の≉ᚩおよࡧ㔜せᛶを明☜にする。

  ճ　今後のಖᏑとά用を⪃࠼る㝿のᇶ本᝟ሗとする。

 

第３節　総括報告書作成の経緯と組織

 総括報告書作成の経緯 午王山遺跡でᐇ᪋したⓎ᥀ㄪᰝの記㘓については、1979（᫛࿴ 54）

年の第１次ㄪᰝから直近の第 15 次ㄪᰝまで、ㄪᰝሗ࿌᭩によࡾሗ࿌している。第１次ㄪᰝ

によって中ୡのᯈ☃⩌ࡸ弥生時代の３ᇶの方形周溝墓が᳨出ࡉれ、⥆ࡃ第２次ㄪᰝで弥生時

代の環濠集落のᏑᅾが☜ㄆࡉれるなど、Ⓨ᥀ㄪᰝの㛤ጞᙜึからሗ࿌᭩の中で遺跡の㔜せᛶ

が示ࡉれてきた。࿴ගᕷᩥ化㈈ಖㆤጤဨ会ጤဨからも、᪩ࡃから遺跡の㔜せᛶがၐ࠼られ、

ಖᏑ・ά用のᚲせᛶ࡬のᣦ᦬をཷࡅてきた。

　ᕷでは、2007（平成 19）年㸵᭶に第１次ㄪᰝ出土ᯈ☃⩌を࿴ගᕷᣦᐃᩥ化㈈（⪃古資料）

にᣦᐃし、2013（平成 25）年４᭶には、第 15 次ㄪᰝ区（新倉３丁目 2831� １）306 ੍を࿴

ගᕷᣦᐃᩥ化㈈（ྐ跡）にᣦᐃするなど、遺跡のಖᏑを進めた。また、2018（平成 30）年

２᭶には午王山遺跡から出土した弥生時代の遺≀ 121 点が、ࠕ午王山遺跡出土ရࠖとしてᇸ

⋢県ᣦᐃᩥ化㈈（⪃古資料）にᣦᐃࡉれている。

　このように、2018（平成 30）年にධࡾ出土遺≀が県ᣦᐃᩥ化㈈にᣦᐃࡉれるなど、改め

て午王山遺跡の㔜せᛶがὀ目ࡉれてきた。午王山遺跡の今後のಖㆤの方向ᛶについて࿴ගᕷ

㛗をはࡌめᕷ㛗部ᒁを஺࠼て᳨ウし、᳨ウの⤖果、ᕷの᪋⟇としてᅜྐ跡のᣦᐃを目ᣦし、

ᩥ部⛉Ꮫ大⮧ᐄての意ぢල⏦᭩のᥦ出に向ࡅたㄪᰝを進めることとなった。これらのᕷの方

向ᛶに㛵し、2018（平成 30）年㸶᭶に㛤ദした࿴ගᕷᩥ化㈈ಖㆤጤဨ会の中で඲会一⮴で

ᢎㄆࡉれた。

　一⯡ⓗには、ྐ跡᳨ウጤဨ会をタ⨨し、遺跡の㔜せᛶࡸ౯್࡙ࡅの᳨ウを行い、෌ホ౯す

るところであるが、㛤Ⓨが進ࡳ宅地がᩓぢࡉれጞめている午王山遺跡の⌧≧ࡸ、㐣ཤ 15 ᅇ

にわたるⓎ᥀ㄪᰝの記㘓をሗ࿌᭩の中で示しておࡾ、遺跡の代表ⓗな≉ᚩの一つであるከ㔜

環濠のྍ⬟ᛶを示す２᮲の環濠の୪行㛵ಀが⌮ゎできていること、ᒃ住域と墓域からなる集

落の඲ᐜがᢕᥱできていること➼、遺跡のヲ⣽が明らかになっていることなどから、2019（平

成 31）年１᭶にᏛ㆑⤒㦂者によࡾ構成した午王山遺跡⥲ᣓሗ࿌᭩⟇ᐃጤဨ会をタ⨨し、⥲

ᣓሗ࿌᭩のస成を進めることとなった。

　⥲ᣓሗ࿌᭩のห行にకい、2019（平成 31）年４᭶に඲య 㔞をᐇ᪋し、ୡ⏺ 地系での

遺跡ෆの఩⨨ᗙᶆの☜ㄆを行った（第２図）。ేせて最新の⯟✵෗┿᧜ᙳによࡾ、遺跡・地

形の最新᝟ሗを記㘓した。

　総括報告書作成の組織 2018（平成 30）年ᗘから⥲ᣓሗ࿌᭩のస成に╔ᡭし、2019（௧࿴ඖ）

年㸴᭶に⥲ᣓሗ࿌᭩のห行に⮳った。本஦ᴗは、2018 年ᗘは࿴ගᕷ༢㈝によ2019、ࡾ 年ᗘ
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はᩥ化ᗇᅜᗜ⿵ຓ஦ᴗとしてᐇ᪋した。

  ྛ年ᗘにおࡅる஦ᴗのᐇ᪋యไは、௨下のとおࡾである。

午王山遺跡⥲ᣓሗ࿌᭩⟇ᐃጤဨ会　 2018（平成 30）年ᗘ～ 2019（平成 31（௧࿴ඖ））年ᗘ

  石川日出志　　明἞大Ꮫ教ᤵ 

  小倉　淳一　　ἲᨻ大Ꮫ教ᤵ

  柿沼　ᖿኵ　　前ᇸ⋢県ᩥ化㈈ಖㆤᑂ㆟会ጤဨ　ࡉいたまᕷ遺跡ㄪᰝ会会㛗

午王山遺跡⥲ᣓሗ࿌᭩ᇳ筆ጤဨ（午王山遺跡⥲ᣓሗ࿌᭩⟇ᐃጤဨ会࣮࢜ࣂ࣮ࢨࣈ）

　遠藤　英子　　ඖ明἞大Ꮫ黒᭙石◊✲࣮ࢱࣥࢭ◊✲ဨ

　鈴木　敏弘　　࿴ගᕷᩥ化㈈ಖㆤጤဨ会ጤဨ

2018（平成 30）年ᗘᐇ᪋ෆᐜ 出土資料のᇶ♏ᩚ⌮・⥲ᣓሗ࿌᭩原稿ཬࡧ図∧స成・編集

  教⫱ጤဨ会஦ົᒁ

    教⫱㛗　戸部　᝴一　教⫱部㛗　東ෆ　ி一　

    生ᾭᏛ⩦ㄢㄢ㛗　ᶓ山　英子　ㄢ㛗⿵佐වᩥ化㈈ಖㆤᢸᙜ⤫ᣓ୺ᰝ　鈴木　一郎

    ᩥ化㈈ಖㆤᢸᙜ　୺ᰝ　ᓊ　຾己　୺௵　石田　清　୺஦　⢆野　཭ஓ　安஭　⩫

    ᩥ化㈈ㄪᰝᣦᑟဨ　前田　秀則

    ᩚ⌮సᴗཧ加者

      㠀ᖖ໅⫋ဨ　Ụཱྀࡸよい　大ෆ　一雄　ᆏཱྀ⏤加㔛

2019（平成 31（௧࿴ඖ））年ᗘᐇ᪋ෆᐜ ⥲ᣓሗ࿌᭩原稿ཬࡧ図∧స成・編集・ห行

  教⫱ጤဨ会஦ົᒁ

    教⫱㛗　戸部　᝴一　教⫱部㛗　⤖城ᾈ一郎　

    生ᾭᏛ⩦ㄢㄢ㛗　ⱱ࿅あかࡡ　ㄢ㛗⿵佐වᩥ化㈈ಖㆤᢸᙜ⤫ᣓ୺ᰝ　鈴木　一郎

    ᩥ化㈈ಖㆤᢸᙜ　୺ᰝ　ᓊ　຾己　୺௵　⢆野　཭ஓ　୺஦　安஭　⩫

　　ᩥ化㈈ㄪᰝᣦᑟဨ　前田　秀則

    ᩚ⌮సᴗཧ加者

      㠀ᖖ໅⫋ဨ　Ụཱྀࡸよい　大ෆ　一雄　ᆏཱྀ⏤加㔛
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第Ⅱ章　遺跡の地理的環境と歴史的環境

第１節　立地と地理的環境

  （１）和光市の地理的状況

　午王山遺跡は、ᇸ⋢県࿴ගᕷにᡤᅾする。࿴ගᕷのつᶍは、東西⣙ 2�5 ੊・南北⣙ 4�9 ੊、

㠃✚ 11�04 ੎をはかる。北はⲨ川（ᪧධ間川）をᣳࡳ戸田ᕷ、東は白子川をᣳࡳ東ி㒔ᯈᶫ

区、南は東ி㒔⦎㤿区、西は越戸川をᣳࡳᮅ㟘ᕷと隣᥋している。ᕷෆの中ኸを南北に⦪᩿

するように東ிእかࡃ環≧道㊰、東ഃの南北を୺せ地方道⦎㤿川ཱྀ⥺（県道 68 号⥺）が㈏き、

ᕷෆ中ኸには東西に東武東上⥺・地下㕲᭷ᴦ町⥺・๪㒔ᚰ⥺が㉮る࡯か、それに୪行してྠ

東西方向に川越⾤道（ᅜ道ࡃࡌ 254 号⥺）が通る。このような㒔ᚰ࡬の஺通の฼౽ᛶは࿴ග

ᕷの大きな㨩ຊの一つであࡾ、また㒔ᚰから 15 ～ 20 ੊ᅪෆに఩⨨することから、近年ᕷ⾤

地化がᛴ㏿に進ࡴ地域である。

　࿴ගᕷの地形は、武蔵野台地とⲨ川ప地からなࡾ、台地が⣙ 70㸣、Ἀ✚ప地が⣙ 30㸣の

๭合でᕷ域を༨める。࿴ගᕷの大半が఩⨨する武蔵野台地は㛵東平野の南西部にᗈがるὥ✚

台地で、北西をⲨ川のᨭ流であるධ間川、北東をⲨ川、南をከᦶ川のྛἙ川およࡧそれらの

ỏ℃原であるἈ✚ప地によって⏬ࡉれた、東西幅⣙ 50 ੊のつᶍを᭷するᅜෆ最大⣭のὥ✚

台地の一つである。武蔵野台地のᶆ㧗は㟷ᱵ௜近の⣙ 180P をᡪ㡬として東に向かってᚎ々

Ҩ੻ࢁԦޕ
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にపࡃなࡾ、࿴ගᕷ域では台地上で 24 ～ 40 㹫⛬となっている。武蔵野台地ෆには形成時期

ᶆ㧗、構成ᒙを␗にしたẁୣ㠃がᏑᅾすることが分かっている（㈅塚ࡸ 1979）。古い㡰にከ

ᦶ㠃（⊃山ୣ㝠）、下末吉㠃、武蔵野㠃（武蔵野ẁୣ）、❧川㠃（❧川ẁୣ）と大きࡃ 4つに

分類ࡉれ、このうࡕ本ᕷ域は武蔵野㠃に఩⨨している。

　࿴ගᕷෆにおࡅる武蔵野台地の地ᒙは、最上ᒙは黒Ⰽ⭉㣗土にそわれた土ተで、この下に

㛵東࣮࣒ࣟᒙである❧川࣮࣒ࣟᒙ・武蔵野࣮࣒ࣟᒙ、次にจ⅊㉁の⢓土ᒙが分ᕸする。その

下には◁♟をྵࡴ武蔵野♟ᒙ、ࡉらに下には㈅化石・ᕢᏍ化石をྵࡴ海成ᒙである東ிᒙが

ᶓたわる。この東ிᒙはࡉらに、⣽◁ᒙの上部東ிᒙと、◁♟ᒙの東ி♟ᒙに分ࡅることが

できる。

　࿴ගᕷの地形Ⓨ㐩をࡳるにあたࡾ、武蔵野台地の成ࡕ❧ࡾを追っていࡃと、⣙ 10 ୓年前

に古東ி‴の海㏥がጞまࡾ、その㝿に‴ෆにỿࡾྲྀࡳṧࡉれた㈅類が化石としてሁ✚し東ி

ᒙとなる。つ࡙ࡃ⣙㸶୓年前には、古ከᦶ川をỏ℃原とし武蔵野♟ᒙを形成し、その上に࣮ࣟ

࣒ᒙが✚もっていࡃ。そして⣙㸴୓年前には、Ⲩ川・฼᰿川がྠ時にⲨ川➽を流下する。⣙

２୓年前、࣒࢘ࣝ氷期の中でも最もᐮ෭な時期を㏄࠼ると、台地とప地の㧗పᕪは最大とな

る（中村 2018）。この間に、武蔵野台地に小ᨭ谷の้ࡳがᩘከࡃධࡾ㎸ࡳ、午王山遺跡が஌

る小ୣが形成ࡉれたと⪃࠼られる。

　ᕷෆを流れる୺せなἙ川はⲨ川（ᪧධ間川）と白子川、越戸川の３Ἑ川で、࡯かはᕷෆ中

ኸ部を流れる谷中川と谷戸川である。白子川は、⦎㤿区東大Ἠ（大Ἠ஭㢌公ᅬ）をⓎし࿴ග

ᕷ・⦎㤿区のቃ、ᯈᶫ区とのቃを流れ新Ἑᓊ川にそそࡄ。越戸川は、୐ツ㔩（東ி࣓ࣟࢺ࿴

ග㌴୧ᇶ地ෆ・㝣上⮬⾨㝲ᮅ㟘㥔ᒡ地ෆなど）をⓎし࿴ගᕷ・ᮅ㟘ᕷのቃを流れ、ᙉ清Ỉな

どの‪Ỉを集めながら谷中川と合流し新Ἑᓊ川にそそࡄ。また谷中川は、ᪧ大Ἠ村㛗久ಖ௜

近（大Ἠ中ኸ公ᅬ）を※として࿴ගᕷの中ኸ部を流れ、㏵中から谷戸川が合流し越戸川にそ

そࡄ。ᕷ域はⲨ川ཬࡧこれらの中小Ἑ川によࡾ、台地にはከࡃのᾐ㣗谷が形成ࡉれ、」㞧な

地形を࿊している。そのためᕷෆྛᡤには‪Ỉがከࡃぢられ、⌧ᅾ⣙ 20 かᡤをᩘ࠼る。    　　

　（２）午王山遺跡の地理と地形の概要

　午王山遺跡は、武蔵野台地の北東➃に఩⨨しⲨ川ྑᓊの⊂❧ୣ上に❧地する。遺跡のつᶍ

は、東西⣙ 250P、南北では東ഃが⣙ 170P・西ഃが⣙ 50P、㠃✚は⣙ 19�781 ੍を る。ᶆ㧗

は⣙ 24P で、ప地とのẚ㧗ᕪは⣙ 18P である。また遺跡が஌る午王山඲యをぢると、ࡩもと

で東西⣙ 350P、南北では東ഃが⣙ 200P・西ഃが⣙ 150P、㠃✚は⣙ 61�250 ੍である。

　午王山遺跡の平ᆠ部ཬᩳࡧ㠃部の⌧ἣをࡳると、北ഃᩳ㠃は㞧木ᯘで、ᛴᩳ㠃のためࠕ土

◁⅏ᐖ≉ู㆙ᡄ区域ࠖにᣦᐃࡉれ、東ഃは寺㝔とそれに௜ᒓする墓地となࡾ、上部平ᆠ部は

⏿地として営まれている࡯か、一部は宅地となっている。

  午王山遺跡の周ᅖはⲨ川によって形成ࡉれたἈ✚ప地である。㛤析ࡉれた遺跡南ഃは、宅

地化ࡉれ住宅がᐦ集する。遺跡北ഃのⲨ川ప地一ᖏはかつてࠕ新倉田ࠖࡰࢇと⛠ࡉれከࡃが

Ỉ田として฼用ࡉれていた。その中で午王山の北ഃにはᗈい‵地ᖏがᗈがࡾ、午王山近ࡃを

一大‪Ỉ地点として㇏富な‪Ỉによࡾ中ኸにはࠕ⁀池ࠖと࿧ばれた㎰ᴗ用Ỉ池がᏑᅾした。

᫛࿴ึ期には㎰ᴗ用Ỉのᙺ๭をⓎ᥹していたが、その後㎰ᴗேཱྀがῶࡾ、Ỉ田とᑟỈ㊰も

ῶᑡした。ࡸがて᫛࿴ 16 年に㎰Ẹからࠕ㣴㨶ሙとして฼用したいࠖというኌが上がࡾ、⩣
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年には㩾の⛶㨶をᨺࡕ用Ỉ池は㣴㨶ሙにጼをኚ࠼た。しかしᩘ年後には㞾㨶の出⌧によࡾ池

はⲨれ、⟶⌮者のேᡭ୙㊊も㔜なࡾ㣴㨶ሙとしてのᙺ目を⤊࠼ることとなった。ࡸがて᫛࿴

25 年㡭には‪Ỉはᾲれ、ついには用Ỉ池としての機⬟を完඲にኻう。のࡕにこの地はᇙめ

❧てられ、⌧ᅾは᫛࿴ 47 年に㛤ᰯした県❧࿴ග㧗ᰯがᡤᅾする。

  ⌧ᅾ、午王山北ഃの一部では、ሁ✚した土ᒙをほᐹすることができる。武蔵野♟ᒙࡸ⢓土

ᒙの࡯か上部東ிᒙの最上ᒙの一部があらわれ、海成ᒙの中には生⑞化石をほることができ

る。
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第２節　周辺の遺跡と歴史的環境

　遺跡の概要　午王山遺跡は、ᇸ⋢県࿴ගᕷ新倉３丁目 2831 ␒１እにかࡅてᡤᅾする。本

遺跡のⓎ᥀ㄪᰝは 1979( ᫛࿴ 54) 年にᐇ᪋ࡉれた第１次ㄪᰝにጞまࡾ、⌧ᅾまでにᕷ道ᩚഛ

宅地造成、㎰地改Ⰻᕤ஦にకうㄪᰝとྐ跡ᩚഛにకう☜ㄆㄪᰝがィࡸ 15 ᅇ行われている (第

４図 )。これまでのㄪᰝの⤖果からᪧ石器時代から近ୡまでの」合遺跡であることがุ明し

ている。なかでも୺యとなるのは弥生時代で、これまでに☜ㄆࡉれた住ᒃ跡は、弥生時代中

期後半から後期後半までの 152 ㌺にのࡾࡰ、出土遺≀から弥生時代後期中ⴥから後期後半に

ẚᐃࡉれる住ᒃ跡がከᩘを༨めている。住ᒃ跡௨እの遺構としては、方形周溝墓が遺跡南東

ഃ第１次ㄪᰝ区の⦆ᩳ㠃から３ᇶ、隣᥋する第 10 次ㄪᰝ区から２ᇶ᳨出ࡉれている。また、

環濠が３᮲᳨出ࡉれた。ෆ環濠のＡ溝 (ᪧ第１号溝 y第２号溝 )は第２次・３次・４次・㸳

次・㸵次・10 次・11 次ㄪᰝから、እ環濠の㹀溝 ( ᪧ第㸴号溝 ) は第３次・４次・㸳次・10

次ㄪᰝから、᮲濠とࡳられる㹁溝 ( ᪧ第㸳号溝 ) は第２次・13 次ㄪᰝからそれࡒれ᳨出ࡉ

れておࡾ、本遺跡は環濠集落として周▱の遺跡である(第㸷図)。この࡯か、時期は␗なるが、

第１次ㄪᰝ区からは中ୡのᯈ☃が 45 ᇶ᳨出ࡉれておࡾ、࿴ගᕷᣦᐃᩥ化㈈となっている。

 （１）午王山遺跡周囲の弥生時代の市内遺跡

　⌧ᅾ࿴ගᕷෆでは 43 かᡤの遺跡が☜ㄆࡉれている ( 第㸳図・第２表 )。このうࡕ、午王

山遺跡周ᅖの弥生時代のᕷෆ遺跡では、本遺跡の北西ഃ、南東方向にఙࡧる幅の⊃い台地上

には上அ郷遺跡 ( θ１)、花ノ木遺跡 ( θ２)、半୕池遺跡 ( θ 34)、ᓟ遺跡 ( θ 35)、ᓟ前

遺跡 (θ３)が఩⨨している。

　⯉≧の台地ඛ➃に఩⨨する上அ郷遺跡は２ᅇのㄪᰝがᐇ᪋ࡉれておࡾ、弥生時代の遺構は

弥生時代後期の住ᒃ跡が３㌺᳨出ࡉれている。

　花ノ木遺跡では࿴ගᕷ୺యのㄪᰝ 15 ᅇと東ிእかࡃ環≧道㊰ᘓタにకいᐇ᪋ࡉれたᇸ⋢
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県ᇙ蔵ᩥ化㈈ㄪᰝ஦ᴗᅋによるㄪᰝを合わせて 16 ᅇのㄪᰝがᐇ᪋ࡉれておࡾ、ᪧ石器時代

から近ୡにかࡅての遺構と遺≀が᳨出ࡉれている。なかでも弥生時代 㺃古墳時代 㺃平安時代

が୺యで、弥生時代の遺構は住ᒃ跡が 17 ㌺、方形周溝墓が㸶ᇶ、環濠が３᮲᳨出ࡉれている。

環濠は஦ᴗᅋㄪᰝ区から２᮲、࿴ගᕷ୺యのⓎ᥀ㄪᰝ区からは஦ᴗᅋㄪᰝ区から᳨出ࡉれた

二㔜環濠とはู方向にᒎ㛤する環濠が１᮲᳨出ࡉれておࡾ、二つの集落のᏑᅾが☜ㄆࡉれて

いる。

　半୕池遺跡は１ᅇのㄪᰝがᐇ᪋ࡉれている。弥生時代のࠕ㹔Ꮠ≧ࠖの溝が１᮲᳨出ࡉれ、

花ノ木遺跡の環濠との㛵㐃ᛶがᣦ᦬ࡉれている。

　ᓟ遺跡は３ᅇのㄪᰝがᐇ᪋ࡉれている。୺యとなるのは弥生時代㺃古墳時代㺃平安時代で、

弥生時代の遺構は弥生時代後期から古墳時代前期の住ᒃ跡が２㌺᳨出ࡉれている。

　ᓟ前遺跡は㸵ᅇのㄪᰝがᐇ᪋ࡉれている。୺యとなるのは弥生時代 㺃古墳時代 㺃平安時代

で、弥生時代の遺構は弥生時代後期の住ᒃ跡が㸷㌺、弥生時代後期末から古墳時代前期の方

形周溝墓が３ᇶ᳨出ࡉれている。

　午王山遺跡の南西ഃの谷をᣳࢇだ台地上には⁽台遺跡 ( θ 43)、四ツ木遺跡 ( θ４) が఩

⨨している。

　⁽台遺跡は２ᅇのㄪᰝがᐇ᪋ࡉれている。弥生時代の遺構は弥生時代後期の住ᒃ跡が１㌺

᳨出ࡉれている。

　四ツ木遺跡では㸳ᅇのㄪᰝがᐇ᪋ࡉれている。୺యとなるのは⦖ᩥ時代・弥生時代 㺃古墳

時代で、弥生時代の遺構は弥生時代後期から古墳時代前期の住ᒃ跡が 26 ㌺、方形周溝墓が

２ᇶ᳨出ࡉれている。

　午王山遺跡の南ഃの谷をᣳࢇだ台地上にはጁ඾寺遺跡 ( θ 14)、下㔛遺跡 ( θ 12)、ᨭ谷

をᣳࢇで吹上遺跡 ( θ 13)、吹上原遺跡 ( θ 15)、ᕷሙᓙ・ᕷሙ上遺跡 ( θ 17) が఩⨨して

いる。

　ጁ඾寺遺跡は㸴ᅇのㄪᰝがᐇ᪋ࡉれている。୺యとなるのは弥生時代 㺃古墳時代で、弥生

時代の遺構は弥生時代後期の住ᒃ跡が㸷㌺、後期末の住ᒃ跡が 19 ㌺、後期後半から古墳時

代前期の住ᒃ跡が１㌺᳨出ࡉれている。第２次ㄪᰝ区第 22 号住ᒃ跡からは環≧石᩼が出土

している。

　下㔛遺跡は１ᅇのㄪᰝがᐇ᪋ࡉれている。弥生時代の遺構は方形周溝墓が１ᇶ᳨出ࡉれて

いる。

　吹上遺跡は４ᅇのㄪᰝがᐇ᪋ࡉれている。୺యとなるのは弥生時代 㺃古墳時代 㺃平安時代

で、弥生時代の遺構は弥生時代後期の住ᒃ跡が 34 ㌺、環濠が１᮲、環濠と᥎ ࡉれる溝が

１᮲、方形周溝墓と᥎ ࡉれる溝が１᮲᳨出ࡉれている。第３次ㄪᰝ区第 26 号住ᒃ跡から

は㟷㖡〇環≧ရが出土し、ᣦ㍯と⪃࠼られている。

　吹上原遺跡は㸶ᅇのㄪᰝがᐇ᪋ࡉれている。୺యとなるのは⦖ᩥ時代 㺃弥生時代 㺃古墳時

代で、弥生時代の遺構は弥生時代後期の方形周溝墓が 28 ᇶ、溝が３᮲᳨出ࡉれておࡾ、吹

上遺跡の墓域として⪃࠼られている。また、古墳時代の෇墳が周溝のࡳであるが４ᇶ᳨出ࡉ

れている。

　ᕷሙᓙ・ᕷሙ上遺跡は 28 ᅇのㄪᰝがᐇ᪋ࡉれている。୺యとなるのは弥生時代 㺃 古墳時
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第２表　ᕷෆ遺跡一ぴ表



第５図　和光市遺跡分布図

-  13  -
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代㺃平安時代で、弥生時代の遺構は弥生時代後期から後期末の住ᒃ跡57㌺が᳨出ࡉれている。

 （２）午王山遺跡周辺の弥生時代遺跡

　午王山遺跡が❧地するⲨ川下流域では、中・小Ἑ川によるᨭ谷によって形成ࡉれた台地上

られる。第㸴図に遺跡の分ᕸをࡳࡃప地の⮬↛ሐ㜵上に弥生時代の集落遺跡の分ᕸがᩘከࡸ

示した。

　௨下には周辺の遺跡としてᇸ⋢県富士ぢᕷ、志木ᕷ、ᮅ㟘ᕷ、࿴ගᕷ、ࡉいたまᕷ、川ཱྀ

ᕷ、戸田ᕷ、東ி㒔ᯈᶫ区、北区、Ⲩ川区、ᩥி区、新ᐟ区、中野区の୺な遺跡のᴫせを時

期ごとにㄝ明する。遺跡については第３表に午王山遺跡周辺の弥生時代遺跡一ぴ表をᥦ示し

ているのでేせてཧ↷ࡉれたい (遺跡␒号は第㸴図の␒号と一⮴している )。

　弥生時代中期　遺跡はప地をᮃࡴ台地➃部ࡃ῝ࡸධった谷の縁辺部に❧地するが、ࡉいた

まᕷ本村遺跡 (θ 84) はⲨ川ప地ෆの⮬↛ሐ㜵上に❧地している。

　武蔵野台地では富士ぢᕷ南通遺跡(θ12)、ᮅ㟘ᕷࢱࢣࣁ㺃中通遺跡(θ21)、向山遺跡(θ

30)、新屋敷遺跡 ( θ 33)、࿴ගᕷ花ノ木遺跡 ( θ 36)、午王山遺跡 ( θ 42)、ᯈᶫ区成増と

の山遺跡 ( θ 51)、赤塚氷川神社北方遺跡 ( θ 53)、松᭶㝔ቃෆ 㺃 大㛛 㺃 赤塚下寺ᐙ␒໶ච

遺跡(θ54)、Ἀ山遺跡(θ55)、四ⴥ地区遺跡(θ56)、中台୕丁目東ୣ㝠㺃中台␊中遺跡(θ

61)、志村城山遺跡 ( θ 62)、小㇋ἑ㈅塚遺跡 ( θ 63)、北区赤⩚台遺跡 ( θ 67)、ட山遺跡

( θ 70)、㣕㫽山遺跡 ( θ 72)、ᚚẊ前遺跡 ( θ 74)、Ⲩ川区道℺山遺跡 ( θ 79)、ᩥி区༓

㥏木୕丁目南遺跡（θ 110）、本郷ඖ町遺跡（θ 111）新ᐟ区下落合二丁目遺跡 ( θ 80)、下

戸塚遺跡 (θ 81) ➼が分ᕸする。このうࡕ、Ἀ山遺跡、志村城山遺跡、ட山遺跡、㣕㫽山遺

跡、道℺山遺跡、༓㥏木୕丁目南遺跡、本郷ඖ町遺跡では環濠が᳨出ࡉれている。道℺山遺

跡北西ഃに隣᥋する北区田➃୙ືᆏ遺跡で᳨出ࡉれた溝跡が道℺山遺跡で᳨出した環濠の一

部であるྍ⬟ᛶがあࡾ、ྠ一集落であることがᣦ᦬ࡉれている。方形周溝墓はࢱࢣࣁ 㺃中通

遺跡、向山遺跡、赤塚氷川神社北方遺跡、志村城山遺跡、赤⩚台遺跡、ᚚẊ前遺跡、下落合

二丁目遺跡で☜ㄆࡉれている。また、下落合二丁目遺跡では土ᆙからࡰ࡯完形の大型土器᳌

が᳨出ࡉれている。

　大宮台地ではࡉいたまᕷኴ田❑㈅塚遺跡 ( θ 97)、෇正寺遺跡 ( θ 98)、明花向遺跡 ( θ

99)、大北遺跡 (θ 102) ➼が分ᕸする。明花向遺跡では方形周溝墓が☜ㄆࡉれている。

　弥生時代後期　遺跡ᩘが増加し、᳨出ࡉれた住ᒃ跡の㌺ᩘはከᩘにのࡰる。遺跡は中期ྠ

ᵝに台地➃部、谷の縁辺部に❧地するが、北区㇏島㤿ሙ遺跡（θ 、いたまᕷ本村遺跡ࡉ、（68

戸田ᕷ㘫෬谷 㺃新田ཱྀ遺跡 (θ 108) はⲨ川ప地ෆの⮬↛ሐ㜵上に❧地する。

　環濠が☜ㄆࡉれている遺跡は、武蔵野台地では富士ぢᕷほ㡢前遺跡 (θ㸵)、北通遺跡 (θ

11)、南通遺跡、ᮅ㟘ᕷ中道㺃岡台遺跡(θ19)、稲荷山㺃郷戸遺跡(θ34)、࿴ගᕷ花ノ木遺跡、

半୕池遺跡 ( θ 37)、午王山遺跡、吹上遺跡 ( θ 45)、ᯈᶫ区赤塚氷川神社北方遺跡、Ἀ山

遺跡、四ⴥ地区遺跡、中台୕丁目東ୣ㝠 㺃 中台␊中遺跡、᰿ノ上遺跡 ( θ 66)、北区赤⩚台

遺跡、ᚚẊ前遺跡、新ᐟ区下戸塚遺跡➼で☜ㄆࡉれている。大宮台地ではࡉいたまᕷ大谷ሙ

小池下遺跡 ( θ 95)、明花向遺跡、஭沼方遺跡 ( θ 101)、川ཱྀᕷ小谷ሙ㈅塚遺跡 ( θ 103)、

上台遺跡 ( θ 107) ➼で☜ㄆࡉれている。南通遺跡、ᚚẊ前遺跡では 300 ㌺を㉸࠼る住ᒃ跡

が᳨出ࡉれている。また、向山遺跡では住ᒃ跡と土ᆙから、午王山遺跡は環濠から㖡㚫形土
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〇ရと㖡㔲が出土している。㧗田㤿ሙ୕丁目遺跡 (θ 83) では住ᒃ跡から小㖡㚫が出土して

いる。

　方形周溝墓は武蔵野台地、大宮台地、Ⲩ川ప地ෆの⮬↛ሐ㜵上から᳨出ࡉれておࡾ、北通

遺跡、向山遺跡、田➃西台通遺跡 ( θ 77)、下戸塚遺跡、஭沼方遺跡では୺య部から㕲๢ 㺃

などの๪ⴿရが出土している。吹上原遺跡⋣ࢫࣛ࢞ (θ 46) は吹上遺跡との、田➃西台通遺

跡は田➃୙ືᆏ遺跡との㛵㐃ᛶがᣦ᦬ࡉれておࡾ、それࡒれ集落と墓域という㛵ಀであるྍ

⬟ᛶが⪃࠼られている。
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野ἑ　ᆒ ࠗࠖ≦⌧ᮅ㟘ᕷ近ഐの弥生時代◊✲のࠕ2001 ◊✲紀せ࠘第４号　ᮅ㟘ᕷ༤≀㤋

松本　完࡯か 1996ࠗ下戸塚遺跡のㄪᰝ࠘第２部 ᪩稲田大Ꮫᰯ地ᇙ蔵ᩥ化㈈ㄪᰝᐊ編 ᪩稲田大Ꮫ

山田ᑦ཭ Ⲩ川下流域の弥生時代中期宮ノ台期の集落ࠖࠗࠕ1998 あらかわ࠘๰ห号　あらかわ⪃古ㄯヰ会

山田ᑦ཭࡯か 2015ࠗ南㬨沼遺跡（第１分෉）࠘ いたまᕷ遺跡ㄪᰝ会ሗ࿌᭩第ࡉ 165 集 ࡉいたまᕷ遺跡ㄪᰝ

会
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第Ⅲ章　午王山遺跡の調査経過

第１節 本調査以前

　午王山を⪃古Ꮫⓗなᡭἲによって正式にⓎ᥀ㄪᰝをしたのは、1979（᫛࿴ 54）年に行わ

れた࿴ගᕷ午王山遺跡ㄪᰝ会による第１次ㄪᰝからである。しかし、Ⓨ᥀ㄪᰝ௨前から午王

山にはṔྐⓗな㛵ᚰがᐤせられていた。ここではⓎ᥀ㄪᰝ௨前、午王山に向ࡅられていたど

点と遺跡としてㄆ▱ࡉれる㐣⛬を⤂௓する。

　文献資料からみる午王山　ዉⰋ時代に☜❧したኳⓚを中ᚰとしたᚊ௧ᅜᐙయไでは、今の

ᇸ⋢県・東ி㒔周辺はࠕ武蔵ᅜࠖと࿧ばれておࡉ、ࡾらにいࡃつかのࠕ㒆ࠖࠕࡸ㔛ࠖに分๭

ࠗ。れていたࡉ ⥆日本紀࠘によれば、758（ኳ平ᐆᏐ２）年㸶᭶ࠕᖐ化新⨶ൔ 32 ே、ᑽ２ே、

⏨ 19 ே、ዪ 21 ே、⛣武蔵ᅜ㛩地、᪊᫝ጞ⨨新⨶㒆 （ࠖᏱ἞谷ヂ 1992）と記㍕ࡉれている。

これは、もともとは新⨶というᅜ出㌟だったൔ౶ࡸᑽ、⏨ᛶ、ዪᛶが武蔵ᅜに⛣ࡉれ、それ

をきっかࡅにࠕ新⨶㒆ࠖという㒆ができたということを意࿡しておࠕ、ࡾ新⨶㒆ࠖは、⌧ᅾ

の࿴ගᕷ・ᮅ㟘ᕷ・志木ᕷ・新ᗙᕷとその周辺であろうとゝわれている。その後、10 ୡ紀

中㡭に完成したとࡉれるࠗ࿴ྡ類⪹ᢒ࠘にྛ地のᅜࡸ㒆が記㍕ࡉれる中で、武蔵ᅜからࠕ新

⨶㒆 はࠖぢᙜたらなࡃなࡾ、代わࡾにࠕ新ᗙ㒆 がࠖጼをぢせる。このࠕ新ᗙ㒆 のࠖㄞࡳ方にࠕ∞

ẚ久Ⰻࠖとᙜてられておࡾ、ᙜ時ࠕにいࡃらࠖと࿧ばれていたことがわかる。午王山が఩⨨

している新倉の地ྡは、このࠕ新ᗙ㒆ࠖに⏤来すると⪃࠼られる。

　午王山にṔྐⓗなど点が向ࡅられた記㘓でおそらࡃ最古のものと⪃࠼られるのは、Ụ

戸時代にᖥᗓが編⧩した地ㄅࠗ新編武蔵㢼土記稿࠘である。ࠗ 新編武蔵㢼土記稿࠘ᕳஅ

百୕༑୕・新ᗙ㒆அ五の上新倉村の㡯にはࠕ古㋱　新⨶王ᒃ跡ࠖとぢ出しがタࡅられ、௨下

のように記㍕ࡉれている。

　古㋱

　新⨶王ᒃ跡　∵ᡣ山ノ上࢝ࢬ࣡ࢽノ平地ࢩ᫇、ࣜ࢔新⨶ノ王子ிࣚࣜ下向ノ㡭、࣯ࢥ

志ᴦ木ノ中ࢸࢽṈ辺ノ஦ࣁப࣊ࣝࢺᙜ㒆ノ郷ྡ志木ࣝࢫ㍕ࢽப、࿴ྡ㕒ࢺࢩࢭᒃ住ࢽ

ࣝࢭࢺẶࢻࢼ⇃山田、上原、大ࢽᙜ村、ࣜ࣊࢖ዲ஦ノ者࣓ࣝࢫࢽṈ村、ࢺࢩ࣋ࣝࢼ␎

㎰Ẹࣜ࢔、᫝ࣁᪧ࢟ᐙࢩࣚࣝࢼ、ᙼ➼࢞♽ඛࣁி㒔ࣚࣜ新⨶王ࢽᚑࣄ来ࣜࢺࣜࢼࢩப

ఏࣂࣞࢧ、ࣇṈ山ノྡࣔඖṈ王子ᒃ跡ࣚࣜ㉳ࣜࣝࢱ஦ࣂࣞࢼ、ᚚᡣ山ࣤ࢟࣋ࢡ࢝ࢻࢼ、

紀ᣢ⤫紀ඖ年四᭶⥆、ࣜࢼ᫝ࣔ村⪁ノㄝ、ࢺࣥࣛࢼࢩツノ㡭ࣚࣜ࢝∵ᡣノᏐに࢝࣊࢖

⏥午᭾Ⓧ༲、⟃⣸ኴᐓ、⊩ᢞ化新⨶ൔᑽ、ཬ百ጣ⏨ዪ二༑୕ே、ᒃன武蔵ᅜ、㈿田ཷ

⛺౑安生ᴗࢺபࣄ、ཪྠࢪ紀ࢽ、㡑ዉ末チ‶➼༑二ேࣤ、ࢥノᅜࣂࣞ࢔ࢺࢥࢩࣞ࢝ࣤࢽ、

ࣤࣝࢼヲ、ࣂࣞࢣࢼᣐࣔࢽእࢻࣞࢧ、ࣖࢽࢩノேࣤࣜࣛࣞࢥࣁࢡࢩࣔࣁபࢺノᒃ㋱ࢥ

間宮・白஭ゎㄝ）ࢬࣛࢩ 2000）。

　ここでは、午王山をࠕ∵ᡣ山ࠖと記し、かつてはࠕᚚᡣ山ࠖと᭩࡭ࡃきだったものがいつ

の㡭かࠕ∵ᡣࠖのᏐがᙜてられたとఏ࠼ている。₎Ꮠの表記は␗なるが、このࠕ∵ᡣ山ࠖは

という㡢で࿧ばれていたことはこの時点で明らかで࣐ࠖࣖ࢘࣎ࢦࠕ、ࡾ午王山ࠖのことであࠕ

あるが、いつからࠕ午王山ࠖのᏐをᙜてているのかᐃかではない。また、これまでのⓎ᥀ㄪ
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ᰝでは、ࠗ 新編武蔵㢼土記稿࠘に記㍕ࡉれている新⨶王ᒃ跡のఏᢎを⿬௜ࡅるような遺構ࡸ

遺≀はまだ☜ㄆࡉれていない。しかし、Ẹ಑Ꮫ者柳田ᅧ⏨が∵ᡣ山の新⨶王ᒃ跡のఏᢎにつ

いてὀ目ࡉれていた（柳田 1920）。午王山が≉ูの山であるとㄆ㆑ࡉれていたことは☜かで

ある。

　遺跡としての午王山　午王山が遺跡として఩⨨࡙ࡅられるよࡾ௨前、午王山遺跡周辺地域

に住ࡴே々によって、ና形土器（第㸵図１）と⌔ᩥ㙾が᥇ྲྀࡉれていた。ና形土器は、ᇸ⋢

県࿴ගᕷ新倉午王山遺跡（第１次）のሗ࿌᭩ෆで午王山周辺の地ᶒ者宅で᳨出したことがわ

かっているが、出土した明☜な年᭶ࡸ఩⨨はわかっていない。なお、本遺≀はᇸ⋢県❧ࠕṔ

ྐとẸ಑の༤≀㤋ࠖよࡾ㏉༷ࡉれた遺≀がධっているࢼࢸࣥࢥの中にಖ⟶ࡉれているが、な

れていたのかᐃかではない。また、地ᶒ者がᡤ᭷する⌔ᩥ㙾は、1979（᫛ࡉ⟶༤≀㤋でಖࡐ

࿴ 54）年࿴ගᕷ午王山遺跡ㄪᰝ会による午王山遺跡第１次ㄪᰝをᢸᙜした鈴木敏弘がㄪᰝ

地周辺の地ᶒ者らにᣵᣜ࡬ゼれた㝿、はࡌめてㄆ㆑した。この⌔ᩥ㙾は⌧ᡤ᭷者の♽∗が午

王山の⏿で土器∦とともに⌔ᩥ㙾を᥀ࡾ出し、∗の代では㕲⎼の⵹とᛮわれ⣡屋の∦㝮にし

まわれたと⪺きྲྀࡾㄪᰝでわかっている。なお、⌔ᩥ㙾は⺯ග ;⥺分析による ᐃとヲ⣽な

ほᐹを行い、古墳時代半ばのものと᥎ᐃࡉれている（鈴木・大屋 2013）。

  午王山の遺≀について⪃古Ꮫⓗにὀ目し、公にⓎ表したのは谷஭ ᙭である。谷஭は、ࠗ ᇸ

⋢⪃古࠘第４号・第㸴号で午王山で表㠃᥇ྲྀした遺≀を⤂௓している（第㸵図２、第㸶図）。

1966（᫛࿴ 41）年１᭶にห行ࡉれたࠗ ᇸ⋢⪃古 第࠘４号ࠕ大࿴町新倉∵王山出土の弥生式土器ࠖ

では、᷸ᥥ⡘≧ᩥና（第㸵図２）が⤂௓ࡉれている。この土器は、台㢼の㝿、午王山遺跡の

北ᩳ㠃がᔂれた時に出土したものとゝわれておࡾ、弥生時代の᷸ᥥ⡘≧ᩥのና形土器で半分

がḞᦆし、ᗏ部・ཱྀ 縁部もḞᦆしている。しかし、この遺≀を᥇ྲྀした明☜な年᭶ࡸ出土఩⨨、

క出した土器の記㍕がなࡃヲ⣽は明らかではない。また、1968（᫛࿴ 43）年２᭶にห行ࡉ

れたࠗᇸ⋢⪃古࠘第㸴号の中のࠕ大࿴町の遺跡と出土土器（弥生・古墳時代）ࠖ では、ና形

土器㸵点、⏎形土器３点、㛗⏎形土器１点、土器ᣅ本４点のィ 15 点（第㸶図）が⤂௓ࡉれ

ている。１～㸶、12 ～ 15 は弥生時代の遺≀、10 ～ 11 は古墳時代の遺≀とࡳられる。これ

らは㎰ᐙが行った⏿のኳ地㏉しの㝿に出土したものと記㘓ࡉれているが、表㠃᥇ྲྀした明☜

な年᭶ࡸ出土఩⨨は、ඛの᷸ᥥ⡘≧ᩥのናྠᵝわかっていない。また、遺≀のᡤᅾも୙明で

ある。

　௨上のように、午王山は遺跡としてⓎ᥀ㄪᰝを行う௨前から遺≀が☜ㄆࡉれるሙであった。

遺跡としての఩⨨࡙ࡅが明☜にࡉれるのはᩥ化㈈ಖㆤἲにᇶ࡙ࡃ周▱のᇙ蔵ᩥ化㈈ໟ蔵地と

して఩⨨࡙ࡅられてからである。ᇸ⋢県は、遺跡台ᖒのᩚഛにດめるため、県ෆにᡤᅾする

ᇙ蔵ᩥ化㈈ໟ蔵地の分ᕸㄪᰝを᫛࿴ 46・47 年ᗘに行っている。午王山は 1972（᫛࿴ 47）年

㸶᭶ 24 日にㄪᰝが行われ、その後、正式に遺跡としてᇸ⋢県ᇙ蔵ᩥ化㈈ໟ蔵地台ᖒにⓏ㘓

周▱のᇙ蔵ᩥ化㈈ໟ蔵地で㛤Ⓨ行Ⅽを行う㝿にはἲⓗᡭ⥆きがᚲせ、ࡾれた。このことよࡉ

となࡾ、その後のⓎ᥀ㄪᰝが行われる前ᥦがᩚうこととなった。
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࠙ᘬ用・ཧ⪃ᩥ⊩ࠚ

Ᏹ἞谷Ꮧヂ 1992ࠗ⥆日本紀（中）࠘　ㅮㄯ社

鈴木一郎・大屋道則 ఏ午王山遺跡出土の⌔ᩥ㙾についてࠖࠗࠕ201 ᕷෆ遺跡Ⓨ᥀ㄪᰝሗ࿌᭩ 16　ᇸ⋢県࿴ග

ᕷᇙ蔵ᩥ化㈈ㄪᰝሗ࿌᭩第 52 集　 　࠘࿴ගᕷ教⫱ጤဨ会　

谷஭　᙭ 大࿴町新倉∵王山出土の弥生式土器ࠖࠗࠕ1966 ᇸ⋢⪃古࠘第 4号　ᇸ⋢⪃古Ꮫ会

谷஭　᙭・㧗山清ྖ 1968 年ࠕ大࿴町の遺跡と出土土器（弥生時代・古墳時代）ࠖࠗᇸ⋢⪃古࠘第 6号　ᇸ⋢

⪃古Ꮫ会

中岡㈗⿱ ᇸ⋢県࿴ගᕷ新倉午王山の新⨶王ᒃ跡ఏᢎとⓎ᥀ㄪᰝࠖࠗࠕ2015 あらかわ）࠘　第 16 号　あらかわ

⪃古ㄯヰ会

間宮士ಙ・白஭ဴဢゎㄝ➼編 2000ࠗ新編武蔵ᅜ㢼土記稿新ᗙ㒆二ᕳ࠘ᩥ⊩出∧

柳田ᅧ⏨ れ王ࠖࠗࡉ流ࠕ1920 ྐᯘ࠘5ᕳ 3号　

࿴ගᕷ 1987ࠗ࿴ගᕷྐ࠘通ྐ編上ᕳ　࿴ගᕷ
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 （１）第１次調査（第 10 図）

　調査の経緯　1979（᫛࿴ 54）年３᭶に遺跡の東南ᨭୣが、Ẹ間ᴗ者の宅地ィ⏬で㛤Ⓨࡉ

れることになࡾ、࿴ගᕷ午王山遺跡ㄪᰝ会が、谷஭ ᙭ 㺃 鈴木敏弘のㄪᰝᢸᙜで 㺂 㸴᭶まで

の 79 日間でⓎ᥀をᐇ᪋した。ㄪᰝはᨭୣ上部の平ᆠ㠃からᩳ㠃にかࡅて弥生時代の方形周

溝墓３ᇶ、平安時代の土ᆙ 㺃住ᒃ跡、古代から中ୡ前後の時期 㺃ᛶ᱁୙明の地下道、ᩳ㠃下

部で中ୡのⅆⴿ墓とᯈ☃⩌、上㝈୙明から近ୡ௨㝆のࠕᐊࠖ㸴ᇶをⓎ᥀した（１）。

　௨上の୺せなྛ時代の遺構と遺≀を௨下でᴫ述する。

　方形周溝墓の発掘  ㄪᰝ区の最も北西ഃで᥎ᐃ環ቸに近い第１号墓と、ᨭୣの୺㍈を中ᚰ

としてᩳ㠃上の第２号墓から、ᩳ㠃㏵中の第３号墓の㓄⨨である。第１号墓は南 㺃北 㺃東溝

がṧるが⪔సのᨩ஘をཷࡅ溝ᗏの一部のṧᏑである。第２号墓は北 㺃 西溝だࡅ☜ㄆでき東 㺃

南溝はᩳ㠃のためᾘኻしておࡾ 㺂第３号墓はᩳ㠃上部の北溝と▷い東・西溝のࠖࢥࠕのᏐ≧

である。３ᇶの⠏造時期は、出土した土器から弥生時代後期と⪃࠼られる。 　

　地下道の発掘  Ⓨ᥀でண᝿できない஦ែに直㠃することがあࡾ、ㄪᰝ区の南半分の平ᆠ㠃

のᶆ㧗 23 ～ 19 㹫の⠊ᅖで、地下道が᳨出ࡉれた。地下道の出ධཱྀࡾは㸴かᡤをⓎ᥀したが、

つ則ⓗな㓄⨨ではなࡃ、第２号方形周溝墓西㝮周辺で⦪ᆙ≧のධཱྀが集中ⓗに᳨出ࡉれてい

る。地下道の᩿㠃は、୙ᩚ形な二➼辺୕ゅ形がᇶ本で、ᗏ辺幅が 80FP 前後、㧗ࡉが⣙１P

で 㺂成ே⏨ᛶが中⭜での⛣ືがྍ⬟であろう。地下道ෆ部では、↝土とⅣ化ᮦがṧっていた

が 㺂時期Ỵᐃできる遺≀はⓙ↓であった。遺構の≉ᚩからは、᐀教ⓗなಟ行のᛶ᱁をᣢつと

。ている࠼⪄

  火葬墓と板碑の発掘  ⅆⴿ墓は、ᯈ☃⩌の西➃に᥋する平ᆠ部に４ᇶと、西北㸴㹫のᩳ㠃

上ẁに１ᇶがࡸࡸ㞳れて᳨出ࡉれた。ྛつᶍは㛗ᚄは１～ 1�5 㹫前後、▷ᚄが 0�5 ～ 0�7 㹫

で１～３号墓はᴃ෇形、第４号墓は㛗方形で、いࡎれも↝土とⅣ化≀がྵまれている。第３

㺃 ４号墓にはⅣ化ᮦがṧࡾⅆⴿの⑞跡が㢧ⴭであるが、ே㦵のṧᏑが明☜ではなࡃ、改ⴿし

たྍ⬟ᛶもある。

　ᯈ☃⩌は、ᶆ㧗 17 㹫のᩳ㠃を⫼に 13 㹫の⠊ᅖで東 㺃西⩌に集中し、ᯈ☃のྛ年号でᶞ❧

の᥎⛣を᚟ඖできる。東⩌は西から東࡬のഴ向と新しࡃ西⩌࡬⥆き、最古のᛂỌ㸶年 (1375)

から明ᛂ㸳年 (1496) までの 120 年間で、⛣ືしたものもྵめ 45 点で、඲యの᥎⛣を▱るこ

とができる㈗㔜な資料である。⌧ᅾ、࿴ගᕷᣦᐃᩥ化㈈に㑅ばれている。

　第１次調査のまとめ  弥生時代の成果は、Ⓨ᥀した方形周溝墓３ᇶが台地中ኸをᅖࡴ環濠

集落の東溝እഃで、墓域形成を☜ㄆしたことである。古代から中ୡと᥎ᐃした地下道のᐇែ

がᢕᥱできたことで、ᯈ☃⩌とⅆⴿ墓にඛ行する᐀教ⓗಟᴗの遺構と᝿ᐃした。ᯈ☃⩌のᛂ

Ọから明ᛂ年間とⅆⴿ墓のేᏑは、隣᥋する㔠Ἠ寺の๰ᘓ時௨㝆と㔜なࡾ、寺ྐのྐ料と⪃

古資料の分析で、中ୡ地方ྐの᚟ඖに㈉⊩できよう。

 （２）第２次調査（第 11 図）

　調査の経緯 1981（᫛࿴ 56）年㸵᭶にᕷ道ィ⏬の஦前ㄪᰝᢸᙜの౫㢗が筆者にあࡾ、その

ㄝ明をཷࡅ、࿴ගᕷྐの㛵ಀでᴮᇽ遺跡のⓎ᥀にཧ加したᇸ⋢大Ꮫ 㺃ᅧᏥ㝔大Ꮵ生と、新た

に明἞大Ꮫ生に地ඖᕷẸのㄪᰝయไで㸶～ 11 ᭶に第２次ㄪᰝをᐇ᪋した。Ⓨ᥀ᑐ㇟は、ᕷ

第２節　第１次・第２次調査
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道ィ⏬の幅㸴㹫、㛗ࡉ 200 㹫と一部ᣑᙇ部をྵめ඲యが⣙ 1500 ੍である（２）。

　環濠の調査  Ⓨ᥀は東ഃから表土の᥀๐をはࡌめ、ࡰ࡯東西方向の第１号溝 (東環濠 )（３）

を最ึに☜ㄆし 㺂 西ഃ第２号溝 ( ෆ環濠 ) まで 145 㹫、その西ഃ㸵P の第㸴号溝は上部に第

30 号住ᒃ跡が構⠏ࡉれ、ࡉらに西ഃ 60 㹫で第㸳号溝 (西環濠 )が᥀๐ࡉれている。

　東➃の第１号溝から西➃の第㸳号溝までෆഃで 220 㹫で、西ഃの第２・㸴号溝は集落を４�

１に分ࡅる機⬟があࡾ、ྛ溝の上㝈と下㝈のᾘ㛗がၥ㢟である。集落の⤊↉時にその機⬟が

⾶㏥し、土器➼のᢞᲠが第１号溝上ᒙで弥生時代後期のከࡃの土器がⓎ᥀ࡉれた。第２号溝

は、下ᒙから中ᒙまで⮬↛ሁ✚で上ᒙはᇙめᡠࡉれ、第㸴号溝と第３・４号溝が上部ేࡸ行

して᥀られ、時期が୙☜ᐃだが東 㺃西ᒃ住区の区⏬の機⬟を果たしている。

　住居跡の調査  住ᒃ跡のⓎ᥀は、ㄪᰝ区ෆの 49 ㌺を᳨出し、47 ㌺のⓎ᥀をᐇ᪋し第２号

溝の東の 33 ㌺と西の 14 ㌺に分かれた。東ᒃ住区で大型の第１・３・20 号住ᒃ跡は、東西

に୪ࡧ 㺂 時期ⓗにも᥎⛣する。第３号住ᒃ跡（第 51 図）は、四ቨが直⥺ⓗで四㝮が୸い小

ุ形で、㛗ᚄ 9�75P㺂 ▷ᚄ 8�4P 前後で㠃✚は⣙ 80 ੍の最大つᶍである。その఩⨨は東の第

１号溝から 90 㹫、ෆഃの２号溝まで⣙ 50P、西の第㸳号溝まで 120P で、集落の南 㺃 北から

40 㹫の中ኸで、≉ูのᏑᅾであることは明白である。⅔跡はㄪᰝ⠊ᅖෆだࡅで４かᡤあࡾ、

通ᖖの⅔に┦ᙜする఩⨨に、ᚄ⣙ 60FP の୙ᩚ෇形のⅆ─式⅔であࡾ、住ᒃ跡の中ኸには、

㛗ࡉ 1�5P、幅 50FP の㛗ᴃ෇形の地ᗋ⅔がある。東ቨ中ኸにはฝሐをᣢつ㈓蔵✰があࡾ、小

◁฼をྵࡴ◁♟がᩓ஘する。遺≀は᚟ඖྍ⬟なኑ形土器１点とኑと⏎の◚∦が出土した（第

27 図）。

  大型の第 20 号住ᒃ跡（第 68 図）は、第３号住ᒃ跡の東ഃで᚟ඖ㛗ᚄ 8�4P㺂 ▷ᚄ 6�95P で

ⅆ─式⅔である。東ഃの大型第１号住ᒃ跡（第 49 図）は、第１号溝から 25 㹫で、⣙２㸭３

をⓎ᥀し㛗ᚄ 8�9P㺂 ▷ᚄ 6�4P で、⅔跡は西ഃ୺ᰕ✰の中間で地ᗋ⅔である。ᰕ✰は、㛗方

形に᥀られた北ഃ２本が୺ᰕ✰である。出土した᷸目ᩥのና形土器は、中期とሗ࿌し、上記

の大型住ᒃでは最古としたが、それ⮬యの఩⨨࡙ࡅは෌᳨ウす࡭きか（４）。

　中 㺃小型住ᒃ跡は、平㠃形ែ 㺃⅔ 㺃㈓蔵✰の✀類と時期はሗ࿌᭩にᩚ⌮し、弥生土器の編

年は明☜に中期末を示ࡎࡉ、古式土ᖌ器の୙ᅾをᣦ᦬し、୺に後期のኚ㑄を示した。

　第２次調査のまとめ  環濠のⓎ᥀では、東 㺃 西 220P のつᶍと、二㔜ෆ環濠で東 㺃 西ᒃ住

区の２分を☜ㄆした。集落構成では、大型住ᒃ３Ჷと中 㺃 小住ᒃ跡 40 Ჷの≉ᚩと、北㛵東

系 㺃東海系土器の出土で、遠㝸地との஺流を☜ㄆした。

࠙トࠚ

１）第１次ㄪᰝは、ࠗ にいࡃらごࡰうࡸま　࿴ගᕷ新倉午王山遺跡Ⓨ᥀ㄪᰝᴫሗ࠘1979 年　࿴ගᕷ午王山

遺跡ㄪᰝ会、 ࠗ ᇸ⋢県࿴ගᕷ新倉午王山遺跡࠘1981 年　࿴ගᕷ午王山遺跡ㄪᰝ会による。

２）第２次ㄪᰝは、ࠗ にいࡃらごࡰうࡸま̺ 午王山遺跡第２次Ⓨ᥀ㄪᰝᴫせ̺ ࠘1982 年　࿴ගᕷ教⫱ጤဨ会、

ࠗᇸ⋢県࿴ගᕷ午王山遺跡࠘1993 年　࿴ගᕷ教⫱ጤဨ会による。

３）第２次ㄪᰝ時点での遺構␒号とした。後述では、１号溝㸻Ａ溝、２号溝㸻Ａ溝、㸴号溝㸻㹀溝、㸳号

溝㸻㹁溝と᣺࠼᭰ࡾを行った。

４）本⥲ᣓሗ࿌᭩第Ⅳ❶では後期前半としている。
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 （１）第３次調査（第 12 図）

　第３次ㄪᰝは、1993（平成㸳）年３᭶１日からྠ年３᭶ 26 日まで࿴ගᕷ教⫱ጤဨ会がⓎ

᥀ㄪᰝを行った。ㄪᰝሙᡤは、新倉３丁目 2861� １で、遺跡の南向きの⦆ᩳ㠃の⏿であࡾ、

南ഃの土␃めᕤ஦ཬࡧಶே㎰地改ⰋにకうⓎ᥀ㄪᰝである。ᐇ㉁のㄪᰝ㠃✚は⣙ 272 ੍であ

る。

  ᳨出ࡉれた遺構は、Ａ溝・㹀溝の２᮲の溝の࡯か古墳時代の住ᒃ跡 1㌺が᳨出ࡉれた。Ａ

溝（ෆ環濠）は、遺跡の平ᆠ部と⦆ᩳ㠃を区分ࡅするように、ㄪᰝ区北ഃを東西方向に᳨出

れた。最大幅はࡉ 2�24 㹫、῝ࡉ 1�12 㹫を る。出土遺≀は、中ᒙから菊川系のᨃఝ⦖ᩥを

ᣢつ弥生時代後期のናの࡯か㖡㚫形土〇ရ１点などが出土した。㹀溝（እ環濠）は、ㄪᰝ区

の南ഃで、Ａ溝よࡾᶆ㧗が 1�6 㹫下がった⦆ᩳ㠃上に、Ａ溝とྠࡃࡌ東西方向に᳨出ࡉれた。

最大幅は 1�44 㹫、῝ࡉ 0�88 㹫を る。出土遺≀はᑡなࡃ、㢕部にᩥᵝᖏをᣢつᗈཱྀና◚∦

が出土し、Ａ溝の◚∦と᥋合し（第 198 図 10）、᚟ඖᐇ のಶయとなった。

 （２）第４次調査（第 14 図）

 第４次ㄪᰝは、1993（平成㸳）年㸶᭶ 30 日からྠ年㸷᭶ 22 日まで࿴ගᕷ教⫱ጤဨ会がⓎ

᥀ㄪᰝを行った。ㄪᰝሙᡤは、新倉３丁目 2844� １で、遺跡の南西ഃの平ᆠ㠃の⏿であࡾ、

ಶே㎰地改ⰋにకうⓎ᥀ㄪᰝである。ㄪᰝ㠃✚は⣙ 510 ੍である。

　遺構は、Ａ溝（ෆ環濠）・㹀溝（እ環濠）の２᮲の溝の࡯か、弥生時代とࡳられる住ᒃ跡

が㸵㌺᳨出ࡉれた。Ａ溝は、ㄪᰝ区中ኸから東➃ࣈ࣮࢝࡬して᳨出ࡉれ、東ഃのㄪᰝ区እで

は、㐣ཤの土ྲྀᕤ஦によ࣒࣮ࣟࡾᒙが大きࡃ๐ྲྀࡾられᾘ⁛している。最大幅は 3�2 㹫、῝

ࡉ 1�4 㹫を る。㹀溝は、Ａ溝のእഃをྠࣈ࣮࢝ࡃࡌをᥥࡃように᳨出ࡉれている。北➃は

ᨩ஘でᾘ⁛し、南➃は土ྲྀࡾᕤ஦によってᓴとなࡾᾘ⁛している。最大幅は 1�8 㹫、̔̀ ࡉ 0�9

㹫を る。このㄪᰝ区では、Ａ溝の上に㔜」した住ᒃ跡が２㌺（第 50 号住ᒃ跡・第 51 号住

ᒃ跡）᳨出ࡉれておࡾ、Ａ溝がᇙまった時期の᥎ᐹ資料となっている。

　Ａ溝の中ᒙからは、ናの⫪部にẁをᣢつ東海地方の菊川式の≉ᚩがある大型ና（第 199 図

29）、㖡㔲１点が出土している。

 （３）第５次（Ａ区・Ｂ区）調査（第 13・14 図）

　第㸳次ㄪᰝは、1994（平成㸴）年㸴᭶ 30 日からྠ年㸷᭶２日まで࿴ගᕷ教⫱ጤဨ会がⓎ

᥀ㄪᰝを行った。ㄪᰝሙᡤは、⏿地２ᯛ分であࡾ、東ഃの新倉３丁目 2836� １をＡ地区とし、

西ഃで第４次ㄪᰝ北ഃの新倉３丁目 2842� １、2843� １を㹀地区とした。ともにಶே㎰地改

ⰋにకうⓎ᥀ㄪᰝである。ㄪᰝ㠃✚はＡ地区は⣙ 800 ੍で、㹀地区は⣙ 594 ੍である。ㄪᰝ

区が㝸たって఩⨨しているため、道㊰（ᕷ道 283 号⥺）の直⥺を㍈とし一辺 100 㹫四方の大

東か、ࡅをタࢻࢵࣜࢢෆには一辺４㹫の小ࢻࢵࣜࢢを௵意にタᐃした。大（⏬区）ࢻࢵࣜࢢ

ら西࡬Ａ～㹗、南から北１࡬～ 25 と表示しㄪᰝを進めた。

　Ａ地区では、第２次ㄪᰝで᳨出ࡉれたＡ溝東ഃのᘏ㛗部分が᳨出ࡉれ、弥生時代とࡳられ

るᰕ✰と⅔跡のࡳの住ᒃ跡が２㌺᳨出ࡉれた。௚には古墳時代と平安時代の住ᒃ跡などが᳨

出ࡉれた。

　㹀地区では、第２次・４次ㄪᰝで᳨出ࡉれたＡ溝西ഃと㹀溝のそれࡒれのᘏ㛗部分が᳨出

第３節　第３次～第７次調査
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れた。㹀溝上部は、弥生時代後期の第ࡉ 30 号住ᒃ跡、第 62 号住ᒃ跡、第 63 号住ᒃ跡にቯ

れていた。弥生時代の住ᒃ跡は、᪤ㄪᰝと᥋合した遺構をྵめィࡉ 13 ㌺が᳨出ࡉれた。出

土遺≀は、Ａ溝からは弥生時代後期で東海地方の菊川式の≉ᚩであるᨃఝ⦖ᩥが᪋ࡉれたና

の࡯か、㹀地区Ａ溝では、㖡㚫形土〇ရ１点、土鈴１点などが出土した。住ᒃ跡からも東海

系のና、⏎が出土している。

 （４）第６次調査（第 15 図）

　第㸴次ㄪᰝは、1996（平成㸶）年２᭶ 13 日からྠ年㸶᭶ 30 日まで࿴ගᕷ教⫱ጤဨ会がⓎ

᥀ㄪᰝを行った。ㄪᰝሙᡤは、新倉３丁目 2841� １、2842� ２で、遺跡の平ᆠ部分の⏿で、

第㸳次ㄪᰝ区の東ഃに᥋するሙᡤで、ಶே㎰地改ⰋにకうⓎ᥀ㄪᰝである。ㄪᰝ㠃✚は⣙

1�119 ੍である。ㄪᰝにおいては第㸳次ㄪᰝのࣥ࢖ࣛࢻࢵࣜࢢを用い 㔞➼を進めた。

　Ａ溝のෆഃであるため、᳨出ࡉれた遺構は、඲て住ᒃ跡であࡾ、弥生時代中期の住ᒃ跡１

㌺の࡯か、中部㧗地系の᷸ᥥ⡘≧ᩥ土器が出土する㛗方形の住ᒃ跡３㌺、弥生時代後期の住

ᒃ跡 21 ㌺、合ィ 25 ㌺が᳨出ࡉれた。その࡯か、ᪧ石器時代の♟⩌、石器集中が᳨出ࡉれて

いる。出土遺≀は、弥生時代中期の⏎、後期の᷸ᥥ⡘≧ᩥをᣢつ岩鼻式の⏎、岩鼻式の住ᒃ

跡からは久ヶ原式のና、⏎がඹకして出土している。その࡯かには、東海地方の菊川式の≉

ᚩであるᨃఝ⦖ᩥが᪋ࡉれたናなどが住ᒃ跡から出土している。

 （５）第７次調査（第 15 図）

　第㸵次ㄪᰝは、1998（平成 10）年３᭶ 17 日からྠ年３᭶ 25 日まで࿴ගᕷ遺跡ㄪᰝ会が

Ⓨ᥀ㄪᰝを行った。ㄪᰝሙᡤは、新倉３丁目 2847� １、2861� ２であࡾ、遺跡の南向きの平

ᆠ部から⦆ᩳ㠃に地形がኚ化する地点であࡾ、第３次ㄪᰝ区、第４次ㄪᰝ区、第㸴次ㄪᰝ区

にᅖまれたሙᡤである。ඹྠ住宅ᘓタにకうⓎ᥀ㄪᰝであるが、大部分が㐣ཤの土ྲྀࡾᕤ஦

によࡾ大きࡃ๐られておࡾ、ㄪᰝ㠃✚は⣙ 105�6 ੍である。ㄪᰝにおいては第㸳次ㄪᰝのࢢ

。を用い 㔞➼を進めたࣥ࢖ࣛࢻࢵࣜ

　᳨出ࡉれた遺構は、一部が土ྲྀࡾᕤ஦によࡾቯࡉれているが、Ａ溝１᮲が᳨出ࡉれた。Ａ

溝は、東ഃは直⥺ⓗであるが、西ഃの第４次ㄪᰝ区に向かうにᚑい⦆ࡸかに࣮࢝ࣈしている。

୺な出土遺≀は、弥生時代後期の東海系ᨃఝ⦖ᩥの土器ከᩘの࡯か、㖡㚫形土〇ရ１点など

がＡ溝中ᒙよࡾ出土している。

第４節　第８次～第 14 次調査

 （１）第８次調査（第 16 図）

　㎰地改Ⰻにకい、2000（平成 12）年４᭶３日からྠ年㸵᭶ 18 日に࿴ගᕷ教⫱ጤဨ会がⓎ

᥀ㄪᰝをᐇ᪋した。ㄪᰝ地点は࿴ගᕷ新倉３丁目 2839� １で、遺跡のࡰ࡯中ኸ南東ᐤࡾにあ

たࡾ、北ഃに第２次ㄪᰝ区、南西ഃに第３次ㄪᰝ区が隣᥋する。ㄪᰝ㠃✚は⣙ 787 ੍である。

Ⓨ᥀ㄪᰝは、㔜機による表土㝖ཤ後、ேຊによࡾ遺構☜ㄆ・精ᰝを行い、 㔞については第

㸳次ㄪᰝのࣥ࢖ࣛࢻࢵࣜࢢを用いてㄪᰝを進めた。その⤖果、第２次ㄪᰝとの㔜」をྵめ弥

生時代の住ᒃ跡 24 ㌺の࡯か、ᪧ石器時代の石器集中ࢡࢵࣟࣈ、古墳時代後期の住ᒃ跡➼が

᳨出ࡉれた。遺≀は遺構ྠᵝ弥生時代が୺యを成し、୺に後期のና形土器・⏎形土器➼が住

ᒃෆを中ᚰに出土した。
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 （２）第９次（Ａ区・Ｂ区）調査（第 16･17 図）

　㎰地改Ⰻにకい、2001（平成 13）年２᭶ 13 日から㸴᭶ 29 日に࿴ගᕷ教⫱ጤဨ会がⓎ᥀

ㄪᰝをᐇ᪋した。ㄪᰝ区は、第２次ㄪᰝ区をᣳࢇで南北２地点でタᐃࡉれ、࿴ගᕷ新倉３丁

目 2832̾１にᡤᅾする北ഃの⏿地をＡ区、ྠᕷ新倉３丁目 2840�1 にᡤᅾする南ഃの⏿地を

㹀区とした。ㄪᰝ㠃✚はＡ区が⣙ 368 ੍、㹀区が⣙ 479 ੍である。Ⓨ᥀ㄪᰝは、୧地区とも

㔜機による表土᥀๐後、ேຊによࡾ遺構☜ㄆ・精ᰝを行った。その⤖果、第２・㸶次ㄪᰝ

との㔜」をྵめＡ区で弥生時代の住ᒃ跡㸷㌺の࡯か、近ୡ土ᆙ➼、㹀区で弥生時代の住ᒃ

跡 16 ㌺の࡯か、ᪧ石器時代の石器集中ࢡࢵࣟࣈ、ዉⰋ・平安時代の住ᒃ跡➼が᳨出ࡉれた。

遺≀はᚑ前のㄪᰝྠᵝ弥生時代が୺యを成し、୺に後期のና形土器・⏎形土器➼が住ᒃෆを

中ᚰに出土した。

 （３）第 10 次調査（第 18 図）

　宅地造成ᕤ஦にకい、2004（平成 16）年 11 ᭶１日からྠ年 11 ᭶ 26 日に࿴ගᕷ遺跡ㄪᰝ

会がⓎ᥀ㄪᰝをᐇ᪋した。ㄪᰝ地点は࿴ගᕷ新倉３丁目 2837� １で、遺跡の最も南東ഃ台地

平ᆠ部にあたࡾ、南ഃに第１次ㄪᰝ区、北ഃに第２次ㄪᰝ区が隣᥋する。Ⓨ᥀ㄪᰝは道㊰ண

ᐃ地ཬࡧ宅地造成で๐平ࡉれるおそれがある⠊ᅖで行い、ㄪᰝ㠃✚は⣙ 567 ੍である。

　᳨出ࡉれた遺構は、弥生時代のＡ溝（ෆ環濠）・㹀溝（እ環濠）の࡯か、㹀溝（እ環濠）

እഃから住ᒃ跡１㌺、方形周溝墓２ᇶ（１）➼が᳨出ࡉれた。Ａ溝はෆ環濠の一部で、上㠃最

大幅⣙ 2�3 㹫、☜ㄆ㠃からの最大῝ᗘ⣙ 1�1 㹫を る。遺≀はᑡなࡃそ土中から弥生時代後

期とࡳられる⏎形土器・ና形土器➼がᑡ㔞出土した。㹀溝はᘏఙ方向からእ環濠の一部と᥎

ᐃࡉれＡ溝から南ഃ⣙14㹫に఩⨨する。᳨ 出した⠊ᅖでは㛗6�1ࡉ㹫、上㠃最大幅⣙1�8㹫、

☜ㄆ㠃からの最大῝ᗘ⣙ 95 ੉を る。遺≀はＡ溝ྠᵝ、弥生時代後期とࡳられるና形土器、

⏎形土器➼がᴟᑡ㔞出土した。方形周溝墓２ᇶは、㹀溝（እ環濠）እഃ、台地⫪部ᐤࡾの平

ᆠ地に近᥋して分ᕸする。２ᇶとも遺Ꮡ≧ែがᝏࡃ平㠃形ែ➼はᐃかでないが、第１次ㄪᰝ

のㄪᰝ成果およࡧ周辺に分ᕸする遺構の時期から弥生時代と᥎ᐃした。

 （４）第 11 次調査（第 18 図）

　㎰地改Ⰻにకい、2004（平成 16）年 11 ᭶ 16 日からྠ年 12 ᭶ 24 日に࿴ගᕷ教⫱ጤဨ会

がⓎ᥀ㄪᰝをᐇ᪋した。ㄪᰝ地点は࿴ගᕷ新倉３丁目 2838� １の一部で、台地東ഃ縁辺から

⣙ 20 㹫西ഃにዟまった台地上に఩⨨し、東ഃに第 10 次ㄪᰝ区が隣᥋する。ㄪᰝ㠃✚は⣙

178 ੍である。Ⓨ᥀ㄪᰝは、㔜機による表土᥀๐後、ேຊによࡾ遺構☜ㄆ・精ᰝを行った。

その⤖果、弥生時代の住ᒃ跡１㌺、溝１᮲、ዉⰋ時代の住ᒃ跡２㌺➼が᳨出ࡉれた。弥生時

代の溝は、ᘏఙ方向ཬ᩿ࡧ㠃形≧から᪤ㄪᰝの第２次・第㸳次Ａ区・第 10 次ㄪᰝで᳨出ࡉ

れたＡ溝（ෆ環濠）と᥎ᐃࡉれる。᳨出した⠊ᅖでは上㠃最大幅 2�4 㹫、☜ㄆ㠃からの最大

῝ᗘ 1�1 㹫を る。遺≀はそ土中から弥生時代後期を୺としたና形土器、⏎形土器➼が大㔞

に出土した。弥生時代の住ᒃ跡は、このＡ溝（ෆ環濠）からෆഃ࡬⣙ 10 㹫㞳れた఩⨨に構

⠏ࡉれている。

 （５）第 12 次調査（第 19 図）

　㎰地改Ⰻにకい、2005（平成 17）年１᭶ 28 日からྠ年㸳᭶㸷日に࿴ගᕷ教⫱ጤဨ会がⓎ

᥀ㄪᰝをᐇ᪋した。ㄪᰝ地点は࿴ගᕷ新倉３丁目 2834� １で、第２次ㄪᰝ区の北ഃに隣᥋す
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る南北にఙࡧる平ᆠな⏿地がㄪᰝ地で、南ഃに第２次ㄪᰝ区をᣳࢇで第㸶次ㄪᰝ区、南西ഃ

に第㸷次ㄪᰝ㹀区が఩⨨する。ㄪᰝ⠊ᅖは、ᙜึ⏿地１ᯛ඲域をㄪᰝᑐ㇟としたが、遺構・

遺≀がᗈ⠊に分ᕸすることからㄪᰝ期間が㛗期におよࡪことがண᝿ࡉれたため、ㄪᰝ区を東

西に２分๭して西半分を第 12 次ㄪᰝとしてᐇ᪋した。ㄪᰝ㠃✚は⣙ 400 ੍である。

　᳨出ࡉれた遺構は、第２次ㄪᰝとの㔜」をྵめ弥生時代の住ᒃ跡 11 ㌺、近ୡ௨㝆の土ᆙ

➼で、遺≀は୺に弥生時代後期のና形土器、⏎形土器➼が住ᒃෆを中ᚰに出土した。

　また今ᅇのㄪᰝでは、ㄪᰝ区北ഃ台地縁辺部で環濠☜ㄆにకうࢳࣥࣞࢺㄪᰝをᐇ᪋した。

午王山遺跡の環濠は、ඛのㄪᰝから南ഃでは集落をᅖう二つの環濠（Ａ溝・㹀溝）のᏑᅾが

明らかになっておࡾ、それらが北ഃでもᒎ㛤して඲周するかなどの☜ㄆを行うため、北ഃの

台地縁辺部の一ẁ下がったẚ㍑ⓗ平ᆠな２地点でࢳࣥࣞࢺを᥀๐した。しかしながら、ࣞࢺ

ࡉで、環濠は☜ㄆࡳれたのࡉで近・⌧代の᰿ษ溝１᮲が᳨出ࢳࣥࣞࢺ⠊ᅖにおいてはＡࢳࣥ

れなかった。

 （６）第 13 次調査（第 20 図）

　遺跡の中ኸを東西に㉮るᕷ道のᣑ幅ᕤ஦にకい、2006（平成 18）年㸶᭶ 16 日からྠ年㸶

᭶24日に࿴ගᕷ遺跡ㄪᰝ会がⓎ᥀ㄪᰝをᐇ᪋した。ㄪᰝ地点は࿴ගᕷ新倉３丁目2825�３で、

第２次ㄪᰝ区の南ഃに隣᥋し、第㸳次㹀区の西⣙ 50 㹫にあたる。Ⓨ᥀ㄪᰝは道㊰をᣑᙇす

る⠊ᅖで行い、ㄪᰝ㠃✚は⣙㸳੍である。

  ᳨出ࡉれた遺構は、弥生時代の溝１᮲の࡯か、近ୡ௨㝆の溝である。弥生時代の溝は、ᘏ

ఙ方向ཬ᩿ࡧ㠃形≧から第２次ㄪᰝで᳨出ࡉれた㹁溝（᮲濠）の南ഃᘏఙ部分と᥎ᐃࡉれる。

᳨出した⠊ᅖでは上㠃最大幅⣙ 1�8 㹫、最大῝ᗘ⣙ 1�2 㹫を る。遺≀はஈしࡃ、ᇙἐ土に

ΰᅾして二次ⓗに流れ㎸ࢇだとࡳられる弥生時代後期の土器∦がᴟᑡ㔞出土した。

 （７）第 14 次調査（第 19 図）

　㎰地改Ⰻにకい、2007（平成 19）年３᭶㸳日からྠ年㸳᭶ 11 日に࿴ගᕷ教⫱ጤဨ会がⓎ

᥀ㄪᰝをᐇ᪋した。ㄪᰝ地点は࿴ගᕷ新倉３丁目 2834� １で、平成 17 年にㄪᰝが行われた

第 12 次ㄪᰝ区の東ഃᮍㄪᰝ部分にᙜたる。ㄪᰝ㠃✚は⣙ 684 ੍である。Ⓨ᥀ㄪᰝは、㔜機

による表土㝖ཤ後、ேຊによࡾ遺構☜ㄆ・精ᰝを行った。その⤖果、第２・12 次ㄪᰝとの

㔜」をྵめ弥生時代の住ᒃ跡 16 ㌺の࡯か、平安時代の住ᒃ跡、⦖ᩥ時代の土ᆙ➼が᳨出ࡉ

れた。遺≀は遺構ྠᵝ弥生時代が୺యを成し、୺に後期のና形土器・⏎形土器➼が住ᒃෆを

中ᚰに出土した。

࠙トࠚ

１）第㸳号方形周溝墓は、᪤ሗ࿌（鈴木 2014）ではಶู遺構（第 13・14 号溝≧遺構）としてሗ࿌したが、

本ሗ࿌では２᮲の溝は１ᇶの方形周溝墓の一部であるとุ᩿した。

第５節　保存目的（第 15 次）調査と調査全体の概要　

 （１）保存目的（第 15 次）調査（第 17 図）

　第 15 次ㄪᰝは、2011（平成 23）年４᭶ 26 日からྠ年４᭶ 28 日まで࿴ගᕷ教⫱ጤဨ会が

Ⓨ᥀ㄪᰝを行った。ㄪᰝሙᡤは、新倉３丁目 2831� １であࡾ、遺跡の平ᆠ部であるが、北ഃ
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の隣地はᛴᓧなᓴ地となっている。今ᅇのㄪᰝ地点の土地は、ᑗ来ⓗにྐ跡としてಖᏑ・ᩚ

ഛするணᐃとして、2010（平成 22）年 11 ᭶ 29 日௜ࡅで土地኎㈙ዎ⣙をྲྀࡾ஺わし、࿴ග

ᕷのᕷ᭷地としたሙᡤである。ㄪᰝ㠃✚は⣙ 306 ੍である。

　第 15 次ㄪᰝは、ᑗ来ⓗなಖᏑを目ⓗとするため、遺構☜ㄆを୺目ⓗとしたため、࣮࣒ࣟ

ᒙ上㠃での遺構の⠊ᅖ☜ㄆにとどめたㄪᰝである。⦪㛗のᑐ㇟地にあわせ、㔜機によࣞࢺࡾ

れた部分ࡉを᥀๐し࣮࣒ࣟᒙ上㠃にて遺構の᭷↓☜ㄆを行った。遺構が☜ㄆ（ヨ᥀ᆙ）ࢳࣥ

では、遺構の඲ᐜをᢕᥱするため᥀๐⠊ᅖをᣑᙇし、遺構上㠃の精ᰝをし平㠃形≧を平ᯈ 

㔞によࡾ記㘓を行った。遺跡のಖᏑのためのㄪᰝであるため、遺構の᥀ࡾ下ࡆは行わなかっ

た。

　᳨出ࡉれた遺構は、住ᒃ跡㸴㌺、土ᆙ２ᇶである。ᕷ道 283 号⥺に㠃した南ഃの３㌺の住

ᒃ跡は、第２次ㄪᰝで᳨出ࡉれている第 13 号住ᒃ跡、第 15 号住ᒃ跡、第 16 号住ᒃ跡と᥋

⥆する఩⨨で☜ㄆࡉれたため、第２次ㄪᰝの␒号を௜した。新たに☜ㄆࡉれた３㌺の住ᒃ跡

は、平㠃形がᴃ෇形と෇形に近いᴃ෇形の平㠃形≧をしている。☜ㄆ㠃でのそ土のⰍㄪ、平

㠃形ែ、周ᅖの住ᒃ跡の᳨出≧ἣからぢて、弥生時代の住ᒃ跡とุ᩿し、これまでのㄪᰝか

ら⥅ᢎしている通し␒号として第 150 号住ᒃ跡、第 151 号住ᒃ跡、第 152 号住ᒃ跡と௜した。

　出土遺≀は、遺構☜ㄆが୺目ⓗで遺構᥀๐を行っていないため᳨出ࡉれていない。

（２）調査全体の概要

　第１次～第 14 次までのⓎ᥀ㄪᰝは、遺跡の記㘓ಖᏑを目ⓗとしたⓎ᥀ㄪᰝが行われてい

る。第 15 次ㄪᰝは、上記のとおࡾಖᏑ目ⓗの遺構☜ㄆだࡅのㄪᰝである。午王山遺跡のᇙ

蔵ᩥ化㈈ໟ蔵地は、午王山㡬部の平ᆠ㠃から⦆ᩳ㠃にかࡅての部分が、遺構・遺≀がᏑᅾす

る遺跡⠊ᅖである。その遺跡⠊ᅖの඲㠃✚は⣙ 19�781 ੍であࡾ、第１次から第 14 次ㄪᰝま

での⥲Ⓨ᥀ㄪᰝ㠃✚は⣙ 10�569 ੍を ࡾ、午王山遺跡⠊ᅖの⣙ 53�4㸣がⓎ᥀ࡉれている。

୺に弥生時代の住ᒃ跡 149 ㌺、方形周溝墓㸳ᇶ、Ａ・㹀・㹁とした㹔Ꮠ≧の３᮲の溝➼の遺

構と遺≀がⓎ᥀ㄪᰝࡉれ、遺跡の≧ἣࡸ≉ᚩがุ明している。
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　☜ㄆㄪᰝは、ᇙ蔵ᩥ化㈈の᭷↓、⠊ᅖ、ᛶ᱁➼をᢕᥱすることを目ⓗとしてᐇ᪋ࡉれる。

ここでは、┒土ಖᏑとして遺構がಖㆤࡉれている地点、またᇙ蔵ᩥ化㈈ໟ蔵地እではあるが、

ᇙ蔵ᩥ化㈈のᡤᅾがぢ㎸まれた地点の☜ㄆㄪᰝ⤖果をሗ࿌する。

 （１）新倉３丁目 2837- １（第 10 次調査）地点（第 21 図）

　஦ᴗ୺య者よࡾ 1999（平成 11）年４᭶ 16 日௜で࿴ගᕷ教⫱ጤဨ会にᑐし、宅地造成にక

いᇙ蔵ᩥ化㈈の☜ㄆㄪᰝについて౫㢗᭩がᥦ出ࡉれ、ྠ年４᭶ 28 日に☜ㄆㄪᰝをᐇ᪋した。

ㄪᰝ地点は、新倉３丁目 2837� １で㠃✚は 1�119 ੍である。㔜機ཬࡧேຊによ１ࢳࣥࣞࢺࡾ

～㸶をධれる。その⤖果、⌧地表㠃 60 ～ 90 ੉の῝ࡉで遺構を☜ㄆした。☜ㄆࡉれた遺構は、

溝１᮲と」ᩘの᥀ࡾ㎸ࡳである。

　次いで、2004（平成 16）年 10 ᭶ 12 日௜で࿴ගᕷ教⫱ጤဨ会にᑐし、෌ࡧ宅地造成にక

いᇙ蔵ᩥ化㈈の☜ㄆㄪᰝについて౫㢗᭩がᥦ出ࡉれ、ྠ 年 10 ᭶ 22 日に☜ㄆㄪᰝをᐇ᪋した。

㔜機ཬࡧேຊによࢳࣥࣞࢺࡾ㸷～ 16 をධれる。その⤖果、⌧地表㠃 70 ～ 105 ੉の῝ࡉで遺

構を☜ㄆした。☜ㄆした遺構は、溝３᮲と土ᆙ２ᇶである。

　௨上２ᅇの☜ㄆㄪᰝから２・１ࢳࣥࣞࢺ・㸷は第２次ㄪᰝ、11・４・３ࢳࣥࣞࢺ は第３

次ㄪᰝで᳨出ࡉれた弥生時代の環濠の⥆きと᥎ᐃࡉれる。なお、ಖㆤᒙ 30 ੉௨上がಖたれ

宅地造成を行う⟠ᡤについては、第ࡧಖᏑがᅔ㞴な道㊰ᣑᙇ・新タ部ཬ≦⌧ࡎ 10 次ㄪᰝと

してⓎ᥀ㄪᰝを行い、記㘓ಖᏑのᥐ⨨をとることとなった。ಖㆤᒙがಖたれる⟠ᡤは┒土ಖ

Ꮡとした。

 （２）新倉３丁目 2829- １地点（第 22 図）

　஦ᴗ୺య者よࡾ 2002（平成 14）年３᭶４日௜で࿴ගᕷ教⫱ጤဨ会にᑐし、宅地造成にక

いᇙ蔵ᩥ化㈈の☜ㄆㄪᰝについて౫㢗᭩がᥦ出ࡉれ、ྠ年３᭶ 12・13・14 日に☜ㄆㄪᰝを

ᐇ᪋した。ㄪᰝ地点は、新倉３丁目 2829� １で㠃✚は⣙ 922 ੍である。㔜機ཬࡧேຊによࡾ

～１ࢳࣥࣞࢺ 10 をධれる。その⤖果、⌧地表㠃 45 ～ 159 ੉の῝ࡉで遺構を☜ㄆした。☜ㄆ

㸳・㸴・㸵の溝は、第２次ㄪ・３・１ࢳࣥࣞࢺ。れた遺構は、住ᒃ跡㸷㌺と溝３᮲であるࡉ

ᰝཬࡧ第㸳次ㄪᰝで᳨出ࡉれた弥生時代の環濠の⥆きと᥎ᐃࡉれる。ࢳࣥࣞࢺ㸷・10 の溝

第６節　確認調査報告
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は近・⌧代の᰿ษ溝である。なお、⏦ㄳ᭩の宅地造成ィ⏬図によるとಖㆤᒙがಖたれるため

┒土ಖᏑとした。

 （３）新倉３丁目 2811- １地点（特別緑地保全地区）の斜面上部 （第 23・24 図）

　஦ᴗ୺య者よࡾ 2002（平成 14）年４᭶ 10 日௜で࿴ගᕷ教⫱ጤဨ会にᑐし、分ㆡ住宅ᘓタ

にకいᇙ蔵ᩥ化㈈の☜ㄆㄪᰝについて౫㢗᭩がᥦ出ࡉれ、ྠ年４᭶ 18・19・22・23 日に☜

ㄆㄪᰝをᐇ᪋した。ㄪᰝ地点は、新倉３丁目 2811� １で、㠃✚は 2�380 ੍の一部、ᩳ㠃上部

である。㔜機ཬࡧேຊによ１ࢳࣥࣞࢺࡾ～ 13 をධれる。その⤖果、12・11・１ࢳࣥࣞࢺ・

13 の⌧地表㠃 65 ੉～ 86 ੉の῝ࡉで２᮲の溝を☜ㄆした。１ࢳࣥࣞࢺの溝は、東ഃ࡬ᘏࡧ

ると⪃࠼られる。ࢳࣥࣞࢺ 11・12・13 は、１᮲の溝となる。なお、遺構が☜ㄆࡉれたため

分ㆡ住宅ᘓタは中Ṇࡉれ、┒土ಖᏑとなった。

　次いで、෌ࡧ新倉３丁目 2811� １地点で࿴ගᕷ環ቃㄢよࡾ 2008（平成 20）年㸳᭶１日௜

で࿴ගᕷ教⫱ጤဨ会にᑐし、⥳地ᩚഛにకいᇙ蔵ᩥ化㈈の☜ㄆㄪᰝについて౫㢗᭩がᥦ出ࡉ

れ、ྠ年㸳᭶ 16 日にィ⏬ணᐃ地を中ᚰに☜ㄆㄪᰝを行った。㔜機ཬࡧேຊによࢳࣥࣞࢺࡾ

14 ～ 22 をධれる。その⤖果、ࢳࣥࣞࢺ 14・15・20 の⌧地表㠃 70 ～ 140 ੉の῝ࡉで遺構を

☜ㄆした。14ࢳࣥࣞࢺでは溝２᮲を☜ㄆし、そのう１ࡕ᮲の溝は15ࢳࣥࣞࢺの溝と᥋⥆する。

ࢳࣥࣞࢺ 20 は、௨前のㄪᰝࢳࣥࣞࢺ 11・12・13 と᥋⥆し１᮲の溝となる。௨上２ᅇのㄪᰝ

から☜ㄆࡉれた遺構は溝４᮲である。なお、᳜ᶞ・ᢤ᰿ཬࡧኳỈᱩ➼の仮タについて、ᕤ஦

❧会とした。

 （４）新倉３丁目 2830- １地点（第 25 図）

　஦ᴗ୺య者よࡾ 2018（平成 30）年４᭶ 13 日௜で࿴ගᕷ教⫱ጤဨ会にᑐし、ಶே㎰地改Ⰻ

にకいᇙ蔵ᩥ化㈈の☜ㄆㄪᰝについて౫㢗᭩がᥦ出ࡉれ、ྠ年㸳᭶ 16・17 日に☜ㄆㄪᰝを

行った。ㄪᰝ地点は、新倉３丁目 2830� １で、㠃✚は 326 ੍である。㔜機ཬࡧேຊによࢺࡾ

㸷をධれる。その⤖果、⌧地表㠃～１ࢳࣥࣞ 50 ੉～ 80 ੉の῝ࡉで遺構・遺≀を☜ㄆした。

☜ㄆࡉれた遺構は弥生時代とࡳられる住ᒃ跡 5㌺である。᳨出ࡉれた住ᒃ跡は、第２次ㄪᰝ

の第 16・17 号住ᒃ跡の⥆き、第 15 次ㄪᰝの 152 号住ᒃ跡の⥆きと᥎ᐃࡉれる。また、遺≀

は弥生時代土器を出土した（第 26 図・第㸳表）。なお、遺構・遺≀が出土したためಶே㎰地

改Ⰻを中Ṇし、┒土ಖᏑとした。

 （５）新倉３丁目 2811- １地点（特別緑地保全地区）の斜面下部（第 23・24 図）

　午王山遺跡隣᥋地としてᑗ来ⓗಖᏑ・ά用のため、遺構のᗈがࡾの☜ㄆㄪᰝを 2019（平

成 31）年２᭶㸶日から３᭶ 19 日まで行った。ㄪᰝ地点は、新倉３丁目 2811� １のᩳ㠃下部

である。ேຊによࢳࣥࣞࢺࡾ 23 ～ 32 をධれる。その⤖果、東ிᒙ上部を᳨出し弥生時代の

遺構・遺≀は☜ㄆࡉれなかった。しかし、近・⌧代のᐊの跡あるいは第１次ㄪᰝで᳨出ࡉれ

た地下道のような᥀ࡾ㎸ࡳを☜ㄆした。また、ࢳࣥࣞࢺ 30 では上部からᔂれてきた地ᒙか

ら中・近ୡの㝡器を᳨出した。上記から、今ᅇㄪᰝをしていない中⭡には平ሙがあࡾ、今後

☜ㄆㄪᰝがᚲせな⟠ᡤとなる。
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　午王山遺跡第２次ㄪᰝのᩚ⌮とሗ࿌᭩ห行については、1981（᫛࿴ 56）年にⓎ᥀ㄪᰝが

行われた後、ᩚ ⌮ᢸᙜ者、ᩚ ⌮ሙᡤの☜ಖなどのㅖ஦᝟によࡾ、一時中᩿していたが、1992（平

成４）年ᗘにሗ࿌᭩ห行のための༳ๅ〇本㈝のண⟬化がỴᐃし、ሗ࿌᭩をห行することとなっ

た。しかし、ሗ࿌᭩ห行に㝿しては、本ᩥෆᐜの࣮࣌ᩘࢪに㝈ࡾがあること、ᐇ㉁ⓗにᩚ⌮

期間が▷期間であること➼によࡾ、Ⓨ᥀ㄪᰝᢸᙜ者であった鈴木敏弘と教⫱ጤဨ会が༠㆟を

行い、ㄪᰝ区඲యの遺構はᥖ㍕するが、遺≀については遺構にకい᚟ඖᐇ にて器形、時期

区分などがわかるものを୺としてᥖ㍕することを☜ㄆした上でሗ࿌᭩స成を進め、1993（平

成㸳）年３᭶に࿴ගᕷᇙ蔵ᩥ化㈈ㄪᰝሗ࿌᭩第㸷集ࠗ午王山遺跡Ⓨ᥀ㄪᰝሗ࿌᭩ （࠘第２次

ㄪᰝ）としてห行した。その㝿にᥖ㍕をぢ㏦った◚∦資料についてはࠗ ࿴ගᕷ࣮࣑ࣗࣝࢱࢪࢹ

。つᩚ⌮సᴗを進めたࡎ紀せ࠘にᥖ㍕することをᛕ㢌にᑡし࣒࢔ࢪ

  今ᅇ、本᭩をస成するにᙜたࡾ、᪤หሗ࿌の遺構出土遺≀に加࠼、新たにᮍᥖ㍕となって

いた◚∦資料（୸ᩘᏐ）をྠ⦰ᑻにて追加しሗ࿌することとした（௨下ࠕ⿵遺資料 とࠖいう）。

ほᐹ表（第㸴～ 27 表）をᥦ示しているため、ྛ遺構出土の遺≀で୺だったものをㄝ明する。

  第３号住居跡出土遺物（第 27 図・第６表）

  第 27 図１は᪤ሗ࿌のናで、ղ～շは⿵遺資料である。ղ～մはናであࡾ、մには山形ᩥ

がࡳられる。յは㢕部に㍯✚⑞をṧす඾型ⓗな久ヶ原式の⏎である。ն・շは㧗ᆗであࡾ、

ཱྀ縁直下に⦖ᩥが᪋ࡉれている。ոは཮ゅ᭷Ꮝ土〇ရで、ゅあるいは⪥のᵝな２かᡤの✺㉳

と↝成前✸Ꮝが４かᡤあືࡾ≀の㢦にも࠼ࡳる土〇ရである。午王山遺跡で出土した土〇ရ

としては４点目である。

  第６号住居跡出土遺物（第 28 図・第７表）

  第 28 図ձ～ճは⿵遺資料で、ձ・ղはና、ճは⏎ある。඲てࢣࣁ目によࡾ器㠃がㄪᩚࡉれ、

ղには่ࢣࣁ✺⩚≧ᩥが᪋ࡉれている。

  第７号住居跡出土遺物（第 29 図・第８表）

  第 29 図 1 は᪤ሗ࿌のናで、ղ～ոは⿵遺資料である。ղ～յはናで、նはࢣࣁ目の⏎で、

շ・ոは࣊ࣛࢹࢼの⏎である。

  第９号住居跡出土遺物（第 30 図・第９表）

  第 30 図１～㸳は᪤ሗ࿌の遺≀である。նは⿵遺資料で、ᢡ㏉しᵝのཱྀ縁をᣢつ㖊でయ部

には⩚≧⦖ᩥが᪋ࡉれている。

  第 10 号住居跡出土遺物（第 31 図・第 10 表）

  第 31 図１～㸳は᪤ሗ࿌の遺≀で、ն・շは⿵遺資料でናである。նは่ࢣࣁ✺⩚≧ᩥが

ཱྀ၁部、ཱྀ縁部に᪋ࡉれている。շはᢡ㏉しཱྀ縁をᣢつናで、ཱྀ縁ෆ㠃には᷸ᥥἼ≧ᩥが᪋

。れているࡉ

  第 16 号住居跡出土遺物（第 32 図・第 11 表）

  第 32 図１・２は᪤ሗ࿌の遺≀である。ճ～յは⿵遺資料で、մはናで่ࢣࣁ✺⩚≧ᩥが

㢕部に᪋ࡉれている。

  第 17 号住居跡出土遺物（第 33 図・第 12 表）

  第 33 図ձ・ղは⿵遺資料で、ձはᢡ㏉しᵝのཱྀ縁をᣢつና、ղは㢕部にỿ⥺と⦖ᩥが᪋

第７節 第２次調査出土遺物補遺
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。れるናであるࡉ

  第 18 号住居跡出土遺物（第 34 図・第 13 表）

  第 34 図１～㸴は᪤ሗ࿌の遺≀である。շ～չは⿵遺資料で、չは㍯✚⑞が㢧ⴭにࡳられ、

３とྠᵝの久ヶ原式の⏎である。

  第 19 号住居跡出土遺物（第 35 図・第 14 表）

  第 35 図１～㸶は᪤ሗ࿌の遺≀である。չは⿵遺資料で、่ࢣࣁ✺⩚≧ᩥが᪋ࡉれたናの

⫪部である。

  第 21 号住居跡出土遺物（第 36 図・第 15 表）

  第 36 図ձ・ղは⿵遺資料で、ձはᢡ㏉しཱྀ縁をᣢつና、ղは⫪部に⩚≧⦖ᩥが᪋ࡉれて

いる。

  第 22 号住居跡出土遺物（第 37 図・第 16 表）

  第 37 図ձは⿵遺資料で、ᢡ㏉しᵝのཱྀ縁をᣢつናでෆእ㠃にࢣࣁ目が᪋ࡉれている。

  第 23 号住居跡出土遺物（第 38 図・第 17 表）

  第 38 図１は᪤ሗ࿌の台௜⏎である。第２次ㄪᰝሗ࿌では第 32 号住ᒃ跡出土とࡉれていた

が、遺≀の෌ほᐹなどを行ったところ、第 23 号住ᒃ跡の出土遺≀であることが☜ㄆࡉれた。

ղ・ճは⿵遺資料で、ղはናで่ࢣࣁ✺ᩥが㢕部に᪋ࡉれている。ճは㢕部に㍯✚⑞がࡳら

れる⏎である。

  第 25 号住居跡出土遺物（第 39 図・第 18 表）

  第 39 図ձは⿵遺資料で、ࢣࣁ目が᪋ࡉれる⏎である。

  第 30 号住居跡出土遺物（第 40 図・第 19 表）

  第 40 図１～ 10 は᪤ሗ࿌の遺≀である。ջ・ռは⿵遺資料で、ջの⫪部には⦖ᩥᖏが᪋ࡉ

れ、㸳・㸴とྠᵝのናである。

  第 31 号住居跡出土遺物（第 41 図・第 20 表）

  第 41 図ձ～ճは⿵遺資料で、ともにናである。ղは⦖ᩥのᩥᵝᖏ下➃を᷸ᥥἼ≧ᩥで区

⏬している。ճは㹑Ꮠ≧⤖⠇ᩥがࡳられる。ともに午王山遺跡の遺≀の中では㠀ᖖに⌋し

い土器である。

  第 32 号住居跡出土遺物（第 42 図・第 21 表）

  第 42 図ձは⿵遺資料で、ᢡ㏉しᵝのཱྀ縁をᣢつናでෆእ㠃にࢣࣁ目が᪋ࡉれている。

  第 33 号住居跡出土遺物（第 43 図・第 22 表）

  第 43 図ձ・ղは⿵遺資料で、ともにናである。ղは่ࢣࣁ✺⩚≧ᩥと෇形ᾋᩥが⫪部に

᪋ࡉれている。

  第 36 号住居跡出土遺物（第 44 図・第 23 表）

  第 44 図ձ～ճは⿵遺資料で、ձとճはྠ一ಶయである。ձ・ղはともにཱྀ၁部㠃ྲྀࡾ後

。目⏎であるࢣࣁれるࡉが᪋࣑ࢨ࢟

  第 43 号住居跡出土遺物（第 45 図・第 24 表）

  第 45 図１は᪤ሗ࿌の㧗ᆗである。ղは⿵遺資料でࢣࣁ目⏎である。

  第 44 号住居跡出土遺物（第 46 図・第 25 表）

第 46 図１・２は᪤ሗ࿌の⏎である。ともにཱྀ၁部㠃ྲྀࡾ後࣑࢟ࢨが᪋ࡉれるࢣࣁ目⏎で
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ある。ճは⿵遺資料で、」合ཱྀ縁にᲬ≧ᾋᩥ、ࢣࣁ目が᪋ࡉれるናである。

Ａ溝（第２次調査第２号溝）出土遺物（第 47 図・第 26 表）

  Ａ溝（第２次ㄪᰝ第２号溝）とは᪤ሗ࿌の第２次ㄪᰝ区の第２号溝（ᪧ␒号）である。第

47 図１・２は᪤ሗ࿌のናである。ճ～շは⿵遺資料で、ճ・մはናで㢕部と⫪部を⏬する

ᵝにẁᕪをᣢった⩚≧のᨃఝ⦖ᩥが᪋ࡉれている。յはỿ⥺区⏬と⩚≧⦖ᩥ、նは่ࢣࣁ✺

⩚≧ᩥによるᨃఝ⦖ᩥ、շはཱྀ၁部が㠃ྲྀࡉࡾれ࣑࢟ࢨが᪋ࡉれている⏎である。

第２次調査区出土遺物（第 48 図・第 27 表）

  第 48 図ձは⿵遺資料である。ና◚∦で、ỿ⥺区域ෆに⩚≧⦖ᩥ 5/�5/ が඘ሸࡉれࢣࣁ目

ㄪᩚ後࣑࣊ࣛ࢞࢟が᪋ࡉれている。ᩥᵝᖏ部分に✀子ᅽ⑞がࡳられる。出土఩⨨は２次ㄪ

ᰝ区 4区一ᣓである。
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第Ⅳ章　検出された遺構と遺物

第１節　弥生時代住居跡と遺物

　弥生時代の住ᒃ跡は、第２次ㄪᰝから通し␒号を௜し、第１号住ᒃ跡から、第 14 次ㄪᰝ

までの第 149 号住ᒃ跡となった。第 15 次ㄪᰝでは住ᒃ␒号は௜しているが、遺構の分ᕸ≧

ἣの☜ㄆのࡳで遺構精ᰝを行っていないため、本ሗ࿌᭩において集成しᥖ㍕しているものは、

Ⓨ᥀ㄪᰝが⤊஢している合ィ 149 ㌺分の住ᒃ跡である。集成した第 49 ～ 189 図のྛ住ᒃ跡

のᤄ図は、第１号住ᒃ跡から住ᒃ␒号㡰となっている。しかし、今ᅇの⥲ᣓሗ࿌᭩においては、

遺跡඲యをぢ通し、弥生時代集落の≧ἣと環濠をྵめた集落ኚ㑄のᢕᥱにົめるため、住ᒃ

形ែࡸ出土遺≀➼によࡾ時期区分が᥎ できる住ᒃ跡を୺として区分ごとに遺構ㄝ明の記㍕

を行った。そのため、ᨩ஘ࡸ㔜」で住ᒃ形ែが୙明なものࡸ出土遺≀がᑡない住ᒃ跡などは、

遺構ㄝ明の記㍕はなࡃ集成図のࡳのᥖ㍕である。

　弥生時代中期後半　弥生時代中期の住ᒃ跡は、３㌺᳨出ࡉれいࡎれも中期後半の宮ノ台式

期である。

　第 82 号住ᒃ跡（第 125 図）は第㸴次ㄪᰝ区で᳨出ࡉれた。第 83・84 号住ᒃ跡にቯࡉれて

いる。平㠃形は⬗がᙇる㝮୸㛗方形を࿊し、㛗㍈は 7�6 㹫を る。୺㍈方向は㹌 �53r � 㹕

をᣦす。出土遺≀は、第 125 図 10、11、12 はཱྀ၁部をᢲᅽしἼ≧にする⏎ࡸ台௜⏎の࡯か

⟬┙⋢≧のࢺ࣮ࣕࢳ〇☻石などがそ土中よࡾ出土し、中期のᵝ┦を࿊している。

　第 87 号住ᒃ跡（第 130 図）は、第㸶次ㄪᰝ区で᳨出ࡉれた。第 89・91・95 号住ᒃ跡に

ቯࡉれている。平㠃形は、⬗がᙇる㝮୸㛗方形を࿊し、㛗㍈は 6�2 㹫を る。୺㍈方向は

㹌 �50r � 㹕をᣦす。出土遺≀は、第 130 図１、２は㢕部が⣽ࡧࡃࡃれるናで、１は᷸ᥥἼ
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≧ᩥが᪋ࡉれておࡾ、中期のᵝ┦を࿊している。

　第 133 号住ᒃ跡（第 175 図）は、第 12・14 次ㄪᰝ区で᳨出ࡉれた。第 132・142・144 号

住ᒃ跡にቯࡉれている。平㠃形は、⬗がᙇる㝮୸㛗方形を࿊し、㛗㍈は 6�7 㹫を る。୺㍈

方向は㹌 �50r � 㹕をᣦす。出土遺≀は、第 175 図１・２は㢕部が⣽ࡃᣓれるናで、ともに

㢕部にฝᖏが᪋ࡉれておࡾ、中期のᵝ┦を࿊している。

　弥生時代後期前半　᷸ᥥ⡘≧ᩥが≉ᚩⓗな岩鼻式土器をకう㝮୸㛗方形の住ᒃ形ែを࿊す

る住ᒃ跡⩌である。第１、３、18、72、74、81、97、105、108、119、124、137、141 号住

ᒃ跡がᑐ㇟で合ィ 13 ㌺が᳨出ࡉれている。

　第１号住ᒃ跡（第 49 図）は、↝ኻ住ᒃであࡾ、第１・㸶次ㄪᰝ区で᳨出ࡉれ、㹆２号住

ᒃ跡にቯࡉれている。平㠃形はゅが⦆ࡸかな㝮୸㛗方形を࿊し、㛗㍈は 8�7 㹫、▷㍈ 6�4 㹫

を る。୺㍈方向は㹌 �56r � 㹕をᣦす。⅔跡は、୺ᰕ✰２本の▷㍈⥺よࡾᑡしእഃに఩⨨

する地ᗋ⅔である。ᰕ✰の平㠃形はᴃ෇形である。出土遺≀は、第 49 図１のና１点であࡾ、

㢕部に１ẁの⡘≧ᩥがᕠࡾ、上下に᷸ᥥἼ≧ᩥが᪋ࡉれている。

　第３号住ᒃ跡（第 51 図）は、第２次ㄪᰝ区で᳨出ࡉれ、北ഃはᮍㄪᰝ区にᘏࡧている。

平㠃形は四㝮が大きな୸ࡳをᣢつ小ุ形を࿊し、㛗㍈は 9�75 㹫を ࡾ、▷㍈は 8�4 㹫前後

と᥎ᐃࡉれる。୺㍈方向は㹌 �53r � 㹕をᣦす。⅔跡は４ᇶ᳨出ࡉれ、୺㍈にἢった୺ᰕ✰

のᑡしෆഃに大型のⅆ─式⅔が１ᇶ఩⨨し、その௚、中ኸ部に㛗ᴃ෇形と෇形、ධཱྀࡾ部と

れている。୺㍈⥺の東ቨ㝿には、ฝᖏをᣢつ㈓蔵ࡉに地ᗋ⅔が᳨出ࡃ近ࢺࢵࣆられるᩳ行ࡳ

✰が᳨出ࡉれている。出土遺≀は、第 51 図１～㸶であࡾ、᪤ሗ࿌の１のናの࡯か、４は山

形の⦖ᩥᖏ、㸳はཱྀ縁下に᥋合⑞をṧすసࡾでともに久ヶ原式の≉ᚩを示している。㸶はከ

ゅ᭷Ꮝ土〇ရであࡾ、弥生時代の遺構からᩓᅾⓗに出土している。

　第 18 号住ᒃ跡（第 66 図）は、第２次ㄪᰝ区で᳨出ࡉれ、北ഃの一部はㄪᰝ区እにᘏࡧて

いる。平㠃形はゅがᙉめな㝮୸㛗方形を࿊し、㛗㍈は 6�25 㹫を る。୺㍈方向は㹌 �52r �

㹕をᣦす。⅔跡は、୺ᰕ✰の▷㍈⥺よࡾእഃに఩⨨する地ᗋ⅔である。出土遺≀は、第 66

図１～㸷であ３、ࡾ・㸷などは、ཱྀ縁から㢕部にかࡅて器㠃に᥋合⑞をṧす、久ヶ原式の≉

ᚩを示す⏎が出土している。

　第 72 号住ᒃ跡（第 115 図）は、↝ኻ住ᒃであࡾ、第㸴次ㄪᰝ区で᳨出ࡉれ、第 59 号、第

73 号住ᒃ跡にቯࡉれている。平㠃形はゅが⦆ࡸかな㝮୸㛗方形を࿊し、㛗㍈は 6�4 㹫、▷

㍈は 5�4 㹫を る。୺㍈方向は㹌 �68r � 㹕をᣦす。⅔跡は地ᗋ⅔が２ᇶ᳨出ࡉれ、୺ᰕ✰

の▷㍈⥺上に１ᇶ、ᰕ✰㛗㍈⥺上に１ᇶ఩⨨している。୺ᰕ✰の平㠃形は、ᴃ෇形である。

出土遺≀は、第 115 図１～ 20 であ11、ࡾ ～ 14、16 ～ 20 は中部㧗地系の≉ᚩをᣢつ土器で

ある。４・㸳は㍯✚⑞をṧす15、⏎ࢹࢼ は⦖ᩥ区⏬ᖏがあࡾඹに久ヶ原系土器で、ඹకし

て出土している。

　第 74 号住ᒃ跡（第 117 図）は第㸴次ㄪᰝ区で᳨出ࡉれ、平㠃形はゅがᙉめな㝮୸㛗方形

を࿊し、㛗㍈は 5�4 㹫、▷㍈は 5�0 㹫を る。୺㍈方向は㹌 �81r � 㹕をᣦす。⅔跡は地ᗋ

⅔が３ᇶ᳨出ࡉれ、୺ᰕ✰の▷㍈⥺上に１ᇶ、ᰕ✰㛗㍈⥺上に１ᇶ、住ᒃ中ኸに１ᇶ఩⨨し

ている。୺ᰕ✰の平㠃形は、୙ᩚ෇形である。出土遺≀は、第 117 図１～ 13 であ１、ࡾ～

㸶は岩鼻式の≉ᚩをᣢつ土器で、１・３・㸴には᷸ᥥ⡘≧ᩥが᪋ࡉれている。㸷は㍯✚⑞を
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ṧす13、⏎ࢹࢼ は山形区⏬ᩥのናであࡾඹに久ヶ原系土器である。２系⤫の土器⩌がඹక

して出土している。

　第 81 号住ᒃ跡（第 124 図）は、第㸴次ㄪᰝ区で᳨出ࡉれた。平㠃形はゅがᙉめな㝮୸㛗

方形を࿊し、㛗㍈は 5�7 㹫、▷㍈は 5�0 㹫を る。୺㍈方向は㹌 �71r � 㹕をᣦす。⅔跡は

地ᗋ⅔が２ᇶ᳨出ࡉれ、୺ᰕ✰の▷㍈⥺上に１ᇶ、ᰕ✰㛗㍈⥺上に１ᇶ఩⨨している。୺ᰕ

✰の平㠃形は、ᴃ෇形である。出土遺≀は、第 124 図１～ 16 であ３・２、ࡾ・㸳・㸴・15

は岩鼻式の≉ᚩをᣢつ土器である。13 はᢡ㏉しཱྀ縁部に⩚≧⦖ᩥをᣢつ久ヶ原系の㖊であ

る。２系⤫の土器⩌がඹకして出土している。

　第 97 号住ᒃ跡（第 140 図）は、第㸶次ㄪᰝ区で᳨出ࡉれ、第 98 号住ᒃ跡に上部がቯࡉれ

ている。平㠃形はゅがᙉめな㝮୸㛗方形を࿊し、㛗㍈は 6�9 㹫、▷㍈は 5�9 㹫を る。୺㍈

方向は㹌 �64r � 㹕をᣦす。⅔跡は地ᗋ⅔が２ᇶ᳨出ࡉれ、୺ᰕ✰の▷㍈⥺よࡾᑡしእഃに

１ᇶ、ᰕ✰▷㍈⥺よࡾᑡしෆഃに１ᇶ఩⨨している。ᰕ✰の平㠃形は、୙ᩚ෇形である。出

土遺≀は、第 140 図１～ 12 であ４～１、ࡾは岩鼻式の≉ᚩをᣢつ土器で、≉に１・２は᷸

ᥥ⡘≧ᩥと᷸ᥥἼ≧ᩥが᪋ࡉれている。

　第 105 号住ᒃ跡（第 148 図）は、第㸶次ㄪᰝ区で᳨出ࡉれ、東ഃはᮍㄪᰝ区にᘏࡧている。

平㠃形はゅが⦆めな㝮୸㛗方形を࿊するとᛮわれる。㛗㍈は୙明、▷㍈は 4�2 㹫を る。୺

㍈方向は㹌 �53r � 㹕をᣦすと᥎ᐃࡉれる。⅔跡は地ᗋ⅔が１ᇶ᳨出ࡉれ、୺ᰕ✰の▷㍈⥺

上に఩⨨している。ᰕ✰の平㠃形は、ᴃ෇形である。出土遺≀は、第 148 図１・２であࡾ、

１は岩鼻式の≉ᚩをᣢつ、᷸ᥥ⡘≧ᩥが᪋ࡉれている。

　第 108 号住ᒃ跡（第 151 図）は、↝ኻ住ᒃであࡾ、第㸷次ㄪᰝ㹀区で᳨出ࡉれた。㹆 14

号住ᒃ跡に上部がቯࡉれている。平㠃形はゅがᙉめな㝮୸㛗方形を࿊し、㛗㍈は 7�8 㹫、▷

㍈は 6�5 㹫を る。୺㍈方向は㹌 �48r � 㹕をᣦす。⅔跡は地ᗋ⅔が２ᇶ᳨出ࡉれ、୺㍈方

向で୺ᰕ✰の▷㍈⥺よࡾᑡしእഃにある⅔は、ෆ部にᴃ෇形の⢓土のሢがあࡾᙜึはⅆ─式

⅔とሗ࿌ࡉれているが、⢓土ᯈ≧のものは᳨出ࡉれていないので⢓土にてᯖ石をᶍした地ᗋ

⅔とした。その௚の⅔はᰕ✰㛗㍈⥺上に఩⨨している。ᰕ✰の平㠃形は、ᴃ෇形である。出

土遺≀は、第 151 図１～ 17 であ１、ࡾ・㸶～ 10 は岩鼻式の≉ᚩをᣢつ土器で、≉に１・㸷

は᷸ᥥ⡘≧ᩥと᷸ᥥἼ≧ᩥが᪋ࡉれている。

　第 119 号住ᒃ跡（第 162 図）は、↝ኻ住ᒃであࡾ、第㸷次ㄪᰝＡ区で᳨出ࡉれ、第 118・

121 号住ᒃ跡にቯࡉれている。平㠃形はゅがᙉめな㝮୸㛗方形と᥎ᐃࡉれる。㛗㍈は୙明、

▷㍈は 3�55 㹫を る。୺㍈方向は㹌 �11r � 㹃をᣦす。⅔跡は地ᗋ⅔で、୺ᰕ✰の▷㍈⥺

よࡾእഃに఩⨨している。ᰕ✰の平㠃形は、２本がᴃ෇形、２本が୙ᩚ෇形である。住ᒃ形

ែと⅔の᳨出఩⨨などからࡳて、出土遺≀がᑡなࡃ୙☜ᐃであるが岩鼻式期の住ᒃ跡と⪃࠼

られる。

　第 124 号住ᒃ跡（第 166 図）は、↝ኻ住ᒃであࡾ、第㸷次ㄪᰝＡ区で᳨出ࡉれ、東ഃはㄪ

ᰝ区እ࡬ᘏࡧ、上部は第 122 号住ᒃ跡にቯࡉれている。平㠃形はゅがᙉめな㝮୸㛗方形と᥎

ᐃࡉれ、㛗㍈は୙明、▷㍈は 5�7 㹫を る。୺㍈方向は㹌 �47r � 㹕をᣦす。⅔跡は地ᗋ⅔

が１ᇶ᳨出ࡉれ、ᰕ✰２本の▷㍈⥺上に఩⨨している。୺ᰕ✰の平㠃形は、୙ᩚ෇形である。

出土遺≀は、第 166 図１～㸳であ１、ࡾは岩鼻式の≉ᚩをᣢつ土器で᷸ᥥ⡘≧ᩥと᷸ᥥἼ≧
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ᩥが᪋ࡉれている。

　第 137 号住ᒃ跡（第 179 図）は、↝ኻ住ᒃであࡾ、第 12 次ㄪᰝ区で᳨出ࡉれ、第 130・

138 号住ᒃ跡にቯࡉれている。平㠃形は㝮が⦆ࡸかな㝮୸㛗方形を࿊し、㛗㍈は 9�15 㹫、

▷㍈は 7�4 㹫を る。୺㍈方向は㹌 �60r � 㹕をᣦす。⅔跡は地ᗋ⅔が３ᇶ᳨出ࡉれ、୺ᰕ

✰２本の▷㍈⥺上に１ᇶ、㛗㍈⥺上に２ᇶ఩⨨している。ᰕ✰の平㠃形はᴃ෇形と୙ᩚ෇形

である。出土遺≀は、第 179 図１～ 17 であࡾ、㸴・12・13 は岩鼻式の≉ᚩをᣢつ土器で᷸

ᥥ⡘≧ᩥと᷸ᥥἼ≧ᩥが᪋ࡉれている。また、２・３のཱྀ縁から㢕部にかࡅて器㠃に᥋合⑞

をṧす久ヶ原式の≉ᚩを示す⏎も出土し、ඹకしていることを示している。

　第 141 号住ᒃ跡（第 183 図）は、↝ኻ住ᒃであࡾ、第 14 次ㄪᰝ区で᳨出ࡉれ、平安時代

の㹆 17 号住ᒃ跡にቯࡉれている。平㠃形はゅがᙉめな㝮୸㛗方形を࿊し、㛗㍈は 5�8 㹫、

▷㍈は 3�8 㹫を る。୺㍈方向は㹌 �33r � 㹃をᣦす。⅔跡は地ᗋ⅔が１ᇶ᳨出ࡉれ、୺㍈

方向でᰕ✰▷㍈⥺上に఩⨨し、ෆ部にᴃ෇形の⢓土のሢがあࡾᙜึはⅆ─式⅔とሗ࿌ࡉれて

いるが、⢓土ᯈ≧のものは᳨出ࡉれていないので⢓土にてᯖ石をᶍした地ᗋ⅔とした。୺ᰕ

✰の平㠃形は、୙ᩚ෇形である。出土遺≀は、第 183 図１～ 29 であ１、ࡾ～㸳・㸵・㸶・

25・28・29 は岩鼻式の≉ᚩをᣢつ土器で᷸ᥥ⡘≧ᩥと᷸ᥥἼ≧ᩥなどが᪋ࡉれ、㸴は器形

が岩鼻式であるがᩥᵝⓗには吉ヶ谷式のᵝ┦である。また、12 は、㢕部器㠃に᥋合⑞をṧ

す⏎で、20・21 は⩚≧⦖ᩥᖏがぢられ久ヶ原式の≉ᚩを表し、ඹకしていることを示して

いる。

　弥生時代後期中葉の前半　下戸塚式の土器とඹに久ヶ原Ⅱ式古ẁ㝵の遺≀が☜ㄆࡉれる

住ᒃ跡⩌である。第４、㸶、㸷、11、20、24、27、57、59、68、73、75、84、86、90、91、

93、100、107、110、113、118、121、128、129、138、144 号住ᒃ跡がᑐ㇟で合ィ 27 ㌺が᳨

出ࡉれている。

　第４号住ᒃ跡（第 52 図）は、第２・㸴次ㄪᰝ区で᳨出ࡉれ、第 11・77 号住ᒃ跡と㔜」し

ておࡾ、第２次ㄪᰝ区では第 11 号住ᒃ跡の東ቨをቯして構⠏ࡉれている。第 77 号住ᒃ跡と

の新ᪧ㛵ಀは୙明である。平㠃形は小ุ形を࿊し、㛗㍈は6�6㹫を ࡾ、▷㍈は5�1㹫を る。

୺㍈方向は㹌 �47r � 㹕をᣦす。⅔跡は୺ᰕ✰の▷㍈⥺のෆഃにⅆ─式⅔が１ᇶ᳨出ࡉれた

が、ⅆ─の下には地ᗋ⅔がᏑᅾし、地ᗋ⅔からⅆ─式⅔࡬のస࠼᭰ࡾが☜ㄆࡉれた。୺㍈に

ἢった南東ቨ㝿には、ฝᖏをᣢつ㈓蔵✰とධཱྀࡾ部とࡳられるᩳ行ࢺࢵࣆが᳨出ࡉれている。

出土遺≀は、第 52 図１～ 12 であ４・３、ࡾ・㸳・10 のናは久ヶ原式の≉ᚩを示している。

　第㸶号住ᒃ跡（第 56 図）は、第２・㸴次ㄪᰝ区で᳨出ࡉれ、第㸷号住ᒃ跡と㔜」しておࡾ、

第㸷号住ᒃ跡にᗋ㠃がቯࡉれている。平㠃形は小ุ形を࿊し、㛗㍈は 6�2 㹫、▷㍈は 5�3 㹫

を る。୺㍈方向は㹌 �56r � 㹕をᣦす。⅔跡は୺ᰕ✰の▷㍈⥺のෆഃにⅆ─式⅔が１ᇶ᳨

出ࡉれたが、ⅆ─の下には地ᗋ⅔がᏑᅾし、地ᗋ⅔からⅆ─式⅔࡬のస࠼᭰ࡾが☜ㄆࡉれた。

出土遺≀は、第 56 図１～㸵であ３・２、ࡾのናは久ヶ原式の≉ᚩを示している。

　第㸷号住ᒃ跡（第 57 図）は、第２・㸴次ㄪᰝ区で᳨出ࡉれ、第㸶・78 号住ᒃ跡と㔜」し

ている。新ᪧ㛵ಀは本住ᒃ跡が第㸶号住ᒃ跡のᗋ㠃をቯし、本住ᒃ跡の上に第 78 号住ᒃ跡

が構⠏ࡉれている。平㠃形は小ุ形を࿊し、㛗㍈は 6�8 㹫、▷㍈は 5�6 㹫を る。୺㍈方向

は㹌�48r�㹕をᣦす。⅔跡は୺ᰕ✰の▷㍈⥺のෆഃに地ᗋ⅔が１ᇶ᳨出ࡉれた。୺㍈にἢっ
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た南東ቨ㝿には、㈓蔵✰が᳨出ࡉれている。出土遺≀は、第 57 図１～㸴であ１、ࡾのናは

。れているࡉが᪋ᩥ✺่ࢣࣁ目ỿ⥺区⏬とࢣࣁ

　第 11 号住ᒃ跡（第 59 図）は、第２・㸴次ㄪᰝ区で᳨出ࡉれ、第４・10・77 号住ᒃ跡と

㔜」している。新ᪧ㛵ಀは本住ᒃ跡が第４・10・77 号住ᒃ跡にቯࡉれている。平㠃形は小

ุ形を࿊し、▷㍈は 6�1 㹫を る。୺㍈方向は㹌 �44r � 㹕をᣦす。⅔跡は୺㍈上の住ᒃ中

ኸからࡸࡸ北西よࡾにⅆ─式⅔が１ᇶ᳨出ࡉれた。出土遺≀は、第 59 図１～㸵であࡾ、㸵

の小ናは㈓蔵✰から出土している。

　第 20 号住ᒃ跡（第 68 図）は、第２次ㄪᰝ・第㸷次ㄪᰝ㹀区で᳨出ࡉれ、第 19・21 号住

ᒃ跡と㔜」している。新ᪧ㛵ಀは本住ᒃ跡が第 19・21 号住ᒃ跡にቯࡉれている。平㠃形は

小ุ形と᥎ᐃࡉれ、᥎ᐃ㛗㍈は 8�0㹫、▷㍈は 6�7㹫を る。୺㍈方向は㹌 �59r �㹕をᣦす。

⅔跡は୺ᰕ✰の▷㍈⥺のෆഃにⅆ─式⅔が１ᇶ᳨出ࡉれた。出土遺≀は、第 68 図１・２の

ና形土器∦がそ土中から᳨出ࡉれている。

　第 24 号住ᒃ跡（第 71 図）は、第２次ㄪᰝ・第㸷次ㄪᰝ㹀区で᳨出ࡉれ、第 19・114 号住

ᒃ跡と㔜」している。新ᪧ㛵ಀは本住ᒃ跡が第 19・114 号住ᒃ跡にቯࡉれている。平㠃形は

小ุ形を࿊し、㛗㍈は 6�8 㹫、▷㍈は 5�3 㹫を る。୺㍈方向は㹌 �53r � 㹕をᣦす。⅔跡

は୺ᰕ✰の▷㍈⥺のෆഃにⅆ─式⅔が１ᇶ᳨出ࡉれた。୺㍈にἢった南東ቨ㝿には、ධཱྀࡾ

部とࡳられるࢺࢵࣆが᳨出ࡉれている。出土遺≀は、第 71 図１～ 15 であ３、ࡾの台௜⏎は

⅔跡近ࡃのᗋ㠃で᳨出ࡉれた。㸴・㸶の⩚≧⦖ᩥᖏが᪋ࡉれる土器の࡯か、10 のࢣࣁ目ỿ

⥺区⏬と่ࢣࣁ✺ᩥが᪋ࡉれている土器も出土している。

　第 27 号住ᒃ跡（第 74 図）は、第２・12・14 次ㄪᰝ区で᳨出ࡉれ、第 138 号住ᒃ跡と㔜

」している。新ᪧ㛵ಀは本住ᒃ跡が第 138 号住ᒃ跡をቯしている。平㠃形は⬗がᙇる小ุ形

を࿊し、㛗㍈は 4�9 㹫、▷㍈は 4�3 㹫を る。୺㍈方向は㹌 �61r � 㹕をᣦす。୺ᰕ✰の఩

⨨にᰕ✰が」ᩘ᳨出ࡉれていることから、住ᒃ跡のᘓ᭰࠼が᥎ᐃࡉれる。⅔跡は୺ᰕ✰の▷

㍈⥺のෆഃにⅆ─式⅔が１ᇶ᳨出ࡉれた。୺㍈の南東ቨ㝿には、㈓蔵✰が᳨出ࡉれている。

出土遺≀は、第 74 図１～㸶であ２、ࡾの㖊は⅔跡で᳨出ࡉれた。㸳・㸴のናにはỿ⥺区⏬

と⩚≧⦖ᩥᖏが᪋ࡉれている。

　第 57 号住ᒃ跡（第 101 図）は、第㸳次ㄪᰝ㹀区で᳨出ࡉれた。↝ኻ住ᒃのため、そ土に

はⅣ化ᮦ、↝土がΰᅾしていた。平㠃形は小ุ形を࿊し、㛗㍈は 7�22 㹫、▷㍈は 6�4 㹫を

 る。୺㍈方向は㹌 �53r � 㹕をᣦす。⅔跡は２ᇶ᳨出ࡉれ、１ᇶはⅆ─式⅔であࡾ୺ᰕ✰

の▷㍈⥺のෆഃᏑᅾし、ฝᖏ部分には、第 101 図 12 の⏎の大型◚∦がᇙめ㎸まれていた。

ⅆ─の下には地ᗋ⅔がᏑᅾし、地ᗋ⅔からⅆ─式⅔࡬のస࠼᭰ࡾが☜ㄆࡉれた。もう１ᇶは、

住ᒃ中ኸ部に地ᗋ⅔がᏑᅾしていた。୺㍈にἢった南東ቨ㝿には、㈓蔵✰とධཱྀࡾ部とࡳら

れるᴃ෇形のࢺࢵࣆが᳨出ࡉれている。出土遺≀は、第 101 図１～ 27 であ２・１、ࡾはᗋ

㠃直上で形をṧした≧ែで᳨出ࡉれた。４は่✺によࡾỿ⥺区⏬を表し⦖ᩥᖏが᪋ࡉれてい

る。１・２のናは器形などから東海地方のⓏ࿅式の≉ᚩを示している。

　第 59 号住ᒃ跡（第 103 図）は、第㸳次ㄪᰝ㹀区・㸴次ㄪᰝ区で᳨出ࡉれ、第 58・72 号住

ᒃ跡と㔜」している。新ᪧ㛵ಀは土ᒙほᐹから本住ᒃ跡が第 72 号住ᒃ跡をቯし、第 58 号住

ᒃ跡にቯࡉれている。平㠃形は小ุ形とᛮわれる。୺㍈方向は㹌 �83r � 㹕をᣦす。⅔跡は
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地ᗋ⅔１ᇶが᳨出ࡉれた。出土遺≀は、第 103 図１～㸵がそ土中からの出土であ２・１、ࡾ

はཱྀ၁部に⦖ᩥが᪋ࡉれるናである。

　第 68 号住ᒃ跡（第 111 図）は、第㸴次ㄪᰝ区で᳨出ࡉれ、第 69 号住ᒃ跡と㔜」している。

新ᪧ㛵ಀは本住ᒃ跡が第 69 号住ᒃ跡にቯࡉれている。平㠃形は小ุ形を࿊し、▷㍈は 3�8

㹫を る。୺㍈方向は㹌 �64r � 㹕をᣦす。⅔跡は୺ᰕ✰の▷㍈⥺のෆഃにⅆ─式⅔が１ᇶ

᳨出ࡉれたが、ⅆ─の下には地ᗋ⅔がᏑᅾし、地ᗋ⅔からⅆ─式⅔࡬のస࠼᭰ࡾが☜ㄆࡉれ

た。୺㍈の南東ቨ㝿には、ฝᖏをᣢつ㈓蔵✰とධཱྀࡾ部とࡳられるᩳ行ࢺࢵࣆが᳨出ࡉれて

いる。出土遺≀は、第 111 図１～ 11 であ２・１、ࡾはỿ⥺区⏬と⩚≧⦖ᩥᖏが᪋ࡉれるና

が出土している。

　第 73 号住ᒃ跡（第 116 図）は、第㸴次ㄪᰝ区で᳨出ࡉれ、第 72 号住ᒃ跡と㔜」している。

新ᪧ㛵ಀは本住ᒃ跡が第 72 号住ᒃ跡をቯして構⠏ࡉれている。↝ኻ住ᒃのため、そ土には

Ⅳ化ᮦ、↝土がΰᅾしていた。平㠃形は小ุ形を࿊し、㛗㍈は 4�7 㹫、▷㍈は 3�9 㹫を る。

୺㍈方向は㹌 �49r � 㹕をᣦす。⅔跡は地ᗋ⅔が１ᇶ᳨出ࡉれた。୺㍈にἢった南東ቨ㝿に

は、㈓蔵✰とࡳられるᴃ෇形のࢺࢵࣆが᳨出ࡉれている。出土遺≀は、第 116 図１～㸷であ

れている。㸳の㍯✚⑞をṧす⏎∦と㸵のỿ⥺区ࡉが᪋ᩥ≦⩚✺่ࢣࣁ３のና⫪部◚∦は、ࡾ

⏬と⩚≧⦖ᩥの㖊はకに久ヶ原式の≉ᚩを示している。

　第75号住ᒃ跡（第118図）は、第㸴次ㄪᰝ区で᳨出ࡉれ、第76・77号住ᒃ跡と㔜」している。

新ᪧ㛵ಀは本住ᒃ跡を第 76 号住ᒃ跡がቯし、ࡉらに第 77 号住ᒃ跡が２㌺をቯしている。平

㠃形は⬗がᙇる㝮୸㛗方形を࿊し、㛗㍈は 6�3 㹫、▷㍈は 5�0 㹫を る。୺㍈方向は㹌 �50

r � 㹕をᣦす。⅔跡は２ᇶ᳨出ࡉれ、୺ᰕ✰の▷㍈⥺のෆഃにⅆ─式⅔が１ᇶ、住ᒃ中ኸ௜

近に地ᗋ⅔が１ᇶ᳨出ࡉれた。୺㍈の南東ቨ㝿には、㈓蔵✰とࢺࢵࣆが᳨出ࡉれている。出

土遺≀は、第 118 図１～ 12 であ１、ࡾ・㸳の⬗下半部がᙉࡃᒅ᭤する器形のና、11・12 の

ཱྀ၁部が㠃ྲྀࡉࡾれている台௜⏎などは東海系の≉ᚩがࡳられる。

　第 84 号住ᒃ跡（第 127 図）は、第㸴次ㄪᰝ区で᳨出ࡉれ、第 82 号住ᒃ跡と㔜」している。

新ᪧ㛵ಀは本住ᒃ跡が第 82 号住ᒃ跡のቨをቯして構⠏している。平㠃形は小ุ形を࿊し、

㛗㍈は 7�0 㹫、▷㍈は 5�5 㹫を る。୺㍈方向は㹌 �48r � 㹕をᣦす。⅔跡は୺ᰕ✰の▷㍈

⥺のෆഃにⅆ─式⅔が１ᇶ᳨出ࡉれたが、ⅆ─の下には地ᗋ⅔がᏑᅾし、地ᗋ⅔からⅆ─式

れてࡉれた。୺㍈にἢった南東ቨ㝿には、ฝᖏをᣢつ㈓蔵✰が᳨出ࡉが☜ㄆ࠼᭰ࡾのస࡬⅔

いる。出土遺≀は、第 127 図１～ 18 であࡾ、㸵のና◚∦は㈓蔵✰からከࡃ出土し、⬗下半

部がᙉࡃᒅ᭤する器形で東海系の≉ᚩがぢられる。

　第 86 号住ᒃ跡（第 129 図）は、第㸶次ㄪᰝ区で᳨出ࡉれ、第 85・89 号住ᒃ跡、㹆㸷号住

ᒃ跡と㔜」している。新ᪧ㛵ಀは本住ᒃ跡が第 85・89 号住ᒃ跡にቨをቯࡉれている。平㠃

形は⬗がᙇる㝮୸㛗方形を࿊し、㛗㍈は 5�3 㹫、▷㍈は 4�7 㹫を る。୺㍈方向は㹌 �28r

� 㹕をᣦす。⅔跡は୺ᰕ✰の▷㍈⥺のෆഃにⅆ─式⅔が１ᇶ᳨出ࡉれた。୺㍈にἢった南東

ቨ㝿には、ධཱྀࡾ部とࡳられるࢺࢵࣆと㈓蔵✰が᳨出ࡉれている。出土遺≀は、第 129 図１

～㸵であ１、ࡾのና◚∦は่✺によࡾỿ⥺区⏬を表し区⏬ෆにはྠᵝのᕤලで่ࢣࣁ✺⩚≧

ᩥが᪋ࡉれ、東海系の≉ᚩがࡳられる。２～４は」合ཱྀ縁のናでᲬ≧ᾋᩥが᪋ࡉれている。

　第 90 号住ᒃ跡（第 133 図）は、第㸶次ㄪᰝ区で᳨出ࡉれ、第 91 号住ᒃ跡と㔜」している。
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新ᪧ㛵ಀは本住ᒃ跡が第 91 号住ᒃ跡にቨ、ᗋ、⅔跡がቯࡉれている。平㠃形は⬗がᙇる㝮

୸方形を࿊し、㛗㍈は᥎ᐃ㸳㹫、▷㍈は 4�4 㹫を る。୺㍈方向は㹌 �37r � 㹕をᣦす。୺

㍈にἢった南東ቨ㝿には、㈓蔵✰が᳨出ࡉれている。出土遺≀は、第 133 図１～ 14 であࡾ、

３・４の⏎のཱྀ၁部は㠃ྲྀࡾ後้ࡳが᪋ࡉれ、東海系の≉ᚩがࡳられる。

　第 91 号住ᒃ跡（第 134 図）は、第㸶次ㄪᰝ区で᳨出ࡉれ、第 87・90 号住ᒃ跡、㹆 11 号

住ᒃ跡と㔜」している。新ᪧ㛵ಀは本住ᒃ跡が第 87・90 号住ᒃ跡をቯして構⠏ࡉれ、㹆 11

号住ᒃ跡にቯࡉれている。平㠃形は小ุ形を࿊し、㛗㍈は㸴㹫、▷㍈は᥎ᐃ㸳㹫を る。୺

㍈方向は㹌 �39r � 㹕をᣦす。⅔跡は୺ᰕ✰の▷㍈⥺のෆഃに地ᗋ⅔が２ᇶ᥋して᳨出ࡉれ

た。ᰕ✰が」ᩘ᳨出ࡉれたことと⅔の㔜」から、この住ᒃ跡はᘓて᭰࠼にకい⅔のస࠼᭰ࡾ

が行われたことがุ明した。୺㍈にἢった南東ቨ㝿には、ฝᖏをᣢつ㈓蔵✰が᳨出ࡉれてい

る。出土遺≀は、第 134 図１～㸷であࡾ、㸳のና◚∦はỿ⥺区⏬ෆの⩚≧⦖ᩥと⩚≧の᥋点

部分に⤖⠇ᩥがධࡾ午王山遺跡では出土がᑡないᩥᵝである。㸴は山形のỿ⥺区⏬ෆに⩚≧

⦖ᩥが᪋ࡉれている。

　第 93 号住ᒃ跡（第 136 図）は、第㸶次ㄪᰝ区で᳨出ࡉれ、第 92 号住ᒃ跡、㹆 12 号住ᒃ

跡と㔜」している。新ᪧ㛵ಀは本住ᒃ跡が第 92 号住ᒃ跡にቨ、ᗋ、⅔跡がቯࡉれ、㹆 12 号

住ᒃ跡にもቯࡉれている。平㠃形は⬗がᙇる㝮୸方形を࿊し、㛗㍈は᥎ᐃ 5�1、▷㍈は 4�8

㹫を る。୺㍈方向は㹌 �51r � 㹕をᣦす。୺ᰕ✰４本と୺㍈にἢったධཱྀࡾ部とࡳられる

れている。出土遺≀は、第ࡉが᳨出ࢺࢵࣆ 136 図１～㸳であ２・１、ࡾの⏎のཱྀ၁部は㠃ྲྀ

。れているࡉが᪋ࡾ

　第 100 号住ᒃ跡（第 143 図）は、第㸶次ㄪᰝ区で᳨出ࡉれた。平㠃形は㛗㍈▷㍈のᕪがᑡ

ない小ุ形を࿊し、㛗㍈は 5�3 㹫、▷㍈は 4�8 㹫を る。୺㍈方向は㹌 �19r � 㹕をᣦす。

⅔跡は୺ᰕ✰の▷㍈⥺上に⅔が１ᇶ᳨出ࡉれた。⅔跡は白Ⰽ⢓土ሢと↝土ࢡࢵࣟࣈがᩓᅾし

ⅆ─式⅔がቯれた後も౑用ࡉれたᵝな地ᗋ⅔である。୺㍈にἢった南東ቨ㝿には、ධཱྀࡾ部

とࡳられるࢺࢵࣆと㈓蔵✰が᳨出ࡉれている。出土遺≀は、第 143 図１～ 15 であ１、ࡾの

ናはἼ≧᮲⥺が᪋ࡉれている。３～㸳はỿ⥺区⏬と⩚≧⦖ᩥがぢられる。15 の土〇໙⋢は

ᗋ直上からの出土である。

　第 107 号住ᒃ跡（第 150 図）は、第㸷次ㄪᰝ㹀区で᳨出ࡉれた。第 94 号住ᒃ跡と㔜」し

ている。新ᪧ㛵ಀは本住ᒃ跡が第 94 号住ᒃ跡をቯして構⠏ࡉれている。平㠃形は୙ᩚ෇形

を࿊し、᥎ᐃ㛗㍈は 4�2 㹫、▷㍈は 3�78 㹫を る。୺㍈方向は㹌 �62r � 㹕をᣦす。⅔跡

は୺஦㍈中ኸよࡸࡸࡾ北西に地ᗋ⅔が１ᇶ᳨出ࡉれた。୺㍈にἢった南東ቨ㝿には、ධཱྀࡾ

部とࡳられるࢺࢵࣆと㈓蔵✰が᳨出ࡉれている。出土遺≀は、第 150 図１～４であ２、ࡾは

ཱྀ縁部から㢕部にかࡅて㍯✚⑞をṧす⏎である。

　第 110 号住ᒃ跡（第 153 図）は、第㸷次ㄪᰝ㹀区で᳨出ࡉれた。第 113 号住ᒃ跡と㔜」し

ている。新ᪧ㛵ಀは本住ᒃ跡のᗋ㠃が第 113 号住ᒃ跡にቯࡉれている。平㠃形は小ุ形を࿊

し、㛗㍈は 4�3 㹫、▷㍈᥎ᐃは 3�6 㹫を る。୺㍈方向は㹌 �46r � 㹕をᣦす。⅔跡は୺ᰕ

✰の▷㍈⥺のෆഃにⅆ─式⅔が１ᇶ᳨出ࡉれ、ⅆᗋ㠃は⿕⇕◳化が㢧ⴭであった。୺㍈にἢっ

た南東ቨ㝿には、㈓蔵✰が᳨出ࡉれている。出土遺≀は、第 153 図１～４であ１、ࡾの⏎の

ཱྀ၁部は㠃ྲྀࡾが᪋ࡉれている。
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　第 113 号住ᒃ跡（第 156 図）は、第㸷次ㄪᰝ㹀区で᳨出ࡉれた。第 110・111 号、㹆 10 号

住ᒃ跡と㔜」している。新ᪧ㛵ಀは本住ᒃ跡が第 110 号住ᒃ跡をቯし、第 111 号住ᒃ跡にቯ

れている。平㠃形は㝮୸方形を࿊し、㛗㍈ࡉ 4�1 㹫、▷㍈᥎ᐃ 3�8 㹫を る。୺㍈方向は

㹌 �37r � 㹕をᣦす。⅔跡は୺ᰕ✰の▷㍈⥺のෆഃにⅆ─式⅔が１ᇶ᳨出ࡉれ、ⅆᗋ㠃は⿕

⇕◳化が㢧ⴭであった。୺㍈にἢった南東ቨ㝿には、㈓蔵✰が᳨出ࡉれている。出土遺≀は、

第 156 図１～ 7であ２、ࡾのናのཱྀ縁ෆ㠃には᷸ᥥのἼ≧ᩥが᪋ࡉれている。

　第 118 号住ᒃ跡（第 161 図）は、第㸷次ㄪᰝＡ区で᳨出ࡉれた。第 119 号住ᒃ跡と㔜」し

ている。新ᪧ㛵ಀは本住ᒃ跡が第 119 号住ᒃ跡をቯして構⠏ࡉれている。平㠃形は㝮୸方形

を࿊し、㛗㍈ 4�14 㹫、▷㍈ 4�08 㹫を る。୺㍈方向は㹌 �70r � 㹕をᣦす。⅔跡は２ᇶ᳨

出ࡉれ、୺ᰕ✰の▷㍈⥺上のࡸࡸෆഃにⅆ─式⅔があࡾⅆᗋ㠃は⿕⇕◳化が㢧ⴭであった、

ⅆ─から୺㍈⥺の 70 ੉⛬南東に小型の地ᗋ⅔があࡾ↝土のሁ✚はᑡ㔞であった。出土遺≀

は、第 161 図１～４であ１、ࡾのናはᗋ㠃で᳨出ࡉれᩥᵝはỿ⥺区⏬ෆに⩚≧⦖ᩥ、㹑Ꮠ≧

⤖⠇ᩥが᪋ࡉれている。

　第 121 号住ᒃ跡（第 163 図）は、第㸷次ㄪᰝＡ区で᳨出ࡉれた。第 119 号住ᒃ跡と㔜」し、

新ᪧ㛵ಀは本住ᒃ跡が第 119 号住ᒃ跡をቯしている。住ᒃ跡の᥀ࡾ方のࡳの᳨出のためᗋ

㠃、⅔跡がᾘ⁛している。平㠃形は㝮୸㛗方形を࿊し、㛗㍈は 5�7 㹫、▷㍈は 4�45 㹫を る。

୺㍈方向は㹌�78r�㹕をᣦす。出土遺≀は、第163図１～10が᥀ࡾ方そ土中からであ１、ࡾ・

４・㸳の⏎のཱྀ၁部には㠃ྲྀࡾが᪋ࡉれている。

　第 128 号住ᒃ跡（第 170 図）は、第 12 次ㄪᰝ区で༢⊂で᳨出ࡉれている。平㠃形は୙ᩚ

෇形を࿊し、㛗㍈は 4�0 㹫、▷㍈は 3�8 㹫を る。୺㍈方向は୙明である。⅔跡は中ᚰよࡾ

北ഃにⅆ─式⅔が１ᇶ᳨出ࡉれた。ⅆ─の下には地ᗋ⅔がᏑᅾし、地ᗋ⅔からⅆ─式⅔࡬の

స࠼᭰ࡾが☜ㄆࡉれた。南東ቨ㝿には、ฝᖏをᣢつ㈓蔵✰が２ᇶ᳨出ࡉれている。出土遺≀

は、第 170 図１～㸵であ１、ࡾ・㸴の⏎のཱྀ၁部に㠃ྲྀࡾが᪋ࡉれている。

　第 129 号住ᒃ跡（第 171 図）は、第 14 ㄪᰝ区で༢⊂で᳨出ࡉれている。平㠃形は୙ᩚな

㝮୸方形を࿊し、㛗㍈は 3�3 㹫、▷㍈は 3�0 㹫を る。୺㍈方向は㹌 �80r � 㹕をᣦす。⅔

跡は中ᚰよࡾ北ഃに地ᗋ⅔が１ᇶ᳨出ࡉれた。⅔跡ෆには第 171 図１のናの大型◚∦がᇙめ

㎸まれていた。東ቨ㝿には、ฝᖏをᣢつ㈓蔵✰が᳨出ࡉれている。出土遺≀は、第 171 図１

～㸵であ１、ࡾのናはཱྀ縁ෆ㠃に᷸ᥥἼ≧ᩥが３ิ᪋ࡉれている。

　第 138 号住ᒃ跡（第 180 図）は、第 12 次ㄪᰝ区で᳨出ࡉれ、第 27・137 号住ᒃ跡と㔜」

している。新ᪧ㛵ಀは、本住ᒃ跡が第 27 号住ᒃ跡にቨがቯࡉれ、第 137 号住ᒃ跡をቯして

構⠏ࡉれている。平㠃形は⬗がᙇる㝮୸方形を࿊し、㛗㍈は 5�4 㹫、▷㍈は 4�9 㹫を る。

୺㍈方向は㹌 �68r � 㹕をᣦす。⅔跡は୺ᰕ✰の▷㍈⥺のෆഃに地ᗋ⅔が１ᇶ᳨出ࡉれた。

୺㍈にἢった南東ቨ㝿には、ฝᖏをᣢつ㈓蔵✰が᳨出ࡉれている。出土遺≀は、第 180 図１

～ 28 であࡾ、㸴・㸵の⩚≧⦖ᩥをᣢつና◚∦の࡯か、13 のࢣࣁ目ỿ⥺区⏬と่ࢣࣁ✺ᩥを

表したና◚∦、21 ～ 23・25 の⏎のཱྀ၁部に㠃ྲྀࡾが᪋ࡉれている東海系の≉ᚩがぢられる

遺≀もΰᅾしている。

　第 144 号住ᒃ跡（第 186 図）は、第 14 次ㄪᰝ区で᳨出ࡉれた。第 133 号住ᒃ跡、第㸷号

溝と㔜」している。新ᪧ㛵ಀは本住ᒃ跡が第 133 号住ᒃ跡をቯし、第㸷号溝にቯࡉれてい
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る。平㠃形は小ุ形を࿊し、㛗㍈は 7�1 㹫を る。୺㍈方向は㹌 �59r � 㹕をᣦす。⅔跡は

୺ᰕ✰の▷㍈⥺のෆഃにⅆ─式⅔と地ᗋ⅔が㔜」して᳨出ࡉれ、ษࡾ合い㛵ಀから地ᗋ⅔か

らⅆ─式⅔にస࠼᭰ࡾたことが❚࠼る、ⅆ─のⅆᗋ㠃は⿕⇕◳化が㢧ⴭであった。出土遺≀

は、第 186 図１～ 15 であ１、ࡾは⫪部に↓⠇の⦖ᩥᖏが᪋ࡉれるናでᗋ㠃からの出土である。

11 は㗬ṑᩥがᥥかれているናである。14・15 は土〇ᆶ㣭ရである。

　弥生時代後期中葉の後半　下戸塚式とඹに久ヶ原Ⅱ式新ẁ㝵の遺≀が☜ㄆࡉれる住ᒃ跡⩌

である。第㸳、10、12、14、16、30、42、44、50、51、52、58、63、69、77、78、88、92、

95、130、132、142、146 号住ᒃ跡がᑐ㇟で合ィ 23 ㌺が᳨出ࡉれている。

　第㸳号住ᒃ跡（第 53 図）は、第２・㸴次ㄪᰝ区で᳨出ࡉれ、第㸴号住ᒃ跡と㔜」している。

新ᪧ㛵ಀは第２次ㄪᰝの遺構☜ㄆでは本住ᒃ跡が新しい。平㠃形は小型の小ุ形を࿊し、㛗

㍈は 4�1 㹫、▷㍈は 3�5 㹫を る。୺㍈方向は㹌 �87r � 㹕をᣦす。⅔跡中ኸよࡾ北ഃに఩

⨨し地ᗋ⅔が１ᇶ᳨出ࡉれた。୺㍈にἢった南東ቨ㝿には、ධཱྀࡾ部とࡳられるᩳ行ࢺࢵࣆ

が᳨出ࡉれている。出土遺≀は、第 53 図１～ 11 であࡾ、㸴は㍯✚⑞をṧす11・10、⏎ࢹࢼ

もࢹࢼ⏎である。

　第 10 号住ᒃ跡（第 58 図）は、第２次ㄪᰝ区で᳨出ࡉれ、第 11 号住ᒃ跡と㔜」している。

新ᪧ㛵ಀは本住ᒃ跡が第 11 号住ᒃ跡をቯして構⠏ࡉれている。平㠃形は⬗がᙇった㝮୸方

形を࿊し、㛗㍈は 4�15 㹫、▷㍈は 4�0 㹫を る。୺㍈方向は㹌 �60r � 㹕をᣦす。⅔跡は

中ኸよࡸࡸࡾ北西に఩⨨しⅆ─式⅔が１ᇶ᳨出ࡉれた。東ቨにἢって㈓蔵✰が᳨出ࡉれた。

出土遺≀は、第 58 図１～㸵であ１、ࡾのና、４・㸳の⏎は⅔跡からの出土で、３の⬮台部

は⅔跡からయ部は西ቨ㝿から出土し᥋合した。１はࢣࣁ目ỿ⥺区⏬と่ࢣࣁ✺ᩥが᪋ࡉれて

いる。３・４の台௜⏎はཱྀ၁部に㠃ྲྀࡾが᪋ࡉれている。これらの土器は東海系の≉ᚩがࡳ

られる。

　第 12 号住ᒃ跡（第 60 図）は、第２・㸴次ㄪᰝ区で᳨出ࡉれた。後ୡの第㸶号土ᆙと㔜」

している。新ᪧ㛵ಀは本住ᒃ跡が、第㸶号土ᆙにቯࡉれている。平㠃形は小ุ形を࿊し、㛗

㍈は 5�7 㹫、▷㍈は 4�6 㹫を る。୺㍈方向は㹌 �55r � 㹕をᣦす。⅔跡は中ኸよࡸࡸࡾ北

西ഃにⅆ─式⅔、中ኸよࡾ南東ഃに地ᗋ⅔のィ２ᇶが᳨出ࡉれた。ⅆ─のⅆᗋ㠃は⿕⇕◳化

が㢧ⴭであった。୺㍈にἢった南東ቨ㝿には、㈓蔵✰が᳨出ࡉれている。出土遺≀は、第

60 図１～㸴であࡾ、㸳の⏎はཱྀ၁部に㠃ྲྀࡾが᪋ࡉれ、東海系の≉ᚩがࡳられる。

　第 14 号住ᒃ跡（第 62 図）は、第２・㸴次ㄪᰝ区で᳨出ࡉれ、後ୡの㹆１号住ᒃ跡と㔜」

している。新ᪧ㛵ಀは本住ᒃ跡が㹆１号住ᒃ跡にቨをቯࡉれている。平㠃形は୙ᩚ小ุ形を

࿊し、㛗㍈は 5�3 㹫、▷㍈は 4�3 㹫を る。୺㍈方向は㹌 �55r � 㹕をᣦす。⅔跡は中ኸよ

れたが、ⅆ─の下には地ᗋ⅔がᏑᅾし、地ᗋ⅔からⅆ─式ࡉ北西ഃにⅆ─式⅔が᳨出ࡸࡸࡾ

れている。出土ࡉれた。୺㍈にἢった南東ቨ㝿には、㈓蔵✰が᳨出ࡉが☜ㄆ࠼᭰ࡾのస࡬⅔

遺≀は、第 62 図１～㸷であࡾ、㸴の⏎はᗋ㠃直上から◚∦がまとまって出土し、ཱྀ၁部に

は㠃ྲྀࡾが᪋ࡉれている。３の่ࢣࣁ✺ᩥのና◚∦もྵめ東海系の≉ᚩがࡳられる。

　第 16 号住ᒃ跡（第 64 図）は、第２次ㄪᰝ区で᳨出ࡉれ北ഃ⣙半分はㄪᰝ区እにᘏࡧている。

第 15・17 号住ᒃ跡と㔜」し、新ᪧ㛵ಀは本住ᒃ跡が第 15 号住ᒃ跡をษって、第 17 号住ᒃ

跡にቨをቯࡉれている。平㠃形は小ุ形を࿊し、㛗㍈᥎ᐃは 6�5 㹫、▷㍈᥎ᐃは 5�6 㹫を 
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る。୺㍈方向は㹌 �57r �㹕をᣦす。⅔跡は୺ᰕ✰の▷㍈⥺ࡸࡸෆഃにⅆ─式⅔が᳨出ࡉれ、

ⅆ─のⅆᗋ㠃は⿕⇕◳化が㢧ⴭであった。出土遺≀は、第 64 図１～㸳であ２、ࡾ・㸳の⏎

はཱྀ၁部に㠃ྲྀࡾが᪋ࡉれている。４の่ࢣࣁ✺ᩥのና◚∦もྵめ東海系の≉ᚩがࡳられる。

　第 30 号住ᒃ跡（第 77 図）は、第２ㄪᰝ・第㸳次ㄪᰝ㹀区で᳨出ࡉれた。第 47 号住ᒃ跡、

㹀溝、後ୡの第３号溝と㔜」している。新ᪧ㛵ಀは本住ᒃ跡が、第 47 号住ᒃ跡をቯし、㹀

溝の上にᗋ㠃をᙇࡾ住ᒃが構⠏ࡉれている。平㠃形は小ุ形を࿊し、㛗㍈は 7�46 㹫、▷㍈

は 6�42 㹫を る。୺㍈方向は㹌 58r � 㹕をᣦす。⅔跡は３ᇶ᳨出ࡉれ、そのうࡕ一␒大き

なものは୺ᰕ✰の▷㍈⥺のࡸࡸෆഃにⅆ─式⅔が᳨出ࡉれている。௚の２ᇶの地ᗋ⅔は小ࡉ

᪋タのᩳ向ཱྀࡾ土もᑡ㔞であった。୺㍈にἢった南東ቨ㝿には、ฝᖏをᣢつ㈓蔵✰とධ↝ࡃ

れている。出土遺≀は、第ࡉが᳨出ࢺࢵࣆ 77 図１～ 12 であࡾ、㸳・㸴はỿ⥺区⏬ෆに⦖ᩥ

が᪋ࡉれるናである。

　第 42 号住ᒃ跡（第 89 図）は、第２ㄪᰝ・第㸳次ㄪᰝ㹀区で᳨出ࡉれた。第２次ㄪᰝでは

住ᒃの⑞跡が☜ㄆࡉれたのࡳであった。平㠃形は小ุ形を࿊し、㛗㍈は 4�1 㹫を る。୺㍈

方向は㹌 �60r � 㹕をᣦす。⅔跡は中ኸよࡸࡸࡾ北西に఩⨨し地ᗋ⅔１ᇶが᳨出ࡉれた。୺

㍈にἢった南東ቨ㝿には、㈓蔵✰が᳨出ࡉれている。出土遺≀は、第 89 図１～㸷である。

１は山形の⦖ᩥᖏが᪋ࡉれるናであ４、ࡾ・㸳はỿ⥺区⏬ෆに⦖ᩥが᪋ࡉれるናである。㸴

はࢣࣁ目ỿ⥺と่ࢣࣁ✺ᩥが᪋ࡉれている。

　第 44 号住ᒃ跡（第 90 図）は、第２次ㄪᰝ区で᳨出ࡉれ、第 46・33 号住ᒃ跡と㔜」している。

新ᪧ㛵ಀは本住ᒃ跡が第 46 号住ᒃ跡をቯし、第 33 号住ᒃ跡に北東ഃ⣙１㸭３がᗋまでቯࡉ

れている。平㠃形は㝮୸方形を࿊し、㛗㍈は 4�1 㹫、▷㍈᥎ᐃは 3�8 㹫を る。୺㍈方向は

㹌 �65r � 㹕をᣦす。⅔跡は住ᒃ中ᚰよࡸࡸࡾ北西に఩⨨しᴃ෇形の地ᗋ⅔が１ᇶ᳨出ࡉれ

た。出土遺≀は、第 90 図１～３であ２・１、ࡾの⏎はཱྀ၁部に㠃ྲྀࡾが᪋ࡉれている。

　第 50 号住ᒃ跡（第 95 図）は、第４次ㄪᰝ区で᳨出ࡉれ、Ａ溝と㔜」している。新ᪧ㛵ಀ

は土ᒙ᩿㠃のほᐹからも明らかで本住ᒃ跡がＡ溝の上部に構⠏ࡉれている。平㠃形は小ุ形

を࿊し、㛗㍈は 5�28 㹫、▷㍈は 4�6 㹫を る。୺㍈方向は㹌 �34r � 㹕をᣦす。⅔跡は୺

ᰕ✰の▷㍈⥺ࡸࡸෆഃに఩⨨し地ᗋ⅔が１ᇶ᳨出ࡉれ、⅔ෆには第 95 図３のና大型◚∦が

ᇙめ㎸まれていた。୺㍈にἢった南東ቨ㝿には、ฝᖏをᣢつ㈓蔵✰が᳨出ࡉれている。本住

ᒃ跡のそ土は、Ⅳ化≀∦と↝土のሁ✚が住ᒃの北西域にᗈࡃ分ᕸしているため⿕ⅆ⅏住ᒃの

ྍ⬟ᛶがある。出土遺≀は、第 95 図１～ 20 である。３は⅔跡、４の小型ናは㈓蔵✰からの

出土である。その࡯かは、↝土中ࡸそ土中ᒙからの出土遺≀がከࡃを༨めている。10・16・

20などは久ヶ原式の≉ᚩを示している。㸷はཱྀ၁部の㠃ྲྀ17、ࡾは่ࢣࣁ✺ᩥの᪋ᩥによࡾ、

㸷・17 の２点は東海系の≉ᚩがぢられる。

　第 51 号住ᒃ跡（第 96 図）は、第４次ㄪᰝ・第㸳次ㄪᰝ㹀区で᳨出ࡉれた。Ａ溝と㔜」し、

新ᪧ㛵ಀは土ᒙ᩿㠃のほᐹから本住ᒃ跡がＡ溝の上部に構⠏ࡉれている。平㠃形は෇形に近

い㝮୸方形を࿊し、㛗㍈は 3�6 㹫、▷㍈᥎ᐃは 3�6 㹫を る。୺㍈方向は㹌 �62r � 㹕をᣦ

す。⅔跡は中ኸよࡸࡸࡾ北西に఩⨨しⅆ─式⅔が１ᇶ᳨出ࡉれ、⅔跡周辺に第 96 図１・２

のናが出土している。୺㍈にἢった南東ቨ㝿には、㈓蔵✰が᳨出ࡉれている。本住ᒃ跡のᗋ

㠃は、࣮࣒ࣟࢡࢵࣟࣈで㈞ᗋとしているがＡ溝そ土の上にあるため地┙ỿ下し❑ࢇで᳨出ࡉ
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れた。出土遺≀は、第 96 図１～ 15 である。㸴はཱྀ၁部の㠃ྲྀࡾ、㸵・㸷は่ࢣࣁ✺ᩥの᪋

ᩥによࡾ東海系の≉ᚩがࡳられる。

　第 52 号住ᒃ跡（第 97 図）は、第４次ㄪᰝ区で᳨出ࡉれた。住ᒃ跡の大半が⪔సにకいᨩ

஘ࡉれ、㔜」する㹀溝もᾘ⁛しているため新ᪧ㛵ಀは୙明である。平㠃形は⬗がᙇる㝮୸㛗

方形を࿊し、▷㍈は 5�0 㹫を る。୺㍈方向は㹌 �67r � 㹕をᣦす。出土遺≀は、第 97 図

１～ 14 である。㸴の⏎はཱྀ၁部の㠃ྲྀࡾが᪋ࡉれている。

　第 58 号住ᒃ跡（第 102 図）は、第㸳次ㄪᰝ㹀区で᳨出ࡉれた。本住ᒃ跡は⪔సにకうᨩ

஘によࡾቨ、ᗋの一部がᾘኻしておࡾ、第 59 号住ᒃ跡と㔜」している。新ᪧ㛵ಀは土ᒙ᩿

㠃のほᐹから本住ᒃ跡が第 59 号住ᒃ跡をቯして構⠏ࡉれている。平㠃形は㝮୸方形を࿊し、

㛗㍈᥎ᐃは 4�5 㹫、▷㍈᥎ᐃは 4�3 㹫を る。୺㍈方向は㹌 �58r � 㹕をᣦす。⅔跡は୺ᰕ

✰の▷㍈⥺ࡸࡸෆഃに఩⨨し地ᗋ⅔が１ᇶ᳨出ࡉれた。୺㍈にἢった南東ቨ㝿には、ධཱྀࡾ

部のࢺࢵࣆの௚㈓蔵✰が᳨出ࡉれている。出土遺≀は、第 102 図１～㸵である。４・㸳はࣁ

。られるࡳ東海系の≉ᚩがࡾれるናであࡉが᪋ᩥ✺่ࢣ

　第 63 号住ᒃ跡（第 106 図）は、第㸳次ㄪᰝ㹀区で᳨出ࡉれ、第 62 号住ᒃ跡、㹀溝と㔜」

している。新ᪧ㛵ಀは土ᒙ᩿㠃のほᐹから本住ᒃ跡が第 62 号住ᒃ跡にቨをቯࡉれ、㹀溝上

部に構⠏ࡉれている。平㠃形は෇形を࿊し、ᚄ4�0㹫を る。୺㍈方向は㹌�44r �㹕をᣦす。

⅔跡は中ᚰよࡸࡸࡾ北西に఩⨨し地ᗋ⅔が１ᇶ᳨出ࡉれた。出土遺≀は、第 106 図１～㸵で

ある。１・㸵は⅔跡ෆから出土した。１のናはࢣࣁ目ỿ⥺と่ࢣࣁ✺ᩥが᪋ࡉれ、東海系の

≉ᚩがࡳられる。

　第 69 号住ᒃ跡（第 112 図）は、第㸴次ㄪᰝ区で᳨出ࡉれ、第 68 号住ᒃ跡と㔜」している。

新ᪧ㛵ಀは土ᒙ᩿㠃のほᐹから本住ᒃ跡が第 68 号住ᒃ跡をቯして構⠏ࡉれている。平㠃形

は小ุ形を࿊し、㛗㍈は 3�2 㹫、▷㍈は 2�8 㹫を る。୺㍈方向は㹌 �50r � 㹕をᣦす。⅔

跡は中ᚰよࡸࡸࡾ北ഃに఩⨨しᴃ෇形の地ᗋ⅔が１ᇶ᳨出ࡉれた。出土遺≀は、第 112 図１

～㸵である。１・２・４・㸳は⩚≧⦖ᩥが᪋ࡉれるናである。㸵は཮ゅ᭷Ꮝ土〇ရである。

　第 77 号住ᒃ跡（第 120 図）は、第㸴次ㄪᰝ区で᳨出ࡉれた。第４・11・75・76・79 号住

ᒃ跡と㔜」している。新ᪧ㛵ಀは土ᒙ᩿㠃のほᐹから本住ᒃ跡が第 11・75・76・79 号住ᒃ

跡をቯして構⠏ࡉれている。第４号住ᒃ跡との新ᪧは土ᒙほᐹでは୙明である。平㠃形は⬗

がᙇる㝮୸㛗方形を࿊し、㛗㍈は 7�4 㹫を る。୺㍈方向は㹌 �46r � 㹕をᣦす。⅔跡は୺

ᰕ✰の▷㍈⥺ࡸࡸෆഃに఩⨨しⅆ─式⅔が１ᇶ᳨出ࡉれた。出土遺≀は、第 120 図１～ 17

である。㸳のናはࢣࣁ目ỿ⥺区⏬と่ࢣࣁ✺ᩥが᪋ࡉれ、15 のᗈཱྀናは⬗部下半がᙉࡃᒅ

᭤する器形であることから東海系の≉ᚩがࡳられる。

　第 78 号住ᒃ跡（第 121 図）は、第㸴次ㄪᰝ区で᳨出ࡉれた。第㸷号住ᒃ跡と㔜」している。

新ᪧ㛵ಀは土ᒙ᩿㠃のほᐹから本住ᒃ跡が第㸷号住ᒃ跡をቯして構⠏ࡉれている。平㠃形は

୙ᩚ෇形を࿊し、㛗㍈は 3�6 㹫を る。୺㍈方向は㹌 �44r � 㹕をᣦす。⅔跡は中ኸよࡸࡾ

れた。୺㍈にἢった南ቨ㝿には、ฝᖏをᣢつ㈓蔵✰が᳨ࡉ北ഃに఩⨨し地ᗋ⅔が１ᇶ᳨出ࡸ

出ࡉれている。出土遺≀は、第 121 図１～㸶である。４のናは⬗部下半がᙉࡃᒅ᭤する器形

である。

　第 88 号住ᒃ跡（第 131 図）は、第㸶・㸷次ㄪᰝ区で᳨出ࡉれた。㹆 10 号住ᒃ跡と第 89・
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112 号住ᒃ跡と㔜」している。新ᪧ㛵ಀは土ᒙ᩿㠃のほᐹから本住ᒃ跡の上部を㹆 10 号住

ᒃ跡にቯࡉれ、第 89・112 号住ᒃ跡をቯして構⠏ࡉれている。平㠃形は㛗㍈がࡸࡸ▷い小ุ

形を࿊し、㛗㍈は 4�1 㹫、▷㍈は 3�5 㹫を る。୺㍈方向は㹌 �56r � 㹕をᣦす。⅔跡は中

ኸよࡸࡸࡾ北西に఩⨨しⅆ─式⅔が１ᇶ᳨出ࡉれ、ⅆ─の下の地山㠃も⿕⇕で◳化していた。

住ᒃෆの南東ቨ㝿には♟が集中して出土するሙᡤが☜ㄆࡉれた。その♟とඹに第 131 図㸶の

小型ናが出土している。出土遺≀は、第 131 図１～㸷である。２は࣑࢞࢟が᪋ࡉれている㧗

ᆗである。３～㸳はཱྀ၁部の㠃ྲྀࡾが᪋ࡉれている⏎である。

　第 92 号住ᒃ跡（第 135 図）は、第㸶次ㄪᰝ区で᳨出ࡉれた。第 93・94 号住ᒃ跡と㔜」し

ている。新ᪧ㛵ಀは土ᒙ᩿㠃のほᐹから本住ᒃ跡が第 93・94 号住ᒃ跡をቯして構⠏ࡉれて

いる。平㠃形は⬗がᙇる㝮୸方形を࿊し、▷㍈は 4�2 㹫を る。୺㍈方向は㹌 �50r � 㹕を

ᣦす。⅔跡は୺ᰕ✰の▷㍈⥺ࡸࡸෆഃに఩⨨しᴃ෇形の地ᗋ⅔が１ᇶ᳨出ࡉれた。出土遺≀

は、第 135 図１～４である。２のናは⬗部下半がᒅ᭤する器形である。

　第 95 号住ᒃ跡（第 138 図）は、第㸶次ㄪᰝ区で᳨出ࡉれた。第 87 号、㹆 11 号住ᒃ跡と

㔜」している。新ᪧ㛵ಀは土ᒙ᩿㠃のほᐹから本住ᒃ跡が第 87 号住ᒃ跡をቯし、㹆 11 号住

ᒃ跡にቯࡉれている。平㠃形は小ุ形を࿊し、㛗㍈は 5�9 㹫、▷㍈は 4�9 㹫を る。୺㍈方

向は㹌 �35r � 㹕をᣦす。⅔跡は୺ᰕ✰の▷㍈⥺ࡸࡸෆഃに఩⨨し෇形のⅆ─式⅔が１ᇶ᳨

出ࡉれたが、ⅆ─の下はⅆ─のᚄよࡾ一ᅇࡾ大きな᥀ࡾ㎸ࡳがᏑᅾし、᥀ࡾ㎸ࡳᗏ㠃には⿕

⇕⑞がㄆめられ、地ᗋ⅔からⅆ─式⅔࡬のస࠼᭰ࡾが᝿ᐃࡉれる。୺㍈にἢった南東ቨ㝿に

は、ධཱྀࡾ部のࢺࢵࣆの௚㈓蔵✰が᳨出ࡉれている。出土遺≀は、第 138 図１～ 13 である。

１はᲬ≧ᾋᩥをᣢつ」合ཱྀ縁のናである。２は໯≧の土〇ရである。

　第 130 号住ᒃ跡（第 172 図）は、第 12 次ㄪᰝ区で᳨出ࡉれたが、遺構の半分近ࡃが西ഃ

のㄪᰝ区እ࡬ᘏࡧておࡾ、第 131・137 号住ᒃ跡と㔜」している。新ᪧ㛵ಀは土ᒙ᩿㠃のほ

ᐹから本住ᒃ跡が第 137 号住ᒃ跡をቯし、第 131 号住ᒃ跡にቯࡉれている。平㠃形は小ุ形

とࡳられ、▷㍈᥎ᐃは 5�5 㹫を る。୺㍈方向は㹌 �47r � 㹕をᣦす。୺㍈にἢった南東ቨ

㝿には、ฝᖏをᣢつ㈓蔵✰が᳨出ࡉれている。出土遺≀は、第 172 図１～ 10 である。㸳・

㸴のናはࢣࣁ目ỿ⥺と่ࢣࣁ✺ᩥが᪋ࡉれている。１の⏎はཱྀ၁部の㠃ྲྀࡾ後࣑࢟ࢨが᪋ࡉ

れ、ともに東海系の≉ᚩがࡳられる。

　第 132 号住ᒃ跡（第 174 図）は、第 12 次ㄪᰝ区で᳨出ࡉれた。第 133・134 号住ᒃ跡と第

10 号溝と㔜」している。新ᪧ㛵ಀは土ᒙ᩿㠃のほᐹから本住ᒃ跡が第 133・134 号住ᒃ跡と

第 10 号溝をቯして構⠏ࡉれている。平㠃形は小ุ形を࿊し、㛗㍈は 5�8 㹫、▷㍈は 4�7 㹫

を る。୺㍈方向は㹌 �70r � 㹕をᣦす。⅔跡は୺ᰕ✰の▷㍈⥺よࡾෆഃに఩⨨しᴃ෇形の

地ᗋ⅔が１ᇶ᳨出ࡉれた。୺㍈にἢった東ቨ㝿には、㈓蔵✰が᳨出ࡉれた。出土遺≀は、第

174 図１～ 20 である。１・２・㸴のናはࢣࣁ目が᪋ࡉれている。14 ～ 16 の⏎はཱྀ၁部に㠃

。れているࡉが᪋ࡾྲྀ

　第142号住ᒃ跡（第184図）は、第14次ㄪᰝ区で᳨出ࡉれた。第133号住ᒃ跡と㔜」している。

新ᪧ㛵ಀは本住ᒃ跡が第 133 号住ᒃ跡をቯして構⠏ࡉれている。平㠃形は小ุ形を࿊し、㛗

㍈は 6�7 㹫、▷㍈は 5�2 㹫を る。୺㍈方向は㹌 �56r � 㹕をᣦす。⅔跡は୺ᰕ✰の▷㍈⥺

上に఩⨨し෇形のⅆ─式⅔が１ᇶ᳨出ࡉれた。୺㍈にἢった南東ቨ㝿には、ฝᖏをᣢつ㈓蔵
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✰が᳨出ࡉれた。出土遺≀は、第 184 図１～ 20 である。１のናは่✺によࡾỿ⥺区⏬がな

。の⏎であるࢹࢼれている。㸴は࣊ࣛࡉ下から⦖ᩥが᪋ࡾれỿ⥺よࡉ

　第 146 号住ᒃ跡（第 188 図）は、第 14 次ㄪᰝ区で᳨出ࡉれたが、遺構の半分௨上が東ഃ

のㄪᰝ区እ࡬ᘏࡧている。後ୡの第㸷号溝と㔜」している。新ᪧ㛵ಀは土ᒙ᩿㠃のほᐹから

本住ᒃ跡が第㸷号溝によࡾቯࡉれている。平㠃形、つᶍ、୺㍈➼は୙明である。本住ᒃ跡の

ቨ㝿には、↝土がཌࡃሁ✚しているためⅆ⅏住ᒃのྍ⬟ᛶがある。出土遺≀は、第 188 図１

～ 13 である。３のናは่ࢣࣁ✺ᩥが᪋ࡉれている。㸵・㸶の⏎はཱྀ၁部の㠃ྲྀࡾ後࣑࢟ࢨ

が᪋ࡉれている。

　弥生時代後期後半　下戸塚式の新ẁ㝵であࡾ➃末⤖⠇ᩥの遺≀が☜ㄆࡉれる住ᒃ跡⩌であ

る。第 13・19・23・62・96・101・109・104・114 号住ᒃ跡がᑐ㇟で合ィ㸷㌺が᳨出ࡉれている。

　第 13 号住ᒃ跡（第 61 図）は、第２次ㄪᰝ区、第㸷次ㄪᰝＡ区で᳨出ࡉれ図上で᥋合した

が、遺構の北東部分はㄪᰝ区እ࡬ᘏࡧている。第 15 号住ᒃ跡と㔜」している。新ᪧ㛵ಀは

本住ᒃ跡が第 15 号住ᒃ跡のቨをቯしている。平㠃形は小ุ形とࡳられ、㛗㍈᥎ᐃは 5�9 㹫、

▷㍈᥎ᐃは 5�2 㹫を る。୺㍈方向は㹌 �66r � 㹕をᣦす。୺㍈にἢった南東ቨ㝿には、ධ

れ、第ࡉれている。その南のቨ㝿には㈓蔵✰が᳨出ࡉが᳨出ࢺࢵࣆ᪋タのᩳ行ཱྀࡾ 61 図１・

４・㸵は㈓蔵✰とその周辺から出土している。出土遺≀は、第 61 図１～㸵である。１の」

合ཱྀ縁ናࡸ㸳の่ࢣࣁ✺⩚≧ᩥが᪋ࡉれているናなどが出土している。

　第 19 号住ᒃ跡（第 67 図）は、第２次ㄪᰝ区、第㸷次ㄪᰝ㹀区で᳨出ࡉれ、第 20・24 号

住ᒃ跡と㔜」している。新ᪧ㛵ಀは本住ᒃ跡が第 20・24 号住ᒃ跡をቯして構⠏ࡉれている。

平㠃形は㝮୸㛗方形を࿊し、㛗㍈は 5�0 㹫、▷㍈は 4�3 㹫を る。୺㍈方向は㹌 �54r � 㹕

をᣦす。⅔跡は୺ᰕ✰の▷㍈⥺上の中ᚰに఩⨨したⅆ─式⅔が１ᇶ、そのⅆ─式⅔と᥋する

ように中ᚰ㍈⥺南東ഃに地ᗋ⅔が１ᇶ᳨出ࡉれた。୺㍈にἢった東ቨ近ࡃには、ධཱྀࡾ᪋タ

のᩳ行ࢺࢵࣆが᳨出ࡉれている。ྠࡃࡌ東ቨ㝿には、ฝᖏをᣢつ㈓蔵✰が᳨出ࡉれている。

出土遺≀は、第 67 図１～㸷であ４、ࡾ・㸵・㸶は」合ཱྀ縁のናである。

　第 23 号住ᒃ跡（第 69 図）は、第２次ㄪᰝ区で᳨出ࡉれ、第 20・ 21 号住ᒃ跡と㔜」して

いる、新ᪧ㛵ಀは本住ᒃ跡が第 20・ 21 号住ᒃ跡をቯして構⠏ࡉれている。平㠃形は㝮୸方

形を࿊し、㛗㍈は 5�2 㹫、▷㍈は 4�7 㹫を る。୺㍈方向は㹌 �14r � 㹕をᣦす。⅔跡は୺

ᰕ✰の▷㍈⥺よࡸࡸࡾෆഃに఩⨨した地ᗋ⅔が１ᇶ᳨出ࡉれた。住ᒃ中ኸよࡾ南東ഃのࢵࣆ

られ、その上部には第ࡳが㈓蔵✰とࢺ 69 図１の台௜⏎一ಶయが出土している。出土遺≀は、

第 69 図１～３であ１、ࡾの台௜⏎の௚、２のናは่ࢣࣁ✺ᩥが᪋ࡉれている。

　第 62 号住ᒃ跡（第 105 図）は、第㸳次ㄪᰝ㹀区で᳨出ࡉれたが、⣙１㸭３が⪔సによࡾ

ᗋ㠃までᨩ஘ࡉれている。第 63 号住ᒃ跡、㹀溝、後ୡの第３号溝、第㸵号溝と㔜」している。

新ᪧ㛵ಀは土ᒙほᐹから本住ᒃ跡が第 63 号住ᒃ跡のቨをቯし、㹀溝上部に構⠏ࡉれておࡾ、

㹀溝Ѝ第 63 号住ᒃ跡Ѝ第 62 号住ᒃ跡（ᪧЍ新）となっている。平㠃形は小ุ形を࿊し、㛗

㍈᥎ᐃは 6�4 㹫を る。୺㍈方向は㹌 �55r � 㹕をᣦす。⅔跡は中ኸよࡾ北東ഃに఩⨨し୙

ᩚ෇形の地ᗋ⅔が１ᇶ᳨出ࡉれた。出土遺≀は、第 105 図１～㸴である。１はཱྀ縁の下に⛸

をᣢつ器形のናである。３のናは่ࢣࣁ✺⩚≧ᩥが᪋ࡉれている。

　第 101 号住ᒃ跡（第 144 図）は、第㸶次ㄪᰝ区で᳨出ࡉれ、第 102 号住ᒃ跡、㹆 13 号住
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ᒃ跡と㔜」している。新ᪧ㛵ಀは土ᒙほᐹから本住ᒃ跡が第 102 号住ᒃ跡をቯし、㹆 13 号

住ᒃ跡に半分⛬ቯࡉれている。平㠃形は㝮୸㛗方形を࿊し、▷㍈は 4�5 㹫を る。୺㍈方向

は㹌 �57r � 㹕をᣦす。⅔跡は୺ᰕ✰の▷㍈⥺のෆഃに఩⨨し、半分が㹆 13 号住ᒃ跡にቯ

れた。出土遺≀は、第ࡉれたⅆ─式⅔が１ᇶ᳨出ࡉ 144 図１～ 10 であ３、ࡾのና◚∦はỿ

⥺区⏬ෆに⩚≧⦖ᩥが᪋ࡉれている。

　第 96 号住ᒃ跡（第 139 図）は、第㸶次ㄪᰝ区で᳨出ࡉれ、本住ᒃ跡の北東ഃ上部に後ୡ

の第㸵号溝が㉮っている。平㠃形は⬗がᙇる㝮୸㛗方形を࿊し、㛗㍈は 4�8 㹫、▷㍈は 4�3

㹫を る。୺㍈方向は㹌 �34r � 㹕をᣦす。⅔跡は୺ᰕ✰の▷㍈⥺上のෆഃに఩⨨するⅆ─

式⅔が᳨出ࡉれたが、ⅆ─の下には地ᗋ⅔がᏑᅾし、地ᗋ⅔からⅆ─式⅔࡬のస࠼᭰ࡾが

☜ㄆࡉれた。୺㍈にἢった東ቨ㝿には、ฝᖏをᣢつ㈓蔵✰が᳨出ࡉれている。出土遺≀は、

第 139 図１～ 10 であ１、ࡾのናは㈓蔵✰ཬࡧᗋ㠃から出土した、ࢣࣁ目後࣑࣊ࣛ࢞࢟ࡉれ、

⬗部下半でᙉࡃᒅ᭤しᗏ部となるためᒅ᭤部に⛸⥺がࡳられる。３はཱྀ縁部から㢕部に㍯✚

⑞をṧす⏎である。

　第 109 号住ᒃ跡（第 152 図）は、第㸷次ㄪᰝ㹀区で᳨出ࡉれ、第 99 号住ᒃ跡と㔜」している。

新ᪧ㛵ಀは土ᒙほᐹから本住ᒃ跡が第 99 号住ᒃ跡をቯして構⠏ࡉれている。平㠃形は㝮୸

㛗方形を࿊し、㛗㍈は 5�0 㹫、▷㍈は 4�4 㹫を る。୺㍈方向は㹌 �50r � 㹕をᣦす。⅔跡

は୺ᰕ✰の▷㍈⥺のෆഃに఩⨨するⅆ─式⅔が᳨出ࡉれたが、ⅆ─の下にはᴃ෇形の地ᗋ⅔

が㔜」してᏑᅾし、地ᗋ⅔からⅆ─式⅔࡬のస࠼᭰ࡾが☜ㄆࡉれた。୺㍈にἢった東ቨ㝿に

は、ධཱྀࡾ部のࢺࢵࣆの௚、㈓蔵✰が᳨出ࡉれている。出土遺≀は、第 152 図１～ 18 であࡾ、

１・２のናには⩚≧⦖ᩥの௚㹑Ꮠ≧⤖⠇ᩥが᪋ࡉれている。３のናは඲యにࢣࣁ目後一部に

࣑࣊ࣛ࢞࢟が᪋ࡉれている。

　第 104 号住ᒃ跡（第 147 図）は、第㸶次ㄪᰝ区で᳨出ࡉれたが、⣙１㸭３が東ഃのㄪᰝ区

እにᘏࡧている。第 102 号住ᒃ跡と㔜」している。新ᪧ㛵ಀは土ᒙほᐹから本住ᒃ跡が第

102 号住ᒃ跡をቯして構⠏ࡉれている。平㠃形は㝮୸㛗方形を࿊し、▷㍈は 6�3 㹫を る。

୺㍈方向は㹌 48r � 㹕をᣦす。⅔跡は୺ᰕ✰の▷㍈⥺のෆഃに఩⨨するⅆ─式⅔が᳨出ࡉ

れたが、ⅆ─の下にはᴃ෇形の地ᗋ⅔が㔜」してᏑᅾし、地ᗋ⅔からⅆ─式⅔࡬のస࠼᭰ࡾ

が☜ㄆࡉれた。出土遺≀は、第 147 図１～㸵であ１、ࡾは」合ཱྀ縁のናである。４は⅔跡と

ᗋ㠃から出土したࢹࢼが᪋ࡉれる⏎である。

　第 114 号住ᒃ跡（第 157 図）は、第㸷次ㄪᰝ㹀区で᳨出ࡉれ、第 24 号、第 115 号住ᒃ跡

と㔜」している。新ᪧ㛵ಀは土ᒙほᐹから本住ᒃ跡が第 24 号、第 115 号住ᒃ跡をቯして構

⠏ࡉれている。平㠃形は෇に近い㝮୸方形を࿊し、㛗㍈は 5�5 㹫、▷㍈は 5�1 㹫を る。୺

㍈方向は㹌 �53r � 㹕をᣦす。⅔跡は୺ᰕ✰の▷㍈⥺のෆഃに఩⨨するⅆ─式⅔が᳨出ࡉれ

た。୺㍈にἢった東ቨ㝿には、ධཱྀࡾ部のࢺࢵࣆの௚、ฝᖏをᣢつ㈓蔵✰が᳨出ࡉれている。

出土遺≀は、第 157 図１～㸴であ３、ࡾのናには⩚≧⦖ᩥの௚㹑Ꮠ≧⤖⠇ᩥが᪋ࡉれている。
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  午王山遺跡では、弥生時代のࠕ㹔Ꮠ≧ࠖの溝がྛㄪᰝ地点で᳨出ࡉれ遺構␒号が௜ࡉれて

いたが、本⥲ᣓሗ࿌᭩をまとめるにあたࡾ遺跡のෆഃを廻る溝をＡ溝（ᪧ第１・２号溝）、

そのእഃを廻る溝を㹀溝（ᪧ第㸴号溝）とし、㹀溝よࡾ西ഃで᳨出ࡉれた溝を㹁溝（ᪧ第㸳

号溝）と新たに遺構ྡの᣺࠼᭰ࡾを行った。

　Ａ溝第２次調査（１号溝）（第 191・194 図）

  Ａ溝は、第２次ㄪᰝ区の東ഃ平ᆠ部で᳨出ࡉれた。溝の᩿㠃形は㹔Ꮠ≧を࿊し、幅 2�2 㹫、

ࡉ῝ 1�3 㹫を る。ᗏ㠃幅も 0�4 㹫⛬で⊃ࡃ、Ⓨ᥀సᴗを行うことがᅔ㞴であった。出土

遺≀は、第 194 図１～ 24 がそ土から出土した、１・３は่ࢣࣁ✺ᩥを᪋すናである。13・

15・17・19・20 のཱྀ၁部にはࢣࣁ目で㠃ྲྀࡾが᪋ࡉれた⏎である。23・24 は下ᒙから出土し、

᷸ᥥ⡘≧ᩥが᪋ࡉれた岩鼻式のናである。

　Ａ溝第５次調査Ａ区（１号溝）（第 191・195 図）

　Ａ溝は、第㸳次ㄪᰝＡ区で平ᆠ部分で᳨出ࡉれた。第２次ㄪᰝ区東ഃから᥋⥆する溝で、

東にある㔠Ἠ寺との地ቃ࡬ᘏࡧ、遺構上㠃は⪔సにకう᰿ษࡾ溝によࡾቯࡉれている。溝の

᩿㠃形は㹔Ꮠ≧を࿊し、幅 2�1 㹫、῝ࡉ 1�2 㹫を る。ᗏ㠃幅も 0�3 㹫⛬である。出土遺≀

はᑡなࡃ、第 195 図１～ 14 がそ土から出土した。２はࢣࣁ目ỿ⥺区⏬と่ࢣࣁ✺ᩥが᪋ࡉ

れたናである。14 はཱྀ၁部にはࢣࣁ目で㠃ྲྀࡾが᪋ࡉれた⏎である。

　Ａ溝第 10 次調査（１号溝）（第 191・205 図）

　Ａ溝は、第 10 次ㄪᰝ区で道㊰ᣑ幅部分のㄪᰝで、第２次ㄪᰝ区東ഃのＡ溝と᥋する部分

である。㹀溝とは⣙ 12 㹫㞳れている。溝の᩿㠃形は㹔Ꮠ≧を࿊し、幅 2�3 㹫、῝ࡉ 1�1 㹫

を る。ᗏ㠃幅も 0�3 㹫⛬で⊃ࡃ、Ⓨ᥀సᴗを行うことがᅔ㞴であった。出土遺≀は、第

205 図１～㸵がそ土中ᒙから出土した、１は弥生時代中期後半の⏎である。３の⏎はࢣࣁ目

が᪋ࡉれるが、⬗部下半に᥋合のẁᕪをṧし、ẁᕪよࡾ下部のࢣࣁ目はなでたᵝにὸࡃ௜い

ている。

　Ａ溝第 11 次調査（１号溝）（第 191・196 図）

  Ａ溝は、第 10 次ㄪᰝの┒土ಖᏑ部分から᥋するように第 11 次ㄪᰝ区をᩳめに通᳨ࡾ出ࡉ

れた。遺構上㠃にはዉⰋ時代の住ᒃ跡が２㌺᳨出ࡉれ、溝の上部はቯࡉれている。Ａ溝の᩿

第２節　弥生時代環濠と遺物 

㸯 ྕ ⁁ 㸱 ḟ 㸴 ྕ ⁁

㸰 ྕ ⁁ 㸲 ḟ 㸴 ྕ ⁁

㸱 ḟ 㸰 ྕ ⁁ 㸳 ḟ 㹀 ༊ 㸴 ྕ ⁁

㸲 ḟ 㸰 ྕ ⁁ 1 0ḟ 㸴 ྕ ⁁

㸳 ḟ 㸿 ༊ 㸯 ྕ ⁁ 2ḟ 㸳 ྕ ⁁

㸳 ḟ 㹀 ༊ 㸰 ྕ ⁁ 1 3ḟ 㸳 ྕ ⁁

㸵 ḟ 㸰 ྕ ⁁

1 0ḟ 㸯 ྕ ⁁

1 1ḟ 㸯 ྕ ⁁
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㠃形は㹔Ꮠ≧を࿊し、幅 2�4 㹫、῝ࡉ 1�15 㹫を る。ᗏ㠃幅も 0�25 㹫⛬で⊃ࡃ、Ⓨ᥀సᴗ

を行うことがᅔ㞴であった。出土遺≀は、第 196 図１～ 52 がそ土から出土した、１は弥生

時代中期後半のናとᛮわれ、15 もྠ時期の⏎とࡳられる。３・11・14・47・48 は่ࢣࣁ✺

ᩥが᪋ࡉれるናで、25 は㧗ᆗである。

　Ａ溝第２次調査（２号溝）（第 192・197 図）

  Ａ溝は、第２次ㄪᰝ区の台地中ኸから西ᐤࡾの平ᆠ部で᳨出ࡉれた。溝の᩿㠃形は㹔Ꮠ≧

を࿊し、最大幅 3�0 㹫、最大῝ࡉ 1�6 㹫を る。ᗏ㠃幅も 0�3 㹫⛬で⊃ࡃ、̔̀ 、もあるためࡉ

Ⓨ᥀సᴗを行うことがᅔ㞴であった。本溝よࡾእഃの西࡬⣙㸵㹫の఩⨨に㹀溝が఩⨨しඹに

ྠ方向で୪行して᳨出ࡉれている。出土遺≀は、ᑡなࡃ第 197 図１～㸵がそ土から出土した、

１・２はࢣࣁ目が᪋ࡉれるናである。３・４は㢕部と⫪部のቃにẁᕪをᣢࡕそのẁᕪ部から

。れたናであるࡉが᪋ᩥ✺่ࢣࣁ

　Ａ溝第３次調査（２号溝）（第 192・198 図）

  Ａ溝は、第３次ㄪᰝ区の台地平ᆠ部とᩳ㠃にኚ化するቃ⏺⥺上で平ᆠ㠃にἢうように東西

方向に᳨出ࡉれた。溝の᩿㠃形は㹔Ꮠ≧を࿊し、最大幅 2�3 㹫、最大῝ࡉ 1�0 㹫を る。ᗏ

㠃幅も 0�3 㹫⛬で⊃ࡃ、Ⓨ᥀సᴗを行うことがᅔ㞴であった。ྠࡌㄪᰝ区の南➃では、Ａ溝

እഃから⣙ 14 㹫㞳れた⦆ᩳ㠃部に、ẚ㧗ᕪ⣙ 1�4 㹫下がってＡ溝と୪行するように㹀溝が

᳨出ࡉれている。出土遺≀はከࡃ、第 198 図１～ 40 がそ土中ᒙから出土した。１・㸵・㸶・

10 のናはỿ⥺区⏬ෆに⩚≧⦖ᩥが᪋ࡉれるናである。10 のᗈཱྀናは、第３次ㄪᰝの㹀溝出

土◚∦と᥋合した。２・11・32・34 は่ࢣࣁ✺⩚≧ᩥが᪋ࡉれたናで、２・11 はỿ⥺も่

✺である。33・38 は㹑Ꮠ≧⤖⠇ᩥが᪋ࡉれているናである。26 は出土౛が⌋しい㖡㚫形土

〇ရで、⣣がḞኻしているが๤落⑞がしっかࡾほᐹできる。

　Ａ溝第４次調査（２号溝）（第 192・199・200 図）

  Ａ溝は、第４次ㄪᰝ区の平ᆠ部で☜ㄆࡉれ、北ഃの第２次ㄪᰝ区から直⥺ⓗに南ഃ࡬ᘏࡧ

てきたＡ溝がこの第４次ㄪᰝ区で東ഃに大きࣈ࣮࢝ࡃして東ഃの第㸵次ㄪᰝ区に᥋⥆するᵝ

に᳨出ࡉれた。第 50・51 号住ᒃ跡と㔜」し、本溝との新ᪧ㛵ಀは、２㌺の住ᒃ跡のᗋ㠃が

本溝の上部をቯしている。溝の᩿㠃形は㹔Ꮠ≧を࿊し、最大幅 3�2 㹫、最大῝ࡉ 1�4 㹫を 

る。ᗏ㠃幅も 0�3 㹫⛬で⊃ࡃ、Ⓨ᥀సᴗを行うことがᅔ㞴であった。ྠࡌㄪᰝ区の、Ａ溝እ

ഃから西࡬⣙ 8�0 㹫㞳れたሙᡤでＡ溝と୪行するように㹀溝も࣮࢝ࣈをᥥき᳨出ࡉれてい

る。出土遺≀は第 199・200 図１～ 72 がそ土中ᒙからከ㔞に出土した。≉に第 50 号住ᒃ跡

下の中ᒙからは↝土の分ᕸと東海系の第 199 図 29 のና、第 199 図 31 の台௜⏎が出土してい

る。11・29・64・65・67 は่ࢣࣁ✺⩚≧ᩥが᪋ࡉれたናで、31・36 ～ 41・43 はཱྀ၁部がࣁ

れている⏎でናとඹに東海系の≉ᚩがぢられる。30ࡉࡾᕤලで㠃ྲྀ≦ࢣ はそ土中よࡾ出土

した㟷㖡〇の㖡㔲である。㖡㔲はṧᏑᚄから小ࡉめな༳㇟であるが、㔠ᒓ〇ရのためṍࢇで

いることも⪃࠼られる。

　Ａ溝第５次調査Ｂ区（２号溝）（第 192・201・202 図）

  Ａ溝は、第㸳次ㄪᰝ㹀区で台地の平ᆠ部で☜ㄆࡉれ、北ഃの第２次ㄪᰝ区から直⥺ⓗにᘏ

れた。第ࡉてきて第４次ㄪᰝ区と᥋⥆するᵝに᳨出ࡧ 51 号住ᒃ跡が本溝の上に஌っている。

溝の᩿㠃形は㹔Ꮠ≧を࿊し、幅 2�8 㹫、最大῝ࡉ 1�7 㹫を る。ᗏ㠃幅も 0�1 ～ 0�3 㹫⛬で
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⊃い部分もあった。ྠࡌㄪᰝ区の、Ａ溝እഃから西࡬⣙ 7�2 㹫㞳れたሙᡤでＡ溝と୪行する

ように㹀溝も直⥺ⓗに᳨出ࡉれている。出土遺≀は第 201・202 図１～ 81 がそ土中ᒙからከ

㔞に出土した。㸴・14・18・77 ～ 81 は่ࢣࣁ✺⩚≧ᩥが᪋ࡉれたናである。29 ～ 31・33・

34 はཱྀ၁部がࢣࣁ≧ᕤලで㠃ྲྀࡉࡾれている⏎である。47・48 は⬗部下半のᒅ᭤がᙉい㖊

形土器で東海系のናの下半部とྠᵝの器形である。63 はそ土中よࡾ出土した㖡㚫形土〇ရ

で、本య୧ഃに㫅が௜ࡉれている。

　Ａ溝第 7次調査（２号溝）（第 192・203・204 図）

　Ａ溝は、第３次ㄪᰝ区・第４次ㄪᰝ区・第㸴次ㄪᰝ区に᥋してᅖまれる఩⨨で☜ㄆࡉれ、

台地平ᆠ部と⦆ᩳ㠃にኚ化するቃ⏺⥺上で᳨出ࡉれた。溝南ഃのቨ上部と西ഃ部分は㐣ཤの

造成でᾘ⁛している。ወ跡ⓗに西➃の第４次ㄪᰝ区と᥋するሙᡤはṧᏑしていたためᪧ地形

にేせ࣮࢝ࣈすることが᥎ できた。溝の᩿㠃形は㹔Ꮠ≧を࿊し、最大幅2�1㹫、最大῝1�3ࡉ

㹫を る。ᗏ㠃幅も 0�25 㹫⛬で⊃ࡃ、Ⓨ᥀సᴗを行うことがᅔ㞴であった。出土遺≀は第

203・204 図１～ 67 がそ土中ᒙからከ㔞に出土した。１・㸳・㸷・36・37 は่ࢣࣁ✺⩚≧ᩥ

が᪋ࡉれたናで、44 ～ 46 はཱྀ၁部がࢣࣁ≧ᕤලで㠃ྲྀࡉࡾれている⏎でናとඹに東海系の

≉ᚩがぢられる。３・10・32 ～ 35 のናはỿ⥺区⏬ෆに⩚≧⦖ᩥが᪋ࡉれるናである。67 は

そ土中ᒙから出土した㖡㚫形土〇ရである。ࡰ࡯完形であるが㫅部がḞኻするが、㫅の๤落

⑞がᕥྑにしっかࡾと☜ㄆできる。本遺跡Ａ溝出土は３౛目である。

　Ｂ溝第３次調査（６号溝）（第 192・206 図）

　㹀溝は、第３次ㄪᰝ区の⦆ᩳ㠃で᳨出ࡉれ、Ａ溝と⣙ 14 㹫㞳れているがྠࡌ方向で୪行

に㉮っている。ㄪᰝ区の୧➃は㐣ཤの造成によࡾᾘ⁛している。溝の᩿㠃形は㹔Ꮠ≧を࿊し、

最大幅 1�4 㹫、最大῝ࡉ 0�8 㹫を る。ᗏ㠃幅も 0�15 ～ 0�36 㹫で⊃い。出土遺≀は、ᑡな

第ࡃ 206 図 41 ～ 47 の㸵点の௚Ａ溝出土第 198 図 10 の◚∦１点が㹀溝そ土中ᒙから出土し

᥋合した。

  Ｂ溝第４次調査（６号溝）（第 192・207 図）

  㹀溝は、第４次ㄪᰝ区の台地平ᆠ部で☜ㄆࡉれ、北ഃの第２次ㄪᰝ区から直⥺ⓗに南ഃ࡬

ᘏࡧてきた㹀溝がこの第４次ㄪᰝ区で東ഃに࣮࢝ࣈして東の第３次ㄪᰝ区㹀溝に᥋⥆すると

られる。溝の᩿㠃形は㹔Ꮠ≧を࿊し、最大幅ࡳ 1�8㹫、最大῝ࡉ 0�9㹫を る。ᗏ㠃幅も 0�15

～ 0�28 㹫⛬で⊃ࡃ、Ⓨ᥀సᴗを行うことがᅔ㞴であった。ྠࡌㄪᰝ区の、Ａ溝እഃから西

⣙࡬ 8�0 㹫㞳れたሙᡤでＡ溝と୪行するように㹀溝も࣮࢝ࣈをᥥき᳨出ࡉれている。出土遺

≀は第 207 図１～㸴がそ土中ᒙからに出土した。４・㸴はࢣࣁ目ỿ⥺区⏬が᪋ࡉれたናであ

る。

  Ｂ溝第５次調査Ｂ区（６号溝）（第 192・208 図）

  㹀溝は、第㸳次ㄪᰝ㹀区で平ᆠ部分で᳨出ࡉれた。第２次ㄪᰝ区から᥋⥆する溝で、直⥺

ⓗにᘏࡧ、第４次ㄪᰝ区と᥋⥆すると⪃࠼られる。本溝は第 30・62・63 号住ᒃ跡と㔜」し、

住ᒃ跡は本溝の上部をቯして構⠏ࡉれている。溝の᩿㠃形は㹔Ꮠ≧を࿊し、幅1�2㹫、̔̀ 0�9ࡉ

㹫を る。ᗏ㠃幅も 0�2 㹫⛬である。ྠࡌㄪᰝ区のＡ溝とは⣙ 7�2 㹫㞳れた間㝸で㹀溝も୪

行するように᳨出ࡉれている。出土遺≀はᑡなࡃ、第 208 図１・２がそ土から出土した。
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  Ｂ溝第２次調査（６号溝）（第 192 図）

  㹀溝は、第２次ㄪᰝ区の台地中ኸから西ᐤࡾの平ᆠ部で᳨出ࡉれ、ྠㄪᰝ区のＡ溝のእഃ

から西⣙㸵㹫に఩⨨し、方向もྠࡃࡌ୪行している。本溝は直⥺ⓗにᘏࡧ、第㸳次ㄪᰝ㹀区

と᥋⥆する。本溝は第 25・30 号住ᒃ跡と㔜」し、住ᒃ跡は本溝の上部をቯして構⠏ࡉれて

いる。溝の᩿㠃形は㹔Ꮠ≧を࿊し、幅 1�0 㹫、̔̀ ࡉ 0�6 㹫を る。ᗏ㠃幅も 0�2 㹫⛬である。

図示できた遺≀はない。

  Ｂ溝第 10 次調査（６号溝）（第 191・209 図）

  㹀溝は、第 10 次ㄪᰝ区の道㊰ᘓタ部分で᳨出ࡉれ、ྠㄪᰝ区のＡ溝のእഃ⣙ 12 㹫に఩⨨

し、方向もྠࡃࡌ୪行している。本溝は、上部が⪔సによࡾቯࡉれているため溝の平㠃はᔂ

れているが本来は⦆ࣈ࣮࢝ࡃしている。部分である。溝の᩿㠃形は㹔Ꮠ≧を࿊し、最大幅1�8

㹫、῝ࡉ 0�95 㹫を る。ᗏ㠃幅も 0�3 㹫⛬で⊃ࡃⓎ᥀సᴗを行うことがᅔ㞴であった。出

土遺≀は、第 209 図１～㸳がそ土中ᒙから出土した。

  Ｃ溝第２・13 次調査（５号溝）（第 193・210 図）

　㹁溝は、第２次ㄪᰝの道㊰ᘓタと第 13 次ㄪᰝの道㊰ᣑᙇ部分で᳨出ࡉれた。台地の⦆ᩳ

㠃部分に఩⨨し、Ａ溝እഃから⣙ 65 㹫㞳れている。本溝は、上部が⪔సなどによࡾቯࡉれ

ているため溝の平㠃はᔂれているが、᩿㠃形、そ土のほᐹなどで弥生時代の遺構である。溝

の᩿㠃形は㹔Ꮠ≧を࿊し、最大幅 1�8 㹫、῝ࡉ 1�2 㹫を る。ᗏ㠃幅も 0�2 㹫⛬で⊃ࡃ、Ⓨ

᥀సᴗを行うことがᅔ㞴であった。出土遺≀は、第 210 図１～３がそ土中から出土した。ま

た、本溝の南方向のᓴの࣮࣒ࣟ㠃では、㹔Ꮠの遺構そ土がほᐹࡉれることから、この⊂❧ୣ

の⦆ᩳ㠃にἢって㹁溝がᘏ㛗していることが᥎ᐃࡉれる。

  Ａ溝・Ｂ溝・Ｃ溝について（第 190 図）

  午王山遺跡は、⊂❧したୣであるが、北ഃがᛴഴᩳのᓴ地、南ഃのᪧ地形では北ഃよࡾ⦆

いᩳᗘのᩳ㠃であった。東ഃには、縁㉳が平安期まで㐳る㔠Ἠ寺があࡾ、寺㝔と墓地の造成

によࡾᪧ地形はᛴഴᩳ地であったとᛮわれるが、⌧ᅾは墓地によࡾ㝵ẁ≧のᩳ㠃となってい

る。

　Ａ溝は、第２・３・４・㸳・㸵・10・11 次ㄪᰝ区で᳨出ࡉれ、ᾘኻ部をྵ᳨ࡴ出᥎ᐃ

㛗は⣙ 775 㹫、最大幅 3�2 㹫、最大῝ 1�7 㹫である。第２次ㄪᰝ区北ഃの地␒新倉３丁目

2829̺１地点の宅地造成の☜ㄆㄪᰝでは、北ഃᩳ㠃までᘏ㛗が☜ㄆࡉれているが、ᩳ㠃の

上部をᕠるのか、下るのかは☜ㄆࡉれていない。第㸳次ㄪᰝＡ区の北ഃ、地␒新倉３丁目

2811̺１地点（北ഃᛴഴᩳ地）の☜ㄆㄪᰝでは、Ａ溝のᘏ㛗とࡳられる溝とᩳ㠃上部の⦆ᩳ

㠃部をᶓษるようにᕠる溝が☜ㄆࡉれ、Ａ溝は遺跡の北ഃ⦆ᩳ㠃上部を廻る環濠と᥎ᐃࡉれ

る᰿ᣐでもある。

　㹀溝は、第２・３・４・㸳・10 次ㄪᰝ区で᳨出ࡉれ、ᾘኻ部をྵ᳨ࡴ出᥎ᐃ㛗は⣙ 790

㹫、最大幅 1�8 㹫、最大῝ 0�95 㹫である。Ａ溝よࡾ幅、῝ࡉともᩘ್がపࡃ小ࡾࡪである。

Ａ溝እഃにἢってᖖに୪行に᳨出ࡉれ、出土遺≀はᑡないがＡ溝とྠ時期の遺≀（第 206・

207・208・209 図）が溝そ土から出土している。第２次ㄪᰝ区北ഃの地␒新倉３丁目 2829�

１地点の宅地造成の☜ㄆㄪᰝでも、Ａ溝と୪行に☜ㄆࡉれているが、北ഃᩳ㠃部の方向ᛶは

୙明である。また第 10 次ㄪᰝ区でも、Ａ溝と୪行に᳨出ࡉれ、ᘼ≧にᘏఙする方向ᛶもྠ
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ᵝで東の墓地ഃ࡬ᘏࡧる形である。しかし、墓地ഃはᩳ㠃が㝵ẁ≧に造成ࡉれ㹀溝はᾘ⁛し

てしまっているとᛮわれる。

  㹁溝は、第２・13 次ㄪᰝ区で᳨出ࡉれ、㛗ࡉは㸵㹫、最大幅 1�8 㹫、最大῝ 1�2 㹫である。

᳨出ሙᡤは、平ᆠ㠃からẚ㧗ᕪは⣙ 2�6 㹫下った⦆ᩳ㠃上でᶆ㧗 22 㹫の➼㧗⥺にἢうよう

にᘏ㛗が᥎ᐃࡉれる。Ａ・㹀溝とは廻る఩⨨が㐪うので、環≧となるのか、᮲濠となるのか

は⌧ᅾのところ୙明である。
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 （１）第１次調査方形周溝墓（第 211 図）

  第１次ㄪᰝ区では、遺跡の東南ഃの地区で遺跡の平ᆠ部分よࡸ⦅ࡾかにഴᩳする⦆ᩳ㠃の

尾᰿≧の部分に３ᇶがまとまって᳨出ࡉれた。第 10 次ㄪᰝで᳨出ࡉれているＡ溝、㹀溝よ

。れているࡉእഃで᳨出ࡾ

  第１号方形周溝墓（第 212 図）  第１号方形周溝墓は、南ഃの溝を第２号方形周溝墓の北

ഃ溝とඹ᭷するように㔜」している。北ഃ、東ഃ、南ഃの⊂❧した３本の溝がṧᏑし、四㝮

がษれる周溝墓を࿊しているが、⪔సによるᨩ஘・๐平がⴭしࡃ、୺య部ࡸ西ഃの溝など

ᾘኻしているため、周溝が඲周するか、四㝮がษれるかは୙明である。南溝と北溝との幅か

らࡳて、一辺が⣙ 11�4 㹫の方形周溝墓で、溝の῝ࡉは南ഃ溝が最大で☜ㄆ㠃から 15 ੉であ

る。୺㍈方向は⣙㹌 �11r � 㹕である。出土遺≀は᳨出ࡉれなかった。第２号方形周溝墓と

の新ᪧ㛵ಀは、᥋⥆している溝の土ᒙほᐹでは、ᨩ஘がⴭしࡃ୙明である、しかし本方形周

溝墓は、環濠集落に近いことと、南ഃ溝のඹ᭷を意㆑していることで、第２号方形周溝墓よ

。ඛ行すると᥎ しているࡾ

  第２号方形周溝墓（第 213 図）  第２号方形周溝墓は、北ഃの溝を第１号方形周溝墓の南

ഃ溝とඹ᭷するように㔜」している。北ഃ溝、西ഃ溝は᥋⥆して㹊Ꮠ≧に᳨出ࡉれた。⪔స

によるᨩ஘がⴭしいため、南ഃ、東ഃの溝、୺య部は୙明である。北ഃ溝の⌧≧の㛗ࡉが12㹫、

溝の῝ࡉは西ഃ溝が☜ㄆ㠃から最大で 60 ੉である。୺㍈は、西ഃ溝が㹌 �28r � 㹕を示し、

北ഃ溝とࡰ࡯直஺した方向である。出土遺≀は、ᨩ஘ᒙの部分をྵࡴそ土から第 213 図１～

㸵の土器が出土している。第 213 図㸳～㸵は、弥生時代のናの⬗部◚∦でᩥᵝ構成から中期

の土器である。第１次ㄪᰝሗ࿌᭩（１）では、中期の土器∦はΰࡾࡌ㎸ࡳと⪃࠼、第 213 図１・

２のᗏ部◚∦からࡳて弥生時代後期と⪃࠼られた。そして近年、午王山遺跡のⓎ᥀ㄪᰝが進

これまでィ、ࡳ 15 ᅇのⓎ᥀ㄪᰝでは、弥生時代⤊末から古墳時代前期の遺構が᳨出ࡉれて

いないことがุ明してきた。そのため、方形周溝墓の時期としては、弥生時代後期の時期が

୚࠼られる。

  第３号方形周溝墓（第 214 図）  第３号方形周溝墓は、第１・２号方形周溝墓の南ഃに୪

ように఩⨨している。⪔సによるᨩ஘・๐平がⴭしいため北ഃの溝と東溝・西溝につながࡪ

る࣮ࢼ࣮ࢥ部分のࡳがṧるだࡅで、ࢥᏐ≧に᳨出ࡉれた。୺య部は୙明である。北ഃ溝の⌧

≧の㛗ࡉが⣙ 12�6 㹫、溝の῝ࡉは☜ㄆ㠃から 50 ੉前後である。୺㍈は、北ഃ溝と直஺する

方向でィ すると⣙㹌 �30r � 㹕である。出土遺≀は、ᨩ஘ᒙの部分をྵࡴそ土から弥生土

器の小◚∦がᑡ㔞ࡳられた。

 （２）第 10 次調査方形周溝墓（第 211 図）

  第 10 次ㄪᰝ区は、遺跡の東南ഃの地区で、遺跡の平ᆠ部分である。୺な弥生時代の住ᒃ

跡をᅖࡴように構⠏ࡉれている、Ａ溝と㹀溝のእഃに２ᇶ᳨出ࡉれた。第10次ㄪᰝሗ࿌᭩（２）

にて、第 13・14 号溝とሗ࿌していた遺構を本ሗ࿌では、第㸳号方形周溝墓とした。

  第４号方形周溝墓（第 215 図）  第４号方形周溝墓は、第 10 次ㄪᰝ区の南ഃで、Ａ・㹀溝

のእഃで᳨出ࡉれた。⪔సによࡾ๐平ࡉれているため、遺構上部はᾘ⁛しているため周溝は

四㝮がษれているか、඲周するかは୙明である。東ഃ溝の඲ᐜがุ明していないため、一辺

第３節 弥生時代方形周溝墓と遺物
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の大きࡸࡉ୺య部も୙明である。溝の῝ࡉは東ഃ溝が☜ㄆ㠃から最大で 25 ੉である。୺㍈

方向は、東ഃ溝の方向をィ すると㹌 �25r � 㹕である。出土遺≀もなࡃ時期のヲ⣽は୙明

である。ただし、第１次ㄪᰝをྵめた分ᕸ≧ἣをࡳると、第２・３号方形周溝墓と୺㍈方向

がྠᵝである。

  第５号方形周溝墓（第 216 図）  第㸳号方形周溝墓は、Ａ・㹀溝のእഃの第 10 次ㄪᰝ区南

ഃで、第４号方形周溝墓よࡾ東ഃに᳨出ࡉれた。⪔సによる๐平とㄪᰝ区እにᘏࡧるため、

遺構の形ែは୙明である。北ഃ溝と南ഃ溝の幅からࡳると一辺は⣙ 8�2 㹫である。溝の῝ࡉ

は北ഃ溝が☜ㄆ㠃から最大で 17 ੉である。୺㍈方向は、北ഃ溝と南ഃ溝にᑐして直஺する

方向をィ すると㹌 �06r � 㹕である。出土遺≀もなࡃ時期のヲ⣽は୙明である。ただし、

第１次ㄪᰝをྵめた分ᕸ≧ἣをࡳると、第１号方形周溝墓と୺㍈方向がྠᵝである。

 （３）方形周溝墓について

  今ᅇ᳨出ࡉれている方形周溝墓は、午王山の東➃の⦆ᩳ㠃の尾᰿上にまとまࡾをもって᳨

出ࡉれている。また弥生時代住ᒃ⩌とは⏬するᵝに、Ａ溝、㹀溝の２᮲の環濠のእഃに方形

周溝墓がᒎ㛤し、この఩⨨㛵ಀが環濠集落としての意࿡と౯್を大きࡉ࠼⪄ࡃせられている。

通ᖖの方形周溝墓の⪃࠼方では、溝の四㝮がษれるものが古い時期とࡳられるが、ここでは、

࣮࣒ࣟ㠃のᨩ஘がⴭしࡃ、また⪔సによࡾ๐平もあることから、第㸳号方形周溝墓の南辺溝

のように一᪦㏵ษれる溝があるように、遺構構⠏時に඲周溝か四㝮ษれの方形周溝墓かは୙

明である。方形周溝墓の୺㍈方向では、第１・㸳号方形周溝墓の２ᇶ（11r、06r）のまと

まࡾと第２・３・４号方形周溝墓の３ᇶの୺㍈方向（28r、30r、25r）が合うまとまࡾが

遺構の遺Ꮡ≧ែもᝏい中でᐃかではないࡃられる。方形周溝墓の構⠏時期は、遺≀もᑡなࡳ

が、Ａ溝、㹀溝の２᮲の環濠に⏬ࡉれ、環濠のእഃに఩⨨することから環濠Ꮡ⥆期の集落と

合⮴するẁ㝵に構⠏ࡉれたと⪃࠼ることが≧ἣⓗにも合うとᛮわれる。

࠙トࠚ

１） 鈴木敏弘࡯か 1981 年ࠗᇸ⋢県࿴ගᕷ新倉午王山遺跡 　࠘࿴ගᕷ午王山遺跡ㄪᰝ会

２） 鈴木一郎࡯か 2014 年ࠗᇸ⋢県࿴ගᕷ午王山遺跡（第 10 次）ጁ඾寺遺跡（第㸳次・第㸴次）ᓟ前遺跡

（第㸴次）̺ Ⓨ᥀ㄪᰝሗ࿌᭩̺ 　࠘࿴ගᕷᇙ蔵ᩥ化㈈ㄪᰝሗ࿌᭩第 57 集　࿴ගᕷ遺跡ㄪᰝ会・࿴ගᕷ教

⫱ጤဨ会
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